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台風13号災告の言乙銹と

東京都八丈町





発刊のことば

八丈町長峯元清次

昭和50年10月5日午後4時、八丈島を襲った「台風13号」は、最大瞬間風速

67.8メートル、家屋の損壊2,403棟、牒業施設、商工被害など、被害の総額は55

億円を超える有史以来の大災害となりましたが、人命には被害がなく不幸中

の幸と存じております。この災害によって住民の受けた被害は大きく、残さ

れた負偵は22億円余となり借入金の返済など住民の苦痛は図り知れないもの

がありこの対策に日夜苦慇しておりますが、あらゆる可能性を求め経済の復

典策に全力をあげてまいりたいと考えます。

大賀郷小学校をはじめ公共施設も被害を受けましたが、国、都並びに自衛

隊、その他の関係機関及び国会や都議会の議員各位をはじめ全国の多くの方

々の善邸とご支援により復旧工事も大方完了し深く感謝申し上げます。

この災杏を教訓として再びこのような災害を受けることがないよう防災対策

等に万全を期して全国からの善意に報いる決、↑はでございます。

ここに台風13号災害の全ぼうを明らかにし、今後の対策等の参考とするた

め「台風13号災害の記録」を刊行することになりました。町民及び八丈島を

愛される多くの方々にこの小冊子をご利用項き、今後の災害対策の一助とも

なれば幸いと存じます。

八丈島の限りない発展のため一層のご指導、ご助言を賜りますようお願い

中し上げます。
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ー 災害発生の概要

(1) 気 象 概 況

II召平n501F9月29日、 カロリン群島近海で発生した弱い熱帯性低気圧は、 10月2日午前9時に

沖の，恥島の南西海上で台風13号となった。

台風は北上を続けながら次第に発達して、進路を北東から東北東に変えて、 5日午前6時に

は室戸岬の南方およそ 250kmの海上に遠した。

雨強風波浪注意報を発表した。

このため、八丈島測候所では午前8時10分に大

その後、午前 9時には潮岬の南方200km、八丈島の西南西およそ 400kmの海上を速度を速め

ながら八丈，島に向かっているため、午前11時に暴風雨波浪替報を発表した。

八丈，島では、午後3時頃から怠に節秒15m以上の強風となり、午後4時30分には最大瞬間風

速で毎秒67.Smの南風を観測した。

値である。

これは八丈島測候所で観測を,m始した明治40年以来の最大

気象庁岱士山レーダーによれば、台風は 5日午後4時40分碩、八丈島の北方20km付近を時速

60kmで通過し、 この時の台風の勢力は気象庁発表によると中心気IT:945ミリバール、中心付近

の最大風速毎秒45m、毎秒25m以上の馳風域は南東側230km、北西側 140kmとなっている。

富士山レーダー観測による降水エコー写真

11)台風13号経路図（昭和50年10月）
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(2) 災害の概要 13)気圧の変化

測候所における平均風速が毎秒20m（瞬lll風 ・9ハ→

速で苺秒30m-40m)に達した午後3時50分頃

から、窓ガラスの破損や届根の飛散が目立って

きた。これらの飛散物が風下の家屋に被苫をお

こっている。末吉灯台における最大風速は南風

で毎秒60mぐらいになっており｀全島にわたり

大きな災古をもたらしたが、防風林の完備して

いる家は、被害を最少限にとどめることができ

た。

今回の台風による雨拭は25,5mmと少なかった

が、反面塩風害が生じ八丈岱士の山頂付近まで

の樹薬が枯死した。

また、台風による高潮や波浪も大きく、台風

接近時の潮位は八丈島測候所八重根検潮所の記

録によれば、平常より最高 2.2mも高くなって

おり、波浪の高さは 8mぐらいと推定される。

このため防潮堤などが破壊されたり道路に石が

打上げられたりの被害が生じた。

知

g団

よぼす二次災害が重なり、大きな被布が生じた。 畑

また、樹木や電柱の倒壊もこの頃から急速にお 勁
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14)潮位変化（八煎恨検潮所）

--~—一、
9’’ 
9’‘ 
9’ ， 榜箕点""、、文澄 1

‘‘ 

" " "''"''， 99 98 99 
却 2I店

(3) 警報等の基準
15)台風13号（南風のとき）の島内推定風向

（イ）台風が接近していることをテレピ、ラジ

オなどで知ったときは、注意報や替報が八丈島

に発令されているかどうか留意；することが大切

である。腎報が発表されるときは、菫大な災雹

が生じると予想される場合で、八丈島において

菩報が発表される基準は、現在次のとおりであ

る。

暴風雨笞報平均風速が毎秒30m以上になると

予想される場合。 （倒壊方向および風洞実験から）
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波浪瞥報 有義波高が6m以上になると予想される場合。

大雨警報 1時間の雨l社が50mm以上。（ただし、総用駄が150mm以上になる。）

3時間の雨凪が100mm以上。 24時間の雨凪が300mm以上になると予想される場合。

（口）最大風速とは、 10分間の平均風速をいうもので、瞬間風速はこれの 1.5倍～ 2倍ぐらい

あることを承知しておく必要がある。

（ハ）気象庁から発表される台風の大きさと強さは、次のとおりである。

台風の大きさの分類

程 度 1,000ミリバール等圧線の半経 風速毎秒25m以上の範囲1参冴）

ごく小さい 1 0 0km以下

小 型 l00km-200km 1 O 0km前後

中 型 200km-300km 2 O Okm1li/後

大 }← f il 3 0 Okm~6 0 0km 3 O 0km前後

非常に大きい 6 0 0km以上 4 O 0kmまたはそれ以上

台風の強さの分類

附 級 ,1, 心 気 圧 最大風速毎秒（参 It)

喝 し) 990ミリ Iゞ ール以 l: 25m未満

な み 960ミリ I<-］レ～989ミリ I<-）レ 25m-34m 

強 tヽ 930 ミリ I く— Jレ～959 ミリバール 35m-44m 

非常に強し‘ 900ミリ Jゞ ー｝レ～929ミリ Jゞー）レ 45m-54m 

猛烈な 900ミリパール以下 55m以上

（八丈島測候所）

災害対策本部の設置

通位綱の切断と、道路通行不能のため、被害の梢報収躾には苦心したが、断片的に入手する

情報から、災古は町の全域に亘り被害も大きいと判断し関係職員を緊急招船して、情報の収船、

当面の対策など協議するとともに、 10月5日午後6時町長を本部長とする「台風13号八丈町災害対

策本部」を設岡、被災住民の救援活動を強力に推進することになった。当日対策本部会議で協

議決定、実施された事項は、避雅所の開設（三根公民館、八丈高校収容33名）応怠給食（乾パ

ン）の配布、医薬品、 ミルクの要請、資材（トタン板）の町での一括購入、被雹調査要領など決

定したが、通行不能個所もあり夜間停電のため、翌日実施した。特に対策本部での資材（トタ

ン板）の一括購入配布は、住民の利便はもとより、災害復旧資材の高騰を抑制する意昧からも

- 3 -



有意義であったと考えられる。

なお、東京都及び八丈支庁においても、災害対

策本部に準じた態勢で災害救助に対処すること

になり、都、支庁、町三者一体となっての救助

活動が開始されて、 11月15日災害対策本部が廃

止されるまで、救援活動は円滑に実施され、関

係機関及び、関係職員に感謝巾し上げたい。 直ちに設置された災害対策本部

3 災害救助法の適用

災宴の通報を受けた東京都は、被古対策のため緊急に関係職員を招船、協議した結果、志賀

副会[Pltを団長とする東京都災害調査団の派遣を決定、 10月6日午前10時5分八丈空港到許、た

だちに支庁および町関係者と打合せ、災害現場の視察窟精力的に行い、 f，想をはるかに超えた

災雹に対処して、り災者の救助に万全を期する

ため、同El午前10時50分災古救助法の適用を発

動した。（副知lrlt決定）

このことにより、次の'I>項について積極的な

救援活動が実施された。

Ill 生活必訴品の給与

121 教科；If等学用品の給与

13) 応怠仮設住宅の建設供与 美濃部都知事から

14) 半壊住宅に対し、応怠修理費の給与 天皇皇后両陛下の御下賜金を受領

4 救援（援護）等の状況

(1) 災害救助法による措置状況

（イ）物資給与の状況

ミ区分恨術数 名 毛布 肌＿竺吐It•よj□ 7919 9 放プトン 敷布 ナペ パケッ
全壊 294 遥 799 遥 函~ 函

半 壊 533 1,450 1,409 1,449 

゜
o i 881 767 

一部破損 34 91 104 91 

゜゜
53 53 

計 8611 2，糾oI 2. 194 2,3391 799 799 1,354 1,240 

4 -

l]用品
ローソク 支出金訊

七ット

672 2,029 ＊ 6,178,556 ’̀' 

1,366 3,957 4,458,207 

94 250 294,242 

2,132 6,236 10,931,005 



(2) 

（口）住宅応急修理費支給状況

地区名 世帯数 支給金頷 摘 要

三根 187 23,345,845 Pl 

大賀郷 191 24,313,250 

樫立 28 3,670,800 

中之郷 34 4,176,591 

末吉 21 2,753,100 

，汁 461 58,259,586 

（ハ）学用品の給与状況

教 科 ,If 
区分

生児徒数iit 点数 1 支出頷
｝、

159 点4ヽ学校 35 23,216 

,,,学校 30 289 60,315 
/ w 

, i l• 65 448 83,531 

（二）応急仮，没住宅建設の状況

三放地99r/ilが9 り1J 根 大賀郷

9’ 戸

私 1j地 1 1 4 

公打地 1 2 4 

,ll" 1 3 1 8 

9’l 

樫

注対象世•:if （公営住宅は除く）は 494 世帯であるが、

91’'i/iは461世幣であった。

その他の学ifl，げ， 1 I 
生胆L徒ii数t 支出合計点数 支出額

550 A 13,750 ,9 9 
000 ,,,6  ,,, 

1,188, 1,211, 21 

337 7,862 785,210 845,525 

887 21,612 I, 973,210 2,056, 741 

立 中之郷 末 つ9ゴ・ ,lt 

'" ’’ ’’ r. 
2 3 

゜
2 0 

゜ ゜
2 1 8 

2 3 2 3 8 

注 ff工Il{｛れ150年10月13[1 竣た［昭和50年101121LI 人居JI(Ifll50年1DIJ22U 建設工事費36,989,9981'1である。

その他の援護並びに措骰状況

（イ）災古兄舞金の支給状況
（単位千円）

一根 大賀郷 樫立 中之郷 末吉 JI・ 摘要

122 115 20 13 30 300 

金 額 16,640 14,190 I 3,000 1,810 4,600 40,840 

注 災布見舞金は全壊家屈の世帯に支給した。
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（口）災雹援殿資金の貸付状況
（単位千円）

一根 大賀郷 1緊立 中之郷 未吉 ,ll I摘要

件数| 129 139 26 34 37 365 

金額 I69,400 76,500 14,400 I 18,600 I 23,200 I 202,100 
注援護資金貸付の最高頷は 100万円、最低頷は30万円である。

（ハ）災害復旧資金（一部破損）の貸付状況

ー，＾ ＇‘^ヽ 9べ！樫立］

I{，;'1: ：、I 1011,o| 24 叶：I之郷 末占74 22 

金 府n 11,130 I 15,2so 3,760 12,580 3, no I 

i_t 一部破損住宅対象に最高17万円、最低10/il'Iを格準に貸付けたり

（二）災害復旧資金融資中込みの状況
llll位T-1'l1

区 分 衰金の区分 利求 件数 金 額 摘要

58 251,300 祈築
住宅金紬公 ,,1, 5. 5 

99 143,600 補修
住宅関係

8 23,100 新築
東 取 船 4.0 

2 3,500 補修

農業近代化資金

施設資金 3.0 190 287,990 
農業関係

経，；；i資金 3.0 96 70,480 

組合資金 3.0 I 30,000 

都施設改；序責金 5.0 39 171,460 

現境整備窟経営安定柑金 7.0 41 210,210 

小規模企業臨資⑪ 7. 0 13 21,750 
商工業関係

，， R 8.0 4 8,000 

国民金融公／ii{
8. 9 
139 426,800 ~ 3. o 

中廂小企T業金山融公I令it 8. 9 6 113,000 

信 用 組 合 9.4 338 166,400 

そ の他
そ の 他 20 85,650 

計 1,0叫 2,013,240

- 6 -

llil位H'II

, i I• 摘 要

311 

52,470 

ぷ町から貸付の災害

援護資金並びに災
害復lfl貨令は1ilJ必
のとおりであり、

この融資巾込頷が
100%fl1，入できたと
すると、この災害

によるiIt入金総頷
は2,267,810千Pl
となり、 1世滞あ
たり約594千Pl、
住民1人あたり約
214H'Iとなる。



（ホ）町税等の滅免状況

>9i Fl 町 民 税 都民税 固定資産税 国民健虚保険税 計

件数 税 甜i 税 額 件数 税 額 件数 税 額 件数 税 額

三根 33 163,490 104,610 120 1,419,640 53 513,470 206 2,201,210 

大賀郷 37 147,100 103,630 98 763,140 59 466,350 194 1,480,220 

樫立 4 10,440 8心60 24 67,040 16 115,000 44 200,840 

中之郷 8 47,790 30,610 25 41,440 18 115,700 51 235,540 

末吉 3 16,540 12,160 27 59,340 20 184,200 50 272,240 

島外 79 1,319,830 760,120 13 9,680 

゜ ゜
92 2,089,630 

計 164 1,705,190 1,019,490 307 2,360,280 166 1,394,720 637 6,479,680 

（単位円）

注披災住民に対し、町税の減免の特例に関する条例を制定して、町税布の滅免措設を行った。

5 被害の状況

10月6日早朝より町役場全職員を動員、調査を実施するとともに、関係機関からの被害報告

を求め、狛計された被害状況は、次表のとおり

で、被害総額は、 5,543,082千円となった。台

風の規模、その強烈さから、人命に被害がなか

ったことは、幸いであった。これは台風の通過

が夜間でなく、飛散物が確認出来たことと、休

日で学質の登校がなかったことだと思う。

なお、台風銀座といわれる八丈島で永年培か

われた、生活の知恵を住民が実践し、暴風中他

への避難を行わず風呂場布に布団、毛布で身を

守り通過を待ったことも、人身被害を最少限に

とどめたものと考えられる。
朝日新聞社提供

被害状況一覧

人
的
披
害

区

貨

協

者

重侶

軽但

分

人
一
人

被唐 I被害の金額

3
-
8
2
 

摘

（単位千円）

要
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区 分 被害 被害の金額 摘 要

棟 285 I, 140,000 

住 全 壊 世幣 304 

人員 822 

宅 棟 524 524,000 

半 壊 Ul:幣 539 

披 人員 1, 724 

棟 1,268 190,200 

古： 一部破損 llt.: i} 1,331 

人員 4,217 

棟 2,077 1,854,200 

, i I• 泄幣 2,174 

人員 6,763 

>
公共建物 棟 12 15,860 保ffl復1・公会党など（学校餘く）

そ の 他 ，， 361 949,830 ホテル・商店・介／,1［など

小 ii I- 2,819,890 

灯II 埋 没 ha o. 3 27,308 

空港施設 箇所 1 15,000 照IIJj施設他
•. 

町小診八療・丈立所中高学（j1閃す校校哀A114) ケケ所／/Jr2303,. 30048 5 文教施設 ', 15 233,353 

公 医療施設 ，， 8 13,897 
12,537 

) 1.360 

道 路 ，， 2 1,920 

共
漁 港 ク I 44,000 

施 河
1 1 | ク 1 500 

港 湾 ク 1 4,000 

設 砂 防 ，， I 120,000 横liilケ上砂防

道路交通安全施設 ク 722 19,000 町都道;n 181,. 0o0o0 o 
被

道路障害物除去 ，， 115 13,060 

害 消防施設 ケ I 1,050 消防無線

船 舶 災 4 10,000 孵

通信施設 回線 2,200 尊出困難

防 潮 林 箇所 1 15. 000 r 
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区 分

樹木倒壊 本
公
公園施設 箇所

共
水産施設

施
林産施設

設
公共牧野

被
農業構造改許施設

害
小 i I• 

晨協施設
農

水
ピニールハウス

Il1i 股 椴 具

施 牛 舎

設 豚 舎

被
灼 イ9ゴヽ

古
小 ,ll・ 

野 菜

股 樹 木

作
球 根

切 花
物
植 木

被
飼料作物

古 そ の 他

小 i, I• 

i魚 船

林 廂

商 工

合 計

◎り災泄幣 2,1 7 4世幣

◎り災者数 6,7 7 1名

ク

ク

ク

', 

被害 被害の金額 摘 要

50,000 50,000 

15 31,000 都公園"!r樹公園木（・町国）立公園施設

1 9. 050 製氷施設

l 800 しいたけ乾燥施設

1 1,690 霜士牧野

6 19,592 身計討栂l.ua府月ff也

630,220 

12,800 

640,506 ピニールハウス・温室など

3,274 

16,463 

4,835 

3,802 

681,680 

35,251 

225,576 樹木(/£木）

19,866 

275,576 ストレチャ・ロベなど

589,057 観策植物

4,500 

519 

1,150,345 

2,400 樵1船一部破損

18,232 植林地倒木被害

240,315 商品被古

5,543,082 

（り災者数は、全・半・一部破損住宅人具 6,763名と人的被害のみの 2泄帯8名の計である。）
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破壊された大賀郷小学校々舎の一部

6 応急対策および措置の状況

10月5日 台風13号八丈島を直撃。

6日

7日

午後4時30分、八丈島測候所において最大瞬間風速67.Smを観測。全島停電、電話

不通 (60%）一部断水となる。

午後6時、八丈町災害対策本部設四。

午後10時40分、東京電力は島内中枢機関を対象に送電開始（支庁、町役場、病院、

替察）

志賀副知事を団長とする東京都災害調査団来島。

午前10時50分、災害救助法を適用。

午前11時30分、八丈島電報電話局で

は、局前に災害地特設電話3台設置、

被災者への無料サービス実施。

替視庁第一機動隊20名来島。ただち

に復旧作業開始。

八丈島無線中継所では復旧作業応援

のため 8名来島。

東京電力では現地工事店の応援18名

を含め、 84名で復旧作業開始。 電線の復旧工事

東京電力から工事関係者32名来島、復旧作業人貝 116名となる。
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8日 八丈町では、振興委員の協力を得て家屋の被害状況調査を実施。

陸上自衛隊第 1粧通科連隊106名復旧作業応援のため来島。都住宅局、応急仮設住

宅用地現場調査。

八丈町で広報災害特船号No.lを発行。

り災電話298回線復旧（復旧率72.9 

％） 

9日 八丈町臨時町議会開催。災害関係予

算の議決並びに災害復興特別委員会

の設置。

都地方課、災害調査のため来島。陸

上自衛隊第 1将通科連隊第二陣100 復旧作業応援のため来島した自衛隊員

名来島。

り災電話完全復旧（ただし、家屋倒

壊等による復旧不能のものは除く）

10日 国会議員団、災布状況調査のため来

島。

11日 美濃部都知事、災害状況視察のため

来島。

東京電力では、全壊家屋を除き応急

工事完了。全戸点灯。

12日 八丈町災害復典特別委員会開催。

八丈町広報災害特狼号No.2発行。

電話線の復旧工事

已心

災害状況視察のため来島した美濃部都知事 災害援護資金貸付の受付のようす
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13日 全校授業開始。

各種災害融資の受付始まる。

14日 応急仮設住宅建設開始。

22日 応急仮設住宅入居開始。

26日 産業開発青年隊82名、復旧作業応援のため来島。

11月15日 午後5時 災害対策本部廃止。

(1) 東京都八丈支庁

10月5I」 第1次非常配備態勢、 'tiり報を収狙し課長会を開催することに決定。

総務、福祉、産業、土木課長会を開催、第2次非常配備態勢をとることに決定し、

職員の召船に当る。

第2次非常配備態勢完了。

災害対策部と連絡をとる。

大雨による道路崩壊の恐れがあるた

め、横間道路及び登龍道路を通行止

めとする。

情報収狙、救護、応怠復旧のため、

第4次非常配備態勢とし、職員を動

員する。坂上地区職員はそれぞれ各

出張所詰めとする。 横問道路に横倒しになった自動車

部庁において、各局長による災害対策会議がII彬］かれる。

停電、道路不通による被雹状況、調査不能のため調査を断念待機する。

6日早朝被害調査をすること如し、第2次非常配備態勢に縮小。

東電応援職貝派逍についてヘリを要請。

災害救助法適用について検討中の旨連絡あり。

被害地調査団副知事一行メンバー決定。

6日 被害地調査に出動。

電電職員派遣についてヘリ要請。

八丈町において災害対策会議。

副知事一行被災地調査団来島。

食中詣発生予防のため、食品衛生監視員、環境衛生監視貝派遣要睛。

各党都議代表団調査のため来島。
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7日 救援物資、医薬品輸送。

雨天時の対策として、ビニールシート 462枚要諮、午後3時39分入荷。

自衛隊派遣要諮。

東海汽船等による物資の人荷状況調査。

自衛隊受入れ体制について八丈町と協議。

支庁長、地方諜長、土木課長、青ケ島地区被災調査のため渡島。

都議調査団一行坂上地区調査o

8日 自衛隊受人れについて八丈町と再度協議。

東屯応援職員派逍のためヘリ要，hり。

道路、農道、商工被布存再調査。

復Itl、措附状況及び応援対策について，，漿長会。

広報活動。

9 ll 建設資材窃配布応援。

広報活動。

廂工関係融資対策について協議。

現地調在船社の結果を農業団体、 i魚業団体と打合せ。

失対就労者被‘占状況調在をllfl始。

応急仮設住宅建設計画打合せ。 2011完了を予定。

住宅資金紬資連絡会を開催する。

小、中学校取こわし立合い。

救援物資、毛布、ゴザ他を出荷決定、 10L1人荷f定。

101] 救援物資人価、運搬を応援する。

自衛隊員の目的作業完了のため撒収方手配要，翡。

食料品販売店の監視指導、 1ti泊施設被古状況及び宿泊者数、食市提供の内容、保存

食品の測査指祁。

ll [I 分[rlt一行米島、御下賜、兄舞金を伝逹する。

学用品の支給を一部破損枇幣も含めて支給できるよう要ilり。

予防衛生重点の監視業務及び旅館組合に対する防疫講習会の実施。

物価動向及び流通関係調査

共済、互助組合員の被害状況調査。

救援物資、義援品の受領及び配布応援。

自衛隊員の撒収を完了する。
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12日 八丈町災害復興特別委員会へ支庁長、総務課長出席、災害復興計画について打合せ

する。

復旧資材の入荷状況を調査。

燃料、生鮮食品等の物価動向、流通関係を調査。

予防衛生煎点の監視業務を実施する。

応急仮設住宅の建設を決定着工する。

13日 中・小企業関係資金融資受付を開始。

山林、林産物関係の被害調査。

旅館、民宿等島内旅行者の受入れ状態を調査。

都政記録映画に八丈の被害、復典状況を収録することに決定（広報室）

住宅関係融資のため担当者の来島を要請、決定する。

被災世帯調査まとまる。

14日 応急仮設住宅被保護者分敷地整備並びに入居指導。

住宅関係艇！資説明会打合せ。

小、中学校児敵生徒の被災状況調査狛計。

老人ホーム入所指導。

義援品の基本的な取扱いについて本庁、町と協議する。

プロパンガス災害防止計画指導。

応急仮設住宅の建設について住宅局長あて要望杏を送付する。

八丈町の国、都、他関係団体への陳情先について協議。

生活必需品の配分について、至急配分するよう要望する。

建設資材、義援品の入荷状況を調査。

15日 生活必需品を追加要請する。

医療機関の被災状況を調査。

と殺場衛生検査、予防衛生重点の監視業務。

空港施設被害調査。

16日 物価安定供給用玉ねぎ無償放出決定。

小、中学校児童生徒に支給する学用品目を決定する。

中之郷漁港復旧計画打合せ。

中、小企業向け融資対象者の現地調査を実施する。

交通安全施設復典計画会議開催。

都税納期限の延長及び滅免措置に伴う現地調査。
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16日 横間道路災害危険箇所の実点監祝。

被災職貝に対する住宅資金貸付相談及び物資のあっせん業務開始。

17日 学用品の支給期限延期について要望 o

老人憩の家復旧作業o

冷凍機関係災害防止指導。

森林関係被害調査。

18日 学用品の支給期限延期について了解をとる。

支庁の配備態勢を検討。

建設資材及び学用品の人荷状況調査。

被保設者住宅補修相諒。

19日 八丈町災害復典特別委員会に出席。

応急仮設住宅入居について打合せ。

20日 救援物資の入荷状況調査。

孝欠禾斗；IF酋じ布終る。

応怠仮設住宅一部電気設備を除き建設を完了する。

農作物対策及び農業金融事務説明会。

21日 農業関係紬資受付相談。

商工業関係融資受付相，i炎。

住宅資金受付相諒。

22EI 応急仮設住宅人居完了。

物価動向調査。

建築確認事務現地処理の実施。

27日 激甚災杏指定調森。

11月15日 第一次非常配備態勢解除。

(2) 八丈町役場

10月5日 八丈町災杏対策本部設骰（午後6時）

避雅所設訊、三根公民館3泄僻11名収容、全員宿泊。八丈高等学校3泄幣11名収容

布泊なし。

災害関係広報（末吉地区の通行不能）

入院阻症患者、安全病棟へ移動。負侶者の治療（町立病院）

6日 各官公署との情報交換、対策打合せ会議；
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6日

7 El 

都災害調査団（団長志賀副知事）来島。

災害調査実施（全職員）

災害救助法適用（午前10時50分）

義援物資、応怠医薬品受領（都、日赤）

被災家庭にローソク配布。

飲料水の給水（三根、大賀郷地区の一部、樫立、末吉地区）

報道関係来島（読売、朝日、毎日、中日、共同通個、東京各祈聞社、 NHK、NE

T、フジTV、TBS、日本TV)

災害関係広報（屯気の復旧状況、生水注意）

農業、観光、商工関係被害調査実施。

水源被害状況調在及び水源補修。

そ大ごみ収餡作業（大賀郷地区）

道路の倒木及び隙害物除去（三根、大賀郷地区）

建築業者及び木材販売業者と打合せ（復旧に協力を求める）

災雹救助事務（合同）開始。災害救助法実務指導（都災富対策部）

部住宅局、応急仮設住宅、住宅資金貸付説明会実施。

災害救助予罪案調整。

義援物資受領（都、日本収売公社他）、物資（ローソク）配布。

部水道局よりポリ容器（給水用） 200ケ到if。

飲料水の給水（三根、大賀郷の一部｀樫立、末吉地区）

自衛隊派逍要請（午前11時10分）

航空自衛隊CIジェット機にて防水シート到行 (1.8m XZ, OOOm XlOケ）

防水シート配布 (1戸当り l.8mX10m)

災害関係広報（低気圧接近に伴う大雨梢報）

都教育長、災害調査に来島。

そ大ごみ収槌作業（三根、大賀郷地区）

道路の倒木及び障害物除去（三根、大賀郷地区）

8日 義援物資受領（都、松下電気、ヤンマー他）

都住宅局応急仮設住宅用地現場調査。

飲料水の給水及び給水器具回収（全地区）

陸上自衛隊第 1将通科連隊来島 (C1ジエット機 106名資材5t、午後4時41分）

八丈町広報発行（災害特巣号No.l) 
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8日 災害関係広報（気象状況、屯力復旧状況、 トタンの入荷状況）

り災証11/jJlf発行開始。

二次災害防止のため危険家屋取りこわし（樫立宵年館、消防樫立分団）

そ大ごみ収狛（大賀郷、坂上地区）

町道倒木除去（中道伊郷名線）

9 1.I 陸上自衛隊第 1牲通科連隊来島 (C1ジェット機 100名午前8時0分）

町営路線バス運行1}il始。

臨時町議会（災寮関係予旗議決。特別委且会設附）

9 |」 校舎整理作業（大賀郷小学校、大賀

郷中学校、三原中学校）自衛隊。

文部省災害，ilii在のため来島。

災害関係広報 ('/[l気、屯話の復旧状

況）

そ大ごみ収船（三根、大賀郷地区）

災',朽復旧用トタン配布（町あっせん

1f料）

部地）j,渫災’,l:：調在のため米，島。
自衛隊員による跡かたづけ作業

被災者用生活必孟品、東）れ部に要，翡。

10日 全、半壊被災llt幣に義援物資配布（毛布、ラーメン他）

義援物資受領（日赤、東洋水産その他）

応急仮設住宅用地調森及び整地作業。

自民党、社会党国会議員団災古調査に来島。

校含整理作業（大賀郷小学校、大賀郷中学校）自衛隊。

町道路面整備作業（中道伊郷名線）自衛隊。

そ大ごみ収船（三根地区）

11日 美濃部Iii玖IPlt被害状況視察のため来島（御下賜金、兄舞金伝達）

救援物資受領（毛布、 IJ/L着、バケッ、その他）

義援物資受領（マルマ運輸他）

義援物資配布（ボンカレー、その他）

校舎整理作業（大賀郷小学校）自衛隊正午まで。

電話復旧応援（登龍線）自衛隊。

自衛隊離島 (C1ジェット椴他午後3時i5分）
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11日 町道路面整備（中道伊郷名線）

12日 救援物資配布（毛布、肌着、その他）対象は全、半壊世幣。

義援物資受領（日赤、日本専売公社、エースコック）

小松ハウス（掬応急仮設住宅建設現場調査。

災害復典特別委員会（兄舞金決定、陳情御礼上京打合せ）

災害広報（電気引込線修理関係及び坂上停電）

広報発行（災害特県号No.2)

浄水場配電盤点検（八戸浄水場）三栄電典KK。

そ大ごみ収船作業（大賀郷、三根地区）

町道の障害物除去作業（三根、大賀郷地区）

13日 義援物資受領（豊年製油、宝酒造他）

住宅応急修理費扶助関係通知害作成

建築資材価格動向調査（都物価局）

災害広報（ケープル故障により停電、全地区）

全校（小，中）授業間始。

ポンプ場配電盤点検（洞輪沢）三栄電典l{k。

商工関係金紬相談。

そ大ごみ収槌作業（三根、大賀郷地区）

災害兄舞金支給（全地区）

道路不通個所調査（末吉地区）

14日 調査もれを除き、被害程度の変更は認めない旨、都から指示を受ける（午前11時）

応急仮設住宅資材底土港到抒。

応急仮設住宅建設開始（都住宅局）

住宅応急修理費扶助関係料類発送。

義援物資受領（東京新聞、その他）

災害広報（坂上地区停電）

災害援護資金貸付申込受付開始（大賀郷地区）

農業委員会（農業災害対策審議）

友島三宅島より大工来島 (3名）

浄水場計器点検（八戸浄水場）横河電機。

商工関係金融相談。

災害見舞金支給（三根地区）
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14日 道路側溝じん芥処理作業（三根、大賀郷地区）

15日 東京都より救援物資受領（ふとん753枚）

義援物資受領（資生堂、その他）

給水用ポリ容器返送（都水道局）

商工関係金融相談。

災害見舞金支給（三根地区）

災害援渡資金貸付申込受付（三根地区）

16日 救援物資、義援物資配布（全地区）

商工関係金融相談。

災害見舞金支給（三根地区）

災害援設資金貸付申込受付（樫立、中之郷）

側溝じん芥処理作業（三根、大賀郷、末吉）

17日 義援物資受領（日赤）

側溝じん芥処理作業（中之郷地区）

商工関係金融相談。

18日 東）；［都より救援物資受領（塩害追加分）

義援物資受領（榎本氏）

住宅応急修理費扶助関係受付lItl始。

農業被害調査狛計。

19日 各小・中学校児童、生徒へ教科苫配布。

町道の崩土、倒木除去作業（三根山間部）

町道倒木除去（末吉地区）

20日 各小・中学校児窟、生徒へ教科1F配布。

災杏救助関係予算案調整。

樵業関係災雹調査。

若草保育園、保育開始。

21日 救援物資（塩害世幣）及び義援物資配布。

応急仮設住宅完了検査（都住宅局）

農業近代化資金貸付中込受付。

排水路災害調査（樫立地区）

町道倒木及び障害物除去（大賀郷地区山間部）

22日 応急仮設住宅入居者説明会及び現場案内。
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22日 応急仮設住宅入居開始。

農業近代化資金貸付申込受付。

水源管路倒木除去作業（末吉地区、桑谷ケ洞）

側溝じん芥処理作業（末吉地区）

23日 各小・中学校児欲、生徒へ学用品配布。

農業近代化資金1芍付中込受付。

水源補修作業 ('I!f}川水源）

義援物資受領（田島ルーフィングl(K)

24日 義援物資の整理。

礁船被害調査（各地区）

水源補修作業（鴨川水源）

25日 義援物資受領（東取都）

哨業開発行年隊受人準備。

水源補修作業（鴨川水源）

町道倒木除去作業（大貿郷、 I'仔立地区ll.Ilhl部）

26日 産業/If]発，／f年隊米島（八，Ti.根．I:陸82

名）

町道倒木及びPi，]・，i:'物除去（中之郷地

区）

27日 義援物資受領（松田拇-f氏）

産業1}ll発胄年隊、作業1}｝］始。

末吉保育園、保育開始。

28日 激甚災害指定関係被害調査

災害援設資金貸付審査委員会（決定

件数288件） 災害復旧の応援にかけつけた産業開発青年隊

各小・中学校、学用品配布（寄贈分）

29日 義援物資受領（カネボウ食品、日本建築板金l{]{他)

果樹棚被害調査。

激甚災害指定関係被害調査。

30日 義援物資受領（教宣文化社）

激甚災害指定関係被害調査。

31日 義援物資受領（外岡憲治氏他）
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31日 災害関係広報（本部設置の延長、被害調査苦梢受付、住宅応急修理費扶助受付期間

延長）

災害広報（幹線道路通行止め、末吉地区）

11月1日 被害調査苦情受付開始

災害救助費精算事務開始。

住宅応急修理費扶助受付期間延長通知。

災害復旧用トタン配布（町あっせん、有料）

4日 義援物資受領（甲野善勇氏）

災害救助事務指導のため、都災害対策部戸田係長一行来島。

5日 住宅応急修理扶助費支払開始。

6日 義援物資配布

住宅応急修理扶助費支払。

産業開発青年隊へ生活用品給与。

i魚業災害融資関係打合せ。

学用品配布（町単独分）

7日 住宅応、急修理扶助費支払。

被害湖査苦梢受付終了。

漁業災害紬資関係打合せ。

10日 災害救助精菰事務打合せ。

苦情申し出住宅被宜状況再調査。

11日 住宅応急修理扶助費未諮求者に対し、手続布の通

知。

苦tl'i巾し出住宅被害状況再調査。

義援物責受領（岡本芳-f氏）

12ll 災古状況~、最終報告完了。

13日 災古兄舞金支給。

災害援設資金貸付審査委員会。

(54件～28,500千円）

14 [J I祖業Ilt]発青年隊一部離島 (12名）

15日 災害対策本部廃止（午後5時0分）

◎災害対策本部廃止後はそれぞれの所管諜において、災害復
町税減免の申請に来庁した

旧対策に対処することにし、資金のあっせん、税の滅税措 被災者
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i筐等実施した。

(3) 八丈島警察署

10月5日 全署員に台風梢報を伝逹し、災害発生に備え資材の整備を図った。

パトロールカー、広報車による広報および避帷船の調査を実施するとともに、全署

員を招隼、本署において待機。

「八丈島替察署災：界現場腎備本部」

を署長室に設；；りする。 （署長以下32

名）

三根駐在所、＇旧署長公舎に被害発

生。

大賀郷において、負傷者 1名が発生

した旨「110番」通報を受理しパト

ロールカー出動。しかし強風のため

徒歩にて救助活動に従lltする。 破壊された旧署長公舎

支庁、東屯、報話局と対策打合せ、被害調宜および被害者救助のため広報活動を111]

始。

町長、署長災布対策打合せ。

6 [l 全署員に、！）l|示、指示及び対策会議間催。

f岐祖囁'¥]ff．を再l}}］する。

町役場にて、官公庁情報交換および対策会議。

本部関係各諜員15名、ヘリにて来島。

偏号機の修理Ill]始。

本署において、志賀副知市、峯元町

長と対策会議。

無線非地の修理開始。

道路環境の整理間始。

町役場裏手の交差点信号機復旧。

替視庁第一機動隊杉本替部以下20名

来島。ただちに復旧作業開始。

支庁において災害対策会議。

本署において災害対策打合せ。
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7日

8 II 

9 LI 

末吉地区および永郷の道路整備に従事。

全島をヘリコフターで視家。

町役場からパス路線環境整備の要睛

を受け、機動隊叫I）]。

大賀郷河口交径点の信号機一部復旧。

携盟用発電椴により、三根設神交差

・’・＇i．の偏砂椴点灯。

坂 l：地区の道路整備および家）品の復

旧作業に従化 椴動隊員による道路復旧作業

大賀郷中学校 l：交差点信号機復旧。

廿根小学校1ii/交入紐'ii,1}｝椴復旧。

支庁から「横lilli，:崩れの危険あり」

との通報を受け、署長指揮の下で機

動隊出動。

大賀郷地区の独居と人家州の復IH作

菜に従加

樫立青年館の整理要，hりを受け出動す

る。

本署において災古対策会議。

坂下地区の独届老人寮／冦の復旧作業。

保育園周辺の整理。

八屯恨の倒壊家1卦整理。

岡田邦雄巡在、道路復旧作業中負｛繕。

河口交為点下倒木の撒去。

末吉地区の送屯線復旧作業の協力要請を受け、機

動隊出動。

本署において災害対策会議。

独居老人家屋の整理

lOU 大質郷地区の独居老人家／乱の復旧作業および倒木

の撒去。

末吉地区の路上倒木の撤去。八里恨地区の倒壊家

屈整理。

全伯号機復旧完了。
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11日 個号機再点検。

大賀郷小学校近辺の倒木撒去。プロッ

ク塀の整理。

ヘリコプターによる島内視察。美濃

部都知lflt災害状況視察のため来島。

管護にあたる。

大賀郷中‘学校近辺の倒木の撒去およ

びプロック塀の整理。

12U 官舎等の現境整備。道路椋識の補修。
独居老人家屋の倒木撤去

無線I,9)の、点検。

島内一周道路環境整備。

樫立、中之郷地区の送電線工事の応援。

1 3 1 l 道路斑境整備。道路標識の点検および補修。

駐在所補修および庁舎周辺の現境整備。

14[1 大賀郷地区独居老人家1蛙の整理。

中之郷、末吉地区の高IE線周辺の整理。

15日 庁舎内外の現境整備。

機動隊20名、災対課EI、T:1名離島する。

午後5時15分「八丈島管察署災害現場管備本部」を1閉鎖する。

（イ）腎察の災害対策

八丈島管察署では、台風の来襲に備え 5日正午「災害現場腎備本部」を設附、全署員を招船

して、台風に伴う災害の特備にあたるとともに、翌10月6日以降10月15日までの10日間、晋視

庁本部関係各課から24名および機動隊20名の応援を得て、災害復旧活動に寧日なき努力を傾注

した。

これに従事した人員は

八丈島替察署署 長以下11日延381名

機動隊中隊長以下10日延zoo名

警視庁本部員 災対課長以下10日 延 55名

晋察は、町役場、支庁等関係機関と密接な連絡のもと、公共施設（主として道路）の緊急復

旧をはじめ、独居老人、母子家庭など自力復旧の困難な被災者に対し、倒壊家屋、倒木等の除

去整理などによる復旧活動を全面的に支援した。

台風の接近に伴い、人命の安生を図るため磯釣り客をはじめ全島にわたり台風の「接近時刻、
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大きさおよび注意すべき事項」等を広報し、災害の防止を喚起した。

また、台風通過時、全署貝が分担して 110番等による訴出に対して、住民の安寧を図るため

巡回して激励を行うとともに、被害の実態把握に努め、その結果を東屯、町、支庁等へ通報し

て復旧活動の早期実現を図った。

災害発生後においては、全島内の治安維持に一寸の間げきも生じないよう、駐在所を拠点に

民心の安定に尽力した。

（口）災杏の教訓

風速60mを超える暴風の際は、不用，意に1怯外に出ないこと。

今II水の台風13号は、瞬間最大風速67.Smで屋根のトタン板が飛米して電線、屯話線をズタズ

タに切断したばかりでなく、三根では直経30cmの樹木に半分程鋸で切ったようにトタンが喰込

む{i様であった。

古老の話によると「以前、飛んで来たトタンで首を切落された者があった」ということであ

り、暴風の際の外出は危険である。

避難する際は、風呂場、 トイレ、地下室など二直構造の場所を選定すべきである。

国際観光ホテルでは、材木が1直＼＿1：から飛んできて10mmを越す厚ガラスが破壊され、部）怯に突

刺さった。このことからも、避難場所の選定には十分に留，意すべきである。

風l-．に壊れやすい家）辺あるいは材木官が柏んである場合は、二次災害を招き被布が大きくな

るので、＇］確／に始末をしておく必要がある。

復Ill作業をすすめるにあたっては、自力復旧が困難な独居老人や／li子家庭の救援に配慇すぺ

きである。

今l991の台風13サの災';1;:は全島におよんだため、お狂いに自家の復旧に従事し、消防団や胄年

団布の招船が不可能であった。

このため、 [I力復l11のI木l雅な家庭が取残される結果となったので、笞京部隊はこれらの救援

活動を優先させた。

サソシのみで秘風に耐えることができず、鉄のシャッターも必らずしも安全ではなかった。

庁舎内I|i/11iに取付けてあった巻k式の鉄のシャッターが破壊され自動車が損壊した。

また、サソシを索手で押えていてガラスが割れ、負傷した者が70％もあった。この場合牲筈

を利用した方が安全性が高く効果的である。

なお、雨戸は被古を最少限に防止する役目を十分に果たしていた。

(4) 八丈島電報電話局

10月6日 午1lffll時30分局前に災害地特設電話3台設骰、被災者への無料通話の便をはかる。

- 25 -



6日 東京地方電気通信部等の応援を得、

午後2時主要回線11の復旧完了。り

災電話2,200回線のうち 846回線復

旧（復旧率38.5%)

7日 り災屯話4601,1l線復旧（復旧率59.4%)

8日 り災屯話298回線復旧（復旧率72.9%)

9日 り災電話完全復旧（家屈倒壊窟によ

り復旧不可能のものを除く。）

（イ）電話11'1線のり災状況

I ヽ・

/JII人者数

I り，一般屯，it;
I □9話

;ti・ 

電話線の復旧工事

（口）通伍設備の被’,i；:状況

SD Will偽 箇所 120 

配端fヽ不良 個 153 

災害復旧活動の状況

10月6日の台風あけとliiJ時に、東点地）j屯気通信部布より応援職員の第 1陣40名及び責材搬

人が1}｝］始され、八丈島報，：，T;}.,}職員とともに令）J

をあげて復旧作菜を1開始した。

以後10Hl9[1の応急復旧エ11;終了まで、延

1,765名の応援職員の協力を得、それ以後は延

8,000人におよぶ応援を受け重要ケープル線の地

下埋設及び取枠エ1tを菫点的に実施し完了した。

この結果、島の中枢神経とも言うべき屯話は、

今後の災害時にも最少限の被害に止めることが

可能となった。今回の災害復旧活動に当って、

応援職具は、 1日最高 205名にも達し、当初は

停電、断水等のため食事、人浴、洗濯にも不自
復旧作業への出動を前に整列する職員

由し、又民宿も被害を受けたため、宿泊所探し等苦労の連続であった。

なお、昼食も多人数のため炊出も不可能であったが、幸い一食堂が供給を引受け、食事場所
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には勤労福祉会館の体育館を箕して頂くなど、復旧作業に非常に役立ち、大いに助かった。

(5) 八丈島無線中継所

10月5日午後4時、災害対策本部設骰、直ちに災嗚調査を実施するとともに、全島商用＇逍気

停屯のためエンジン運転により、 市外電話['，l線の確保に全力をあげた。以後10月15日までの

災害復旧状況は、次のとおりである。

ill空中線関係 （イ） 青ケ島無線局の受個空中線系は予(riiiに切替え使用、

無線施設の復旧工事

障古空中線系の絶緑は良好なるも不良個所について、

調査を続行。

（口） 1111：無線中継li/i'フイーダー支持脚修正、フィーダー

の補lf.、並びに引込口の補修を実施(250メガヘルツ、

三宅受 2ギガヘルツSD用）

（ハ） iffケ、島向け送信空I;1,l線柱の接続：｝財Itill個所補修及び

空中線柱4本の支線たるみ湖整

121 無線装附関係

山 1：無線中継所の被災施設の復旧作業中、定時、,,＇， i,検を実施。

131 叶i i旗 1見l ｛系

商用停屯期間叶I(10J 1 5 1」午後3時17分～11[l午後4時35

ク｝）エンジン運転により屯力を確保した。停屯：時間 145時間

18分、エンジン運転時間126時間58分に及び、この間 6回エンジンを停止して、精密点検

整備を実施し、その間は蒋電池放屯によって供給した。なお、送屯線の復旧作業は要員賓

材の輸送おくれと、道路通行不能のためおくれ、道路応怠復旧直後の10日5本、11日2本の

建柱を行い、架線工）ドを実施したe

(41 応援職員の協力

台風あけの10月6[1から15日まで、東取無線通伯部、蔵riiJ統制無線中継所より 8名の応援

職員が米島、応怠修理および保守応援を行った。

被災の状況

台風13号による被古の状況は次のとおりである。

Ill 10月5日午後 5時40分～50分の間八丈島発討ケ島受け、全断卯布となる。

12) 60メガヘルツ，Ifケ・,;，}向け送信用空中線柱の接続部折損及び全空中線柱支線のたるみ、並

びにフイーダー支持脚、鉄塔桔部コンクリートの亀裂、底部の移動2ケ所などあった。そ

のほか局舎、倉ni［など、 トタン届根、ガラス戸等の破損があった。

-27 -



(6) 東京電力（梱銀座支社八丈島事務所

10月5日 午後 6時銀座支社災寄対策本部を設附（エ）lt課長以 F8名）同時に八丈）Ji務所にお

いても非常体制として、現場調査実

施。午後10時40分八丈島中枢機関対

象に送電1}｝］始。（支庁、町役場、病院、

腎察など）

◎停電件数、 3,365 ◎送屯紆数、200

◎送屯率 5.6%

6日 全日空機及び白衛隊、新lじ、1本ヘリの

ヘリコプター、東海汽船で，li'i負業者、

社内応援職員米，＇』、現地工） It店の応

援18名を含め、 84名が復旧作業間始。 倒された電柱一三根宮の平一

東海汽船にて屯線2,000m、レッカー車などの機責材到符。

◎停屯紆数2,065 ◎送屯紆数1,500 ◎送屯率43%

7日 全El空機でエ市関係者32名米島。作業人員 114名、島内10プロ Iクに分割、投人した。

午後 4時、末吉洞輪沢給水1所送屯l開始。

◎倅屯紆数1,245 ◎送'i割if数2,320 ◎送屯率65%

8 Fl 復1「l作業人員 112名、折損柱47桔のうち17基の建替、 58/，担の傾斜直し完了。 ’I>故捜

査浩柏載の作業車 l台到行。

◎停屯件数715 ◎送屯紆数2,850 ◎送屯率80%

9日 作業人員 147名、コン柱3括建替、木柱24枯、 コン柱 12桔の傾斜直し、 変圧器

4台の取替え実施、高圧線大半の送屯完了。三根地区一部別荘地を除き全島仮復旧

完了。

◎停屯紆数465 ◎送地lil激 3,100 ◎送屯率87%

10日 作業人員 149名、坂下地区の残り工事の完全復旧と、三原山頂ロラン局への供給ル

ート 71店のうち 5J店の建替完了。動力負荷300,tcfのうち約90％の送屯完了。

◎停電紆数65 ◎送電粁数3,500 ◎送電率98%

11日 作業人員 149名、ロラン局三原山ルートの工事完了。全壊家屋以外の未点灯家屋の

調査を実施し、未点灯家屋の解消に努力した。なお本日、銀座支社長も来島復旧状

況の視察を行った。

◎停電軒数 0 ◎送電軒数3,565 送電率 100%

以上で応急工事は完了したが、その後10月18日まで、未計器需要家の解消、倒壊電柱の抜柱
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処理、開閉器類の補修等実施した。この災害に際し、工事力最大動員数は 1日153名、資機材の

対応は本店、支社、製造業者等関係機関がフルに活動し、輸送は、航空機4便、船舶7便で行

なわれ耐塩材料が注文製造のため、一部不足はしたが一応円滑に復旧作業は行なわれたものと

思う。なお連絡員には、八丈島勤務経験者を充てたことにより、復旧作業が効果的で迅速に進

められたものと考えられる。

被害の状況

11) 配電設備の被害状況

設 備 名

木柱
折 損

コン柱

木柱
倒 壊

コン柱

支持物 I 
木柱

紺i 斜
コン柱

コンクリート柱の横（ll災

木柱の縦 {ll 裂

断
,::; I王電線

混

断
低 IE 屯線

混

取
”¢ '： Il: 僻

改
（傾斜i>'(し）

I ! fl I判

_又,_ 芥句ホ(9 改

腕 金 改

り1 込 改

,i I• 器 故

（注1(U災と傾斜は復合発生

12) 発電設備の被古状況

障

線

芥むi（k9 

第"1<' 

線

h" K 

修

器

修

修

修

た"1: 

被 CしLi;. 数

21 (基）

26 ', 

I ，， 

゜
，， 

297 ク

122 ク

37 ク

116 ク

196（径llil)

44 ク

138 ケ

113 ク

37 (個）

87 ，， 

2 ，， 

68 (個/;Ii)

168 ，， 

2,546 (口）

540 (個）

施 設 数 被害率

1.0% 

木 柱 4.9% 

2,100 (桔）

゜コンクリート柱 14.1% 

533 I基） 22.9% 

6. 9% 

5.5% 

9.5% 
2,763（径Ilil)

2.1% 

5.0% 
2,763 (径IHI)

4.1% 

7.0% 
527 (fl!I) 

16.5% 

52 ，， 3.8% 

658（個所） 10.3% 

5,317 (口） 47.9% 

4,414 (個） 12.2% 

発屯所建物および煙突に若干の被布があったが屯力供給（発屯）には支障はなかった。
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今後の対策等について

島嶼における配電設備については、 「島嶼設計方針（昭和49年9月制定）」を基本とするが、

今回の被害の考察をもとに、島嶼は常時2Um／毎秒程度の強風にさらされており土質が溶岩性で

脆弱であるなどの特殊条件をふまえ、下記市項に留意する。

(11 支持物関係

風圧以外の横荷直はすべて支線もしくは支柱に負担させ、 2方向線路の引留用支線は、設

計荷直の限度内にあっても可能な限り線路各方向ごとに支線を施設する。

分岐線路の張力受支線の設附不可能な場合は直線線路柱に張力が加わらないよう至近距離

で分岐線路を引留める。なお電柱の新設、建替に当たっては、スパン調整、支線による補

充等、強度検討を十分行ない、赤砂地帯の石垣個所への建柱は極力避け、やむをえず建柱

する場合は、石垣底部以下まで根を下げ、かつ根はじきを取付ける。

(21 電線関係

バインド線については、工事者の技能によって差の生じないプレホームドパインドの使用

拡大を検討する。

(3) 引込線関係

柱側面への直接取付け、造営材老朽個所の腕金、杉角等による補強など工法面に配慮する

とともに、巡視、引込線計画改修時等において、取付け点の老朽状況、弛度の不適正など

実態を十分チェックし、事故の未然防止に配慮する。

(4),ij- 器関係

取付け位置は、極力上方に庇などの保渡造営材がある雨線内を選定するとともに、計器板

は柱など堅固な個所に取付けるよう屯気工事店等の指導を行なう。

その他今回の災害を反省し、今後の非常災害復旧に当たって特に準備しなければならない

と思うものは、折拍コンクリート柱の鉄筋切断用熔接器、建柱車、携帯発電椴等でありさ

らに折損コンクリート柱は、重鼠物で道路に倒壊した場合、長時間の交通障害となる恐れ

もあるので、折損コンクリート柱の応急復旧処理方法等も開発検討しなければならないと

考える。

7 協力隊の救援活動

(1) 自 衛 隊

災害の調査が進むに従い、被災の規模は、予想以上に拡大し、民心安定上も応急対策は急を

要したが、労力の確保も困難な現状から、救助物資の緊急輸送、公共施設の応急復旧並びに主
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自衛隊員による跡かたづけ作業
ー大賀郷中学校一

要道路障害物除去のため、 10月7日午前11時10

分都知事に対し、自衛隊災害派遣の要請を行い、

要請を受けた自衛隊は、バートル機Clジェッ

卜輸送機等で医薬品、ローソク、防水ビニール

シートなどの応急物資、隊員の輸送に活躍する

とともに、陸上自衛隊第 1師団第1普通科連隊

第 1施設大隊 140名の隊員は10月8日から11日

まで学校等公共施設の応急復旧、主要道路の障

害物除去に積極的な協力を項いた。

なお、 10月9日には赤森第 1師団長も空路来

島し、被災住民を激励するとともに、隊貝の作業状況を視察し、島民から感謝された。

(2) 産業開発宵年隊

建設省、建設大学中央訓練所の産業開発腎年隊11名は、日本宵年奉仕協会貝 6名とともに、

10月10日来島、 10月17日までの 1週間、キャンプ場で自炊し乍ら、台風で飛び散ったトタン、

ガラスなど、そ大ゴミの収鮨、危険建築物のとりこわしに協力、大被害を受け、ともすると無

気力になりがちな島民を勇気づけた。今回の台風で被害を受けた農業施設（フレーム、温室）

地区名 要請農家数

三根 7 戸

大賀郷 17 

樫立 14 

中之郷 16 

末吉

計 54 

従事延人貝

237 人

911. 5 

551 

I, 015. 5 

2,715 

備 考

農家負担は 1人1日
2,500円であった。

は数多く冬期をlil]近に農家の心配

は大変なものでこの対策に苦慮し

ていたが、産業開発胄年隊の第2

回派遣を要請、八丈島農業協同組

合を窓口に10月26日から12月13日

までの48日間、延人貝 2,715人が

大里会館、坂上老人福祉館に分宿

して、施設園芸の復旧に活躍し、

人手不足になやんでいた農家を喜ばせた。地区別稼働状況は、上記のとおりである。

(3) 輸送機関

離島のため、この災害では救援物資、諸資材等の輸送対策が最も重嬰な課題であったが、本

島に航路をもつ、東海汽船KK、全日本空輸KKの積極的協力のもと、救援物資、生活必需品

などの輸送は円滑に行われ、救助活動と被災住民の民生安定に大いに寄与した。

（イ）東海汽船株式会社

- 31 -



東海汽船KKでは、災害と同時に八丈島貨物

船の配船計画を急拠変更して、 ll)月中は毎日配

船とし、それ以降は出荷の状況に合わせて増便

するなど輸送に万全を期して頂いた。特に、都

民生局からの救援物資は最優先扱とし、 318ト

ンに達する、 トタン、布団、日I!]品等は1l1月中

に輸送を完了した。

救援物資を輸送したあと、出港の
際遭難した第7金力丸（東海汽船）

このように物資愉送に全力を投入したため、

荒天をおかしての就航もあり、東海汽船所属第

7金力丸は、 ll)月15日底土港に於いて救援物資

の陸揚げを終り、東京向出帆直

後折からの荒天と思わね強風に

より、港内で座礁沈没する大I)t

故が発生した。幸い死傷者邪人

命事故はなかったが、船体、積

荷は全担となり、積荷は東京向

切菓、切花等で、498梱、約80Iヽ

ン、関係荷主272名であった。

（口）全日本空輸株式会社

災害直後における貨物船の配船と輸送実紹

年 月 当船111計航画in 海jI i i実_/-施1~-8o -配/鉗/-船9海、I1 ； 八丈島紐拇|jlt ii 要•
配 -貨-..物鼠：

5(）． 1()5  358 t 1 
(5日以降） {~ ク ， 

50 11 13 14 4,061 

511 12 13 2l) 5,765 

,H 
］ 
36 52 15,184 

全日空KKでは、離島救済の緊急性の兄地から、，誘導施設の被害宮、数々の障害にもかかわ

らず航行の安全を確認の上各関係官公署の強力な支援の下に、定期便のほか被災直後計16便に

わたる臨時便を就航させ、復旧応援等災害関係者、報道椴間並ぴに一般旅客の利便に全力を傾

注した。

ちなみに、被災後11)日間 (1(）月 6日～15日）の貨客の動向は次のとおり。

東京→八丈 八丈→東京

旅客 2, 7 6 8人 3, 1 4 3人

貨物 19, 296kg 18, 216kg 

これを本年 (51年）同期と対比すると

東京→八丈 八丈→東京

旅客 3 7％の減 1 3％の滅

貨物 1 8 9％の増 1 0 4％の増

となっており、旅客（特に観光客）の激滅に対して貨物批は大幅な増加を示し特に、野菜類
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など生鮮食品の愉送が目立った。

(4) そ の 他

そのほか、天理教教会本部災害救援ひのきしん隊、同東京教区ひのきしん隊一行20名も米島

し、そ大ゴミ収船等、ご協力を頂いた。今回の

災害は、ガラス、 トタン、古材などを飛散させ、

この処理に一苦労したが、このような応援を得、

更に腎視庁椴動隊、八丈島建設業協会のご協力

により多大の成果をあげることができた。災害

による至大ゴミの処理址は、1,370トンであった。

なを、東）；fill気通似），i}、関東屯気通信局、東

加じ力本社でも応援職員を派追するなど、屯話

屯気施設の吊期復旧に努力して 1吠ただいた。 各地から集められたゴミの山

8 義 援 金 品

都民をはじめ、全国から多くの義援金品が‘,．がせられ、 I9}＜お礼IIlし上げます。義援金品の取

扱いについては、都民生帰、日赤東）；tWI；支部が窓口となって取まとめ、送付された金品は、八

よ町（対策本部）が愛領し八丈町が中心となり、各地区振典委員の献身的な協力を得て被災住

民に配布した。

なお、金銭については、 f,（;（に社 I:し、住宅令壊IIt幣を対象に兄舞金を支給するとともに、

被災教ff施設布の整備＇代に充’りした。

9 災害復興事業の推進

完成まじかな大賀郷小学校校舎

{.j史［）来の大災布と、経済不況のダプルパン

チを受けたI¥に，I泣経済および災＇，りの復典対策に

ついて、議会においては13砂台風災苫復典対策

牡測委員会を設；；りするなど、執行部と一体とな

って「八に，1泣災‘;I;:（経済）復典計画」を策定、

!,し!！IJ実現に全力をあげることになりました。

復典計画は、地場廂業の振典を1iij提としなが

-33 -



らも、当面の対策として積極的に公共投資を拡大し需嬰を喚起して、八丈島経済の起死回生策

を図ることを基本方針に、国、都関係者との協議が連日続けられましたが、国の総需要抑制策

あるいは都の財政難など、財源の確保は困難を極めて本計画の実現が危ぶまれましたが、その

財源を23区競馬組合からの競馬益金に求めることとしお願いした結果、 23区競馬組合議貝各位

の深いご理解とご協力により、総事業費1,561,930干円を昭和51年度から 2ケ年計画で災害（防

災）復旧事業を実施することになりました。

災害復旧事業計画

（単位千円）-： ----：: 昭和 51 年度 昭和 52 年度

財源内訳 財源内訳

事業費 事業費
収益金一般財源 収益金一般財源

防風林災害復旧事業 185,010 155,000 30,010 189,990 

中道伊郷名線災害復旧事業 172,000 100,000 72,000 170,300 

底土海水浴場災害復旧事業 9,500 

゜
9,500 

゜やけんケ浜悔水浴場災害復旧事業 7,500 

゜
7,500 7,500 

乙千代ケ浜海水浴場災害復旧収業 7,890 

゜
7,890 7,110 

護神山公園災害復旧事業 6,000 

゜
6,000 6,000 

町道小規模災害復旧事業 15,000 10,000 5,000 15,000 

用排水路災害復旧事業 16,700 10,000 6,700 33,300 

横間ケ浦海岸災害復旧事業 121,000 

゜
36,300 136,000 

大賀郷小学校災害復旧事業 379,230 12,000 749 

゜大賀郷中学校災害復旧事業 76,900 1,000 799 

゜計 996,730 288,000 182,448 565,200 

（注）事業費に対し、収益金、一般財源で不足する額は、国都補助金および起債を充当して

事業を実施するものである。

10 今後の災害に備えよう

160,000 29,990 

98,000 72,300 

゜ ゜
゜
7,500 

゜
7,110 

゜
6,000 

10,000 5,000 

20,000 13,300 

゜
40,800 

゜ ゜
゜ ゜288,000 182,000 

このたぴの台風災害では、八丈町の建築物が、観光開発に伴う建築様式の近代化で、多層化

または開放的な構造となって、祖先の教訓を軽視する傾向を生じ、台風、地裳などの災害に対
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する防備が十分でなかったことが各方面から指摘されております。町では、このような災害を

再び繰返すことがないよう、 防風林災害復旧造成事業をはじめ、 全国でもあまり例がない、

「八丈町台風及び地裳等の災害予防に関する条例」を制定公布しております。内容は、防災計

画の策定、調査研究及び技術開発のための専門委員会の設慨、町民、施工者、設計者に対する

建築物防災上の責務なども義務づけられております。この条例に基づく専門委員会では、 「建

築物その他工作物等の災害及び災害拡大の予防計画指導基準」作成のため、日本大学亀井教授

の来島をお願いするなど、検討を重ね、近く決定される予定となっております。この指導基準

の内容は、敷地内の建物配置、基礎工事、木工事、軸組工事、屋根野地板のあり方等細部にわ

たっておりますが、要は、この基準を町民1人1人が実行しその英知と努力によって、災害を

未然に防止する心構が必嬰であると思われます。

なお、今回の災害対策に当り情報伝逹、処理体制（町）の相互連絡等、反省する点も多く、

このため、八丈町防災計画、八丈町災害対策本部条例に基づく、各部所掌事項等、防災会議を

通じて、再検討を行いました。

今後は、これに基づく防災訓練等を実施し、災害を未然に防止するとともに、被害を最少限

にくいとめるよう町民各位のご協力を切にお顧いいたします。

11 住民が語る台風13号

この記録は、各地区の住民が直接体験した台風13号をありのままに内いたもので、小、中、

高校生（当時の学年）や一般の方々など多方面にわたっており、八丈島における有史未曽有の

超台風の恐怖が、赤裸々に語られている賞重な記録となっております。
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台 風

中之郷小学校5年沖山邦美

lll月5日の日II祉日、教会の 1日キャンプで底土のキャンプ場へ行った。でも、台風が近づい

ているといったので午後2時に帰って来た。風が強くふきはじめた。おじさんたちと弟と私と

5人でしょうぎをした。少ししてから停電になり、ガラスがガタガタなりだした。お母さんが、

「はやいとこ、おふろにはいりなさい。」といったので、きがえを持ってきておふろにはいろ

うとした。そのとき「バタン」という音がした。おふろばを兄たら、おふろばのまどがとれそ

うになっていた。私はおおいそぎでまどをおさえ、お父さんをよんだ。お父さんがふろばの戸

をなおしているIlil、ローソクに火をつけていた。

お父さんがやっと戸をなおし終わった。とどうじに2階でものすごい音がした。行ってみる

と、ガラスがわれてそこにいたおじさんがけがをしてしまった。それをお母さんがみつけて、

私に、 「邦美はけがの手当てがうまいから、おじさんの手当てをしてちょうだい。」と言った。

私はすぐくすり箱を持って行き、おじさんのけがの手当てをしてあげた。

こんどは前のガラスがゆれだしたのでおさえ

に行った。でもお母さんが、 「邦美と一秀は自

分のベッドにはいっていなさい。」と言った。

私はベッドの中にはいったが、この家がとんで

いきそうでこわかった。さいごは泣いてしまっ

た。

少し風がおさまってから、とよださんが、「邦

美、ちょっと来てごらん。」とよんだ。私はと

よださんのへやに行ってみた。そしたら、とよ

ださんがまどの外を兄ていた。私ものぞいて兄
朝日新聞社提供

た。なんと、たいようかんの家の中がからっほになっていた。私はおどろいて声も出なかった。

しばらくして、お父さんが、 「タンクを兄に行くぞ。」と、ほえた。私は外が兄たくてたま

らなかったので「待ってました。」と思った。車で、つつみの所まで行くとちゅう、お母さん

と台風のことをいろいろと話し合って行った。あとから三根にも行った。三根は電柱や木など

がたくさんたおれていた。屋根のとんだ家、半分こわれかけた家、ぐらぐらになっている家、

土地だけでふきとばされている家もあった。よこまのくねくね道には大きな石がたくさんころ

がっていた。帰りがけ、車で通るのがやっとだった。家について、みんないっしょにねた。ね

るとき、 「もう台風なんかこないでほしい。」と思いながらねた。
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台風 1 3 号

三根小学校6年橘田秀子

朝、起きて「今日もいい天気かな」と思った。昼を食べ終ると、雨雲が動き出した。 「お昼

から雨になるかなあ」と考えていたら、ニュースで台風13号が八丈に接近していることを、

言っていた。だが、ほんとうに来るとは思っていなかった。時間がたつにつれて風が強くなっ

てくる。母は「もしかして台風が来るかも知れんなかよう」と言った。母はいつの間にか、け

がをしないよう、あっ杵をしていた。私にも「早く、着がえろ」と言った。私は何が何だかわ

からなくなってしまった。母は「トレバンと上着をけがをしないように笞ておけ」と、こわそ

うに言った。私はトレパンと上着とレインうートを着た。

風は強まる一方だった。父は雨戸をしめていた。私と母は、かい中電燈を持ちまごまごして

いた。母が「どこげえー、にげろどう」と、むがむちゅうで私に聞いた。 「まず、わいらが室

げえ、いこごん。」と言って私の室へ行った。そうしたら「ここじゃあ、だめかも知れんなか。」

と厨が言った。私は家がふっとぶか、ふっとばないか気がかりでならなかった。母が「ひとま

ず、ふろばげいひなんすろごん。」と言った。手さげかごに食梢品、タオルなどを入れて、ふ

ろばで、じっとしていた。ふろ場の戸はギーギーなってすごくこわい。父が私たちを呼んでい

るみたいだったので私が行ってみたら、店の戸がやられていた。 「かあちゃーん。店の戸がは

ずれてしまったぞー。」と、大きい声で言った。母は、すっとんで店の方へ行った。父が母に

「＜ぎで、ちょっと、うっといとうんて、うてo」と言った。母は、がんばってくぎを打ってい

た。すきIli]から風が1次きこんで店の中はきたなくなってしまった。私は母や父に「けがをしな

いでよう」とむちゅうで言った。やっとで戸をふうじる事ができた。

栂は、ため息をついて玄関の方へ行った。風で玄関はゆれている。母はえんの下にある板を

取りII',して玄関の戸につっかえ棒をした。それでも風がふいてくるたびに、戸がゆれるので、

私と母とで板をおさえながら「つかれたあの一。」と言った。心ぞうをさわってみた。すごく

ドキドキしていた。母が2階へ行ったので私も行って兄た。窓のむこうを兄ようとしても、木

の策がついていて兄にくかったが、近所の人のうちのふろ場がやられて水がふき出していた。

父も外から人って来て、 「あい、すごけじゃ」と言った。 「ばあー。きみらげいのサッシが、

はずれそうどうじゃ。電話で知らせてやれ」母と私は電話のある方へいそいだ。きみさんの番

号がわからないので、 「10 4」へかけて聞いた。ようやくわかってダイヤルを回してみたら

るすのようで、何べんかけても、かからなかった。母と私は「しょうがなっきゃのう」と言っ

て2階へ行った。父に「何ぺんかけても、かかりんなかよう」と言ったら「はらだめだら。サッ

シごとぶったおれてしまっとうもの。きみは、あによしてあるだろう」と言っていた。横のサッ
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シも次々に取れていった。こんどは、ローヤルの見える方のまどで見たら、となりのおじさん

の古いうちがぶったおれていた。それを父と母

に知らせた。父は「そごんどうじゃ」母は「ほ

んとう、すごきゃのー。」と言った。富士山の

方のまどで兄ると、まえのうちの屋根が全部は

がされていた。私が「屋根がふっとんどうじゃ」

と言ったら、母も「みんな、すごけひがいだあ

の一。わいらが家は、まだ、よけほうだんねえ。」

父が外へ出ようとしていたので、母が「おめえ

けがをしんのうごんよう。」と言った。私も「け

朝日新聞社提供 がをしんのうごんよう。」と父に言った。父は

「下げえ行ったあれ。どこがふっとぶか、わかりんねえぞ」と言っておりて行った。私たちも

おりていって玄関の板をおさえていた。母が「地しんもこわけが台風もこわきゃのう。秀子は

どっちが、こわけ。」と、言ったので「台風の方が、こわきゃ」と言った。母が「あんでだ。」

と言ったので「あだん地しんは、せいぜい2分か3分で終るけど、台風は何時間もかかろんて

やどうじゃ。」と言った。母は「わいは、どっちもこわいと思うがのう」と言っていた。

だんだん風も弱まって来た。父もうちへ土足で入ってきた。 「ちいとは風が弱まったあの一。

この分じゃ、へい気だろう。」と言った。私は「ゆだん大敵だぞ。いつ強い風がふいてくるか

わかりんなっけじゃ。」と言った。その時少し強い風がふいてきた。 「ほらの一。」

ちょっと、ひと休み。でも、すごくこわかった。店の戸がはずされたところを私は何回も、

かい中電気でみてまわった。 「いじょうなし。」でも、またどこかはずれるのではないかと、

気が気ではなかった。

だんだん暗くなり、風も弱まってきたので私は「よかった」と思った。私が「ろうそくは、

ちゃんと、あろかよ」と言ったら、母が「あろんて心配するなよう」と言った。私は、何だか

今日の夜をすごすのがこわかった。母が「電気のありがたさが、わかったろう」と言ったので

「昔の人は、みんな、ろうそくぐらしでいたのか。よく生活できたあの一。」 「わいらが小さ

い時にや、こんなあかりで、おやりも、ひねっとうもんどうがの一。今、思い出すとなつかし

きゃ」と、母は手まねをしていた。父は「戦争とうじを考えろわ」と言っていた。その日は、

どうにか、すごすことができた。

あくる日、ひ害にあった家を、私と姉と母とみてまわった。うちがこわれていたりガラスが

われていたり、 1軒l紆どこか1部分はこわれていた。私たちは、おじいさんの家を心配して

いたので行ってみたら、ちょっと、こわれたところがあった。私が「じいちゃん、けがはなかっ
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とうか。」と聞いたら「へいきだら」 「うちのほうは」 「へいきだよ」ずっとまわってみたら

すごくこわれているうちがあった。何だか、かわいそうになってきた。私のうちは、ひがいが

少なくてよかったなあ、と思った。

台風13号は、八丈島をぶっこわしていった悪いやつ。どうにか考えて台風をふせぐ手はな

いものだろうか。

台風の こ と

大賀郷小学校6年菊池泰子

10月5日、日111註日、お父さんが畑から昼ごはんを食べに帰ってきて「暴風けい報が出たから

台風がやってくるかもしれない。食事がすんだら、戸じまりをしよう。」と言いました。みん

なでごはんを食べているうちに、急に風が強くなってきました。おかあさんはおどろいて、ご

はんの途中で戸じまりに行きました。

風はどんどん強くなってきました。おとうさんは「大丈夫だ、大丈夫だ。」と言いながら、

テレビを見ていました。そのうち、電気がきれました。いつもの風と、様子がちがうなあと感

じました。

根もとの直径が30センチもある、くろぶちの木がバリッといったと思ったら、どおとたおれ

ました。その木の下に、うさぎの小屋があるので、私はあわてました。うさぎを助けなければ

と思いましたが風が強くて外に出られません。表の方でも、バリバリ、メリメリと木がたおれ

ます。おかあさんが「表のガラス戸が、われそうだよ。」とおとうさんを呼びました。でも、

おとうさんは、おばさんの家があぶないので、 トントンと裏の方で何やらしています。それで

おかあさんは、 「たたみをあげて、窓におしつけよう。」と言いました。おかあさんとおにい

さんと私とで、力を合わせて窓にたたみをたてかけました。ガラスは、いまにもわれそうです。

おかあさんは、 「ガラスがわれるとあぶないから、窓のそばからはなれるように。」と言いま

した。おかあさんは、家の中をうろうろ歩きまわり口の中でプップツ何やら言っています。よ

くきくと「なみあむだぶつ、なみあむだぶつ助けて。」と言っているのです。私はおもしろく

て、笑ってしまいました。

風がだんだん静かになると、空の色が黄色の、今まで見たことのない色になりました。どう

なるのかと、おそろしくてたまりません。その空の中に、肖空が兄えている所がありました。

おとうさんが、 「台風の目が、通ったのだね。」と言いました。

雨戸をあけてみると、庭の様子がすっかり変って、私が楽しみにしていた実をつけたパナナ

の木が、一本残らず倒れていてがっかりしました。
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とたんや板が飛んでくる

樫立小学校6年 天 野 る み

1 0月5日、ものすごい台風が八丈島に来た。初め雨がふりだしてきて、 3時半ごろ電気が

消え応風が強くなって、 ヒューヒューと、風の音がなった。おとうさんが雨戸をしめたり、

くぎを打っていたので、私も少し手伝った。

私は自分の部屋に行って、ろうそくをつけて、本を読んでいた。そしたら、風がだんだん強

くなってきたので、戸をおさえた。

おとうさんが「玄関のかぎをかけて、 おさえてろー。」 と、言ったので、私は玄関に行って

戸をおさえていた。 ガラスがわれて、頭にぶっこちてきそうで、 おっかなかった。玄関の戸を

おさえていたら、 おねえさんが来て、 「tこいじょうぶだ？。」 とllflいた。私は「ガラスがわれ

そうで、 おっかない。」 と、言った。玄関の戸を私とおねえさんと 2人でおさえていたら、私

と弟の部屋の雨戸がはずれた。 雨戸がはずれて、 少しして、 サッシのガラスがわれた。 ガッ

シャーンと、ものすごい音をたてた。また、 ガラスがわれた。私はだんだんこわくなって、 な

きそうになった。とたんに私たちがおさえていた玄関のガラスがわれはじめたので、おばあちゃ

んの部屋にひっしで走っていった。

おばあちゃんの部屋にいたら、 とたんとか板とかがどんどん飛んできた。私は家がどうなる

かと思って、心配になってきた。おとうさんが、

行った。服がびしょびしょで、

なヽ

た。

「おちつけよ、 おちつけよ。」と言ったけど

私はおちつけなかった。おばあちゃんの部屋にいたら、ちょっと危険なので、畑のロベの中に

きったなかった。風がヒューヒューとなって、寒かった。みん

しょぼんとして元気がなかった。私は家がどうなったろう私の部屋はどうなったろうと、

心配になってきた。家のとたんが畑まで飛んできた。友だちは今どうしているだろうと思って

心配だった。畑の下に行くと家が1けんあるの

で、そこの家にひなんした。そこの家はガラス

もわれないでぶじだった。

だんだん風が静かになってきたので、安心•し

ラジオを聞いていたら、八丈島の台風のこ

とを話していた。おとうさんが来て、 「屋根が

飛ばされて、メタメタだよ。」と、あわてて言っ

た。私はあーあと思って、がっかりした。

もう、風もだいぶ静かになって、雨もやんだ

ので、私の家に行ってみた。そしたら、暗くて

朝
日
新
聞
社
提
供
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よくわからなかったけど、屋根がふっとんで、家の中がゴタゴタだった。こんなにひどくなる

とは思ってもみなかった。私は台風がしゃくんさわった。寝る所がないので、親せきの家に行っ

た。窓から空を見たら、赤っぽくなっていた。もう二度とこんな台風は八丈島にこなければい

いのにな、と思った。

台 風

末吉小学校6年浅沼和枝

お母さんが、外から家に帰って来たのが、 2時半すぎでした。 「大きな風が吹きそうだら」

と、いって、米を洗って、ヤカンとパケツとなべに一ぱい水を入れて、かい中電気やローソク

とマッチと薬箱をそろえて用意している時、家のうしろの古い台所が、パリバリと音をたてて

落ちました。お母さんが「すごい」と、笑いながらいいましたが、すぐにこわい顔にかわりま

した。そして、すぐにはだしで電話のところのガラス戸をおさえに行って、風とけんかをして

いるようなガラス戸をつかまえていましたが、ガラス戸はお母さんの手から吹きとばされて、

にわのつばきの木の根もとでばらばらにこわれました。ひろみ姉ちゃんと私は、れいぞうこの

そばにつったっていましたが、お母さんの「すわれ、すわれ」と、いうこわい大きな声が聞こ

えたので、む中であっちこっち走りまわっていた時、れいぞうこの横のガラス戸が2枚ともは

ずれてお母さんの頭の近くでばらばらになりました。頭を手ねぐいでかくしながら、ガラスの

中からゲタ、サンダルをもってきて、「かまわないから、これをはいて静かに奥へ行きなさい」

ガラスのかけらが家の中に、ちらかっている中を、奥に行ってびっくりしました。天じょうが

1つもなく、表の方の雨戸も、ガラス戸、しょうじも何もありません。そして電気がついたみ

たいに空が明るくなっていました。おじいちゃんをいじめるお母さんの声が、きこえたと思っ

たら、おじいちゃんの首の所をつかまえて、ぶつだんの下にひきずりこんでから、私とひろみ

姉ちゃんもぶつだんの下に入り、お母さんと 4人でじっとしていました。だれも何もしゃべり

ません。とつぜん、お母さんが「お父さんは、どうしたのだろう」と、いいました。だれも、

こたえませんでしたが私は仕事からかえらないので、風にふきとばされて、死んだろうと思い

ましたが、いいませんでした。また、家がゆれて船の中のようでした。用意してあったローソ

ク、マッチ、みかん、おかしなどをもってきて、お母さんがローソクに火をつけてから「おち

つかなくてはだめだから、みかんでもたべなさい」 1メートルぐらいしかない所に、 4人もは

いっているので、ローソクがあたたかく感じました。こわいけど、ちょっと、おもしろかった

ので「こういうのもたまにはいいね」といったら、お母さんに「ばか」と、いってどなられま

した。お母さんが「どうしよう、どうしよう」と、いいながら、こわれたタンスや引きだしに

ふとんをかけてまわりました。ひろみねえちゃんが、 「おかあさん、おかあさん」と、泣きそ
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うになりながら、さわいでいるので、お母さんとけんかでした。他にかくれる場所がないので

ぶつだんの下で1時間位じっといました。その間、お父さんの事ばかり考えていました。 「も

しお父さんが死んでしまったらどうするだろう」と、おじいちゃんも、そのことばかり、何か

いも何かいも、しゃべっていました。お父さんは、おじいちゃんの子どもだから、心配だった

のかもわかりません。少し風が静かになって、雨がザアーザアー、天じょうのない家の中一ぱ

いに水たまりができて、のこっている物はびしょぬれなので、お母さんは、ハアハアいいなが

らも何もしませんでした。きっと、仕事をする気になれなかったのかもしれません。しばらく

して、お父さんがかえってきましたが、いつかえってきたのかはっきりわかりませんでした。

ガラスの戸もないので、あける音がなかったか

ら、お父さんを兄て、お母さんが水びたしでガ

ラスのかけらがいっぱいちらかっている所にベ

たっとすわりこみました。また何もいいません

でした。しばらくしてから、 「みんなぷじか、

まっくらだから、みんな死んだと思ったが、元

気な姿を兄、あんしんしたよ」と、いいました。

そこで、はじめておf,J:さんが「かえりがおそい

からしんばいしたあに、でもみんなぶじだった

から」と、それだけいいました。けいたいラジ

オが、 6時のニュースで八丈の台風のニュースをしらせていました。お父さんとお母・さんが、

ぬれたたたみをおこして、その上にふとんとか、ぼろをかけてすわりました。お母さんは、ぬ

れた1本でうごいていましたが、お父さんがかえってきてから、なんだか病気の人のようでした。

おじいちゃんは、したのおしいれに、お父さんは、ぶつだんの下に、私とひろみ姉ちゃんとお

母さんは、上のおしいれにねることにしましたが、なかなかねむれませんでした。ねむれない

夜があけて、庭に出てみましたが、たっている物はなにもありません。お舟さんは何もしない

で、じっと家の中を見ていました。最初は、おもしろかったけど、だんだんおそろしくて、も

う台風はいやになりました。

菊池順久氏提供

台 風

富士中学校 1年竹組高橋秀修

10月5日、日曜日、ぼくの家では、のんぴりとテレピを見て楽しんでいた。台風が来ること

は、わかっていたけれども、大したことはないと思っていた。家族そろって歌合戦が終ってし

ばらくしたら急に停電になった。雨戸をしめて、うらの方の明るい部屋へ行きみんなでお茶を
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飲んでいた。

風が少しずつ強くなってきた。ガラスごしに庭木や、まわりの防風林のアスナロウも大きく

ゆれ動いているのが見えた。そのとき、細いねこやなぎの枝が下の方から析れた。大変だと母

がうらがわの雨戸をしめた。そして大事な物を入れてある包みを出して来た。

風はますます強くなり、ものすごいうなりが聞こえる、屋根の上でドスンと大きな音がした

と思ったら、メリメリと天井の板が2枚はがれて風がどっと人ってきた。トイレの窓ガラスが、

ガチャンと割れた。屋根うらのホコリが一面に落ちてきた、風呂場のガラスの割れる音がした。

台所のドアのガラスも割れて、パタンパタンとIll]いたり閉じたりしていた。母は大事な包みを

かかえて、わめきながら家の中を行ったりきたりしていた。ぼくは重いテープルで台所のドア

が動かないように中からおさえた。一番広い部屋に 3人狼まって座っていたら、えんの下から

風が吹き上げて、たたみがふわっとうき上がった。母は耳をおさえて、一生懸命お経文をとな

え始めた。押入れからフトンを引き出してかぶっていた。父も母もこわさにふるえていたよう

だった。ぽくはその様子がおかしかった。父は落ちつくためかタパコを吸っていた。

その時、雨が降り出し、あちこち雨もりがし始めた。さあ大変だと、今までふるえていた父

も母も歩中になって押人れのフトンを運び出した。上を兄ると空が兄えた。

少しづつ風が弱まってきた。たたみをはがし、

タンスをどかし、 3人で無我夢中で動きまわっ

た。表の4部屋は雨がもり、うらの3部屋が無

事だった。ぼくの部屋はなんともなかった。風が

強くなり始めた時ガスを消したので、生にえに

なったプップツのごはんを食べることになった。

夕食のあと近所の家々を兄て歩いた。わずか

2時間の間に、こんなにも変わるのかと、おど

ろいた。屈根のトタンや、屯線などが、あたり

かまわず、ころがっていた。大木が根こそぎた

おれていた。屋根がふっとんでいた家もあった。むざんな姿に、何とも言えない台風のおそろ

しさをじっとかみしめた。

台風の恐ろしさ

三原中学校2年山田泰志

10月5日、僕は家の人に、 「今日は台風が来るぞ。」と、言ったけれど、気にもとめていな

いようだった。その証拠に、家の補強を全然しないで、買物などへ行ったりして将通と変わら
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なかった。その日僕は、中之郷から宏次と千加士が遊びに来たので、朝から自転車に乗って遊

んでいた。昼頃から風が強くなって雨が降り始めた。それでも僕たちは、のん気に僕の部屋で、

いっしょにインスタントラーメンやお菓子などを食ぺていた。それから、次第に風が一段と強

くなった。そして、僕の部屋が、 2階のせいもあって、風が強く吹くたびに揺れ始めた。千加

士たちは、 「こわそー。」などと言ってこわがったが、僕はいつも強い風が吹くたびに、 2階

が揺れるのを体験していたので、それほどこわくはなかった。ちょうど1時半頃だったと思う。

下の方では、風が帷くなって来たので雨戸を閉めておいた。ところが、雨戸が1枚なかったた

めに窓ガラスが1枚割れてしまった。その時僕は、下で「ガチャン。」と音がたったので行っ

て兄るとガラスが割れていたのだ。それから、風は台風の接近につれて、ますます強くなった。

下では、その風で玄関のサッシがぶん曲った。家の人が、必死にそれを押えていた。なんせ、

今までの台風でさえ、こんな事はなかったのだから、僕は風の強さに驚いた。それから、僕は

家の人が必死に守っているのに、僕も手伝わなければと思い、ピールビンの箱をそこへ積み上

げて支えたりして手伝った。そして、 2階の千加士たちの所へ行ったり、下へ降りたりして落

ちつかなくなっていると、 2階にいると危険だと家の人に言われて、下へ降りた。

それからも風は強くなる一方だった。外を兄ると、その恐ろしさがわかった。たくさんの木

が、今にも析れてしまいそうにゆさぶられていた。その頃は、もう 3時を過ぎていたと思う。

その瞬間、目の前で、玄関の横の窓ガラスがメチャメチャに割れて、 4’土の部屋に飛び散った。

ぼくは、あの時ほど心が激しく揺れ動いた事がなかった。そして、あの時の事が一番、印象強

く頭に残っている。ほんとうにすごかった。あのすさまじさ、そして、僕の家が、今まで住ん

で来た家がメチャメチャにこわされそうで。それと同時に、しあわせだった家庭がメチャメチャ

になってしまいそうで。ほんとうに、これで、何もかもおしまいになるんじゃないかとも思っ

た。僕は、ガラスが割れ始めてから、危険だと思い、おばあさんや弟、千加士たちといっしょ

にガラス窓の少なくて、じょうぶな所へ避難した。そこは狭い廊下だったので、窟紙とテープ

ルをバリケードにして何とか一つの部屋ができた。

そこで、僕たちは急に襲われた恐l前に信じられない気持ちでこごまっていた。弟は布団の敷

布を頭からかぶり、黙りこくっていた。おばあさんは、ため息をつきながらガックリしていた。

そんなおばあさんを見ていると、今にも気絶するんじゃないかと心配だった。千加士と宏次が

唐紙を押さえてくれたおかげでどんなにか助かったかしれない。しばらくすると僕は、おとう

さんたちの様子が気になったのでそこを出て、行って見た。そこではおとうさんとおねえさん

が、こわれた雨戸を支えて頑張っていた。僕は、おかあさんのいるたんごの部屋へ行って、窓

を押さえるのを手伝った。

おかあさんは、たんごを守ろうと、 「泰志しっかり押えとけよ。そこをやられればだめどい
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て。」と叫んだ。ぼくは、必死に頑張った。すると、今度は台所の窓がやられて、テレビは倒

れる。冷蔵庫は倒れる。ほんとうにすさまじかった。ぼくは、けがだけはしないように、頭に

敷布をかぶっていたからよかったけれども、おかあさんは、ガラスが飛び散って来るのに何も

そんな事は心配していない。

僕は、いつけがでもするかと心配でたまらなかった。よっぱど、たんごの事ばかりしか頭に

はなかったのだろう。僕は、窓を押さえるのを、おねえさんに代ってもらって、千加士たちの

所へ行った。もう、あたりも暗くなって、そこはまっII音だった。僕たちは、ほかの友だちの事

など話したりしながら、時のたつのを待った。ときどき、おとうさんたちの声がllt]こえなくな

ると、僕はあせった。ひょっとしたら、ガラスが突き刺って、血まみれになって倒れているん

じゃないかと。もし、死んでしまったら、それこそ僕の将来はまっ暗やみだ。そう思うと、こ

の目で確かめて来なくてはと思い、行ってみた。みんな元気だうれしかった。落ち行かずに、

そんな事をしているうちに、台風は通り過ぎた。

風もなぎた。もう夜だった。僕は家の中を兄回っ

て歩いた。兄事に、台風の残した足跡に、家の

中はメチャクチャだった。 2階を兄て、僕は驚

いた。屋根がなかった。そこには夜空が兄えて

いた。僕は、ほんとうに風の力が恐ろしい事を、

つくづく身にしみてわかった。しかし、被害を

うけたにもかかわらず、みんなの/iiiが意外に11/1

るかったので安心した。 1まくはかえって今度の

台風は、よい体験だったと思う。ぼくはこの日

の事は、一生忘れないだろう。

台 風

末吉中学校2年玉慨 さつき

午前中は、母のつとめている保育園の運動会で、私も手伝いをした。その頃から風が吹いて

いた。お昼を食べて、テレビを見ていた。「風が強くなったこと」と思っているうちに停電にな

り、 3時頃にお母さんが坂下から帰って米た。すごい風になってきたので、お母さんがあわて

て雨戸をしめ、うちの中は暗くなりました。私はひまだから、本でも読もうと思い、雨戸がな

くて、明るい私の部屋のまどのそばで本を読みました。

風はますます強くなり、うなりも聞こえてくるようになりました。本を読みはじめて10分ぐ

らいしてからのことだけど、強い風がくるたびに、そばのサッシのガラスが、ぐにゃっと曲が
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るようになるのに気がつきました。ぴっくりして、そこを離れ、遠くからもう一度よく見まし

した。やっぱりしなるのが見え、だんだん恐ろしくなってきて、その部屋を、とびだしました。

3時半頃、お父さんが帰って来て、玄関に風が真正面に吹いてガラスが割れそうになったので

お父さんとお母さんが2人でおさえていました。お父さんが外がわから板をうとうと外に出た

ので、私とお母さんで10センチぐらいの幅の板で、戸をおさえていました。力いっぱいおさえ

ていたけど、風の方が強く、とうとうガチャンガという音がしてガラスが割れて私たちの足に

落ちてきました。その瞬間、 「あー、やられた．I」と思いました。少ししてから足のことを思

い出してけがしたと思い、玄関から上がってガラスを落とすつもりで、足ぶみをしてよく兄た

ら、なんともなかった。おffJ:さんが少しけがをした。玄関の割れたガラスが2性の部屋まで入っ

てきて、それをほうきではいて始末した。

廊下の戸のかぎを、しめてなかったので、お母さんがしめようとしていた。それを私も兄て

いたけど雨戸がしまっているのに、その戸がしなって私たちの方へ戸ごとはずれてとんできそ

うだった。お母さんも「おそろしい。おそろしい。」と言いながら、やっとしめた。雨戸がし

まっているのに、しなっているのにはびっくりした。

それからおばあちゃんや、みんなで、いちばん奥の八性のへやにすわっていた。私はおそろ

しくて、おっかなくて、ふとんの上に寝ていました。強い風が吹くたびに、家がユサユサとゆ

れて、家ごと吹き飛ばされるのではないかと思った。心臓はドキドキして、こわくてこわくて

早くゃんでほしいとばかり思っていた。私は気がつかなかったけど、お母さんとおばあちゃん

の話では、風で2回ほど性がふわっと上がったそうです。 20分ぐらい風が吹いて、やっとおさ

まった頃、ラジオをつけてみたら、 「今、八丈は、台風の目の中です。」と言っていました。

「あの、おそろしい風が、また吹くのか」と思いゲッソリした。

しかし、もう風は吹かず、安心したけど、新築したうちは平気かと、お父さんが見に行きま

した。だんだん暗くなって雨もポツボツ降ってきました。停電だったので、ろうそくをつけて、

ラジオを聞きました。八丈の台風のニュースをさかんにしていました。

6時頃、お母さんが自分のつとめている保育園を兄に行きました。私と弟と 2人のときに、

近所の金田さんが少しの荷物を持って、ひなんしてきました。屋根がはがされ、雨もりがすご

く、赤ちゃんもいるので、「また風が吹くと大変だから。」と言っていました。お母さんが帰っ

て来て、「家がこわれたところがたくさんある。」と聞いてびっくりしました。新築した家は、

「無事だ。」と言ったのでほっとしました。金田さんは10時頃、中之郷の親戚のうちへ行きま

した。

朝になって庭を見たら、隣のフレーム (3坪半くらいあります）があとかたもなく、大きな

銀杏の木が折れて、椿の木が根こそぎたおれたりして、庭はぐちゃぐちゃでした。母の勤めて
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いる保育園もほとんどのガラスが割れて、子供

たちの昼寝のフトンは、泥だらけになりました。

なにしろ建物の中がぐちゃぐちゃで、 トイレな

どは、土台のコンクリートと男子用の便器だけ

残して、全部とばされてしまいました。庭のジャ

ングルジムは、そばの谷間へ落ちて、人間の手

では、あげられないそうです。

風の力で、家がこわされたり、プロックのヘ

いが倒されるなんて、思ってもみなかった。台

風がこんなに恐ろしいものだとは思いませんで

した。きっとこの台風は一生私の心から、消えないであろう。

台風 l 3
 
号

都立八丈高等学校 1年葛 馬 消美子

この台風は、瞬間最大風速68.7メートルという暴風で、八丈ぢゅうを、徹底的に吹き荒した。

10月5日の午後3時頃、私は2階の自分の部屋で雑誌を読んでいた。午前中から、テレビのニュ

ース等で台風が米るということを知ってはいたが、たいしたことはないだろうと、思っていた。

しかし、風と雨が次第に強くなるに従い、サソシのガラスがしなってきて、恐ろしくなってき

たので急いで下に逃げて行った。そうしたら、何という騒ぎだったろうか。父と母が大声を出

しながら、ガラスだらけの部屋でベニヤ板で必死になって窓を押さえていた。びっくりして何

をしたらよいのかわからなかったが、とにかく薬箱と蒲団を持ち、弟と妹を連れて、安全な部

屋に逃げた。妹の1蒻の手当をして、蒲団を被らせて眠らせ、兄弟3人でじっと固っていた。雨

と風のすさまじい音、木の騒ぐ何ともいえない恐ろしい音、気圧のせいか耳が押さえつけられ

たように痛かった。じっと我慢していた。

しばらくしたら、近所の人たちが、家へ避難してきた。ガラスの破片が危なかったので全員

土足で人って来た。 6姓のタンス等が骰いている部屋に13人もの人と一匹の犬が結め込まれた

ので、何となく息苦しく蒸し暑かった。外はとても大変らしかった。近所の人達の話によると

家は崩れ、材木がどこからか飛んで来たり、自動車が逆さになっていたという。私の部屋には

ドアを釘付けされて、中には人れなかった。

だんだん暗くなってきて、台風も落ち花き始めた。 8時頃になって、近所の人逹は心配そう

に自分逹の家へ帰って行った。我が家は幸い、ガスも水道も電話も無事だった。夕食は、インス

タントラーメンをローソクの光の中でとった。私は典藉してなかなか眠ることができなかった。
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翌朝6時頃眼が党め、外を見に出かけた。余りにもすさまじい光景だったので、一瞬夢のよ

うに思えた。まだ朝早いのに大勢の人達が、道路をゆっくりと回りを兄ながら往き来していた。

ほとんどの人があっけにとられ、どこからどうすればいいのか、と口々にもらしていた。

新聞や、テレビ、ラジオは、相当大きく八丈の被害を報道したらしく、あちこちから、お兒

舞の電話がかかってきた。私あてにも、東京や大島の友達が心配して電話をくれた。友達って

いいものだなあ、とつくづく思った。ところで、住む家を奪われたり、フレームなどを壊され、

これから先どうしたらよいのか途方に葬れている人達ば•…·。その人達に較べたら、私達など

被害を受けた部類には入らないのかもしれない。だが、私の部屋は天井が15センチぐらい浮き

揚がり、プロックのねずみ色の層が見え、性はガラスの破片や、木の莱、雨水でゴチャゴチャ

本はグチョグチョ。幸い教科内は無事だったが、ぬいぐるみはかわいそうに、濡れて毛が逆立っ

てしまっている。ドアは、 3寸釘と釘抜の跡が残っていた。それを兄た時はとてもショックで

茫然としてしまった。

現在、私はようやく元の生活に戻ることができた。まだおそらく多勢の島の人達は、元の生

活に戻れていないのではないだろうか。台風は人災ではなく天災のため、防ぐことはできない。

しかし、私達の心掛けで、被杏を最少限にとどめることはできる。また、この次の台風はいつ

来るかわからない。 「災害は忘れた頃にやってくる」と、この前教頭先生もおっしゃった。本

当にそうだと思う。これからも油断せずに、いつも心掛けておくことが必要だと思う。

自然の猛威とたたかって

恨宇田川光子

本署から暴風雨替報が発令されたので注意するようにと連絡をうけて 1時間もすると、風は

強まり雨は横から降り出しました。雨戸が次々に飛ばされてしまい、ガラスが割れ始め、洋服

ダンスが横倒しになってしまいました。これは大変だと思い、 1歳の次女を背負い「こわいよ

う」と足にまつわりつく長女の手を握り、 「時計の針が6になると台風は帰るからね、それま

でがんばろうね」と言い聞かせ、自分自身をも励ましながら、家中をうろうろしでしまいました。

「回りを見てくる」とヘルメットをかぶり車に乗る夫の後姿をうらめしく思いながら早く過

ぎ去ってくれるよう祈らずにはいられませんでした。しばらくして「風で車が走れない」と戻っ

て来た夫をお向いの人が呼んでいる様子です。見ると、屋根のトタンが紙きれのようにヒラヒ

ラ舞い上がり、天井はもうありませんでした。

必死でラジオを聞き、少し静まったと思っていたら「ドーン」と何かの爆発を思わせる大き

な音に、メチャメチャのガラス破片が飛んできたのです。 「ワ、ーツ」と泣き叫ぶ声や子供と自

分の足から流れる血をみながら、なおも吹きつける風にもうこれだけ吹けば気がすんだでしょ
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う、あぜんと座り込んでしまいました。 「立てっ」という夫の声。傷口にタオルを巻き、子供

をなだめるうちに署員の方が車で避難するようにと迎えに来てくれました。電柱が、樹木が、

いつ倒れてくるかとビクビクしながら残った夫を気づかいつつ本署へ着きました。署員の方々

の頷をみて救われた思いがしました。

翌日は、明るくなるのを待っていたように金づちの音が聞こえてきました。被害の少ない人

が食事の世話、子供の世話などをし、お互いに励まし合いながら続ける復旧作業です。そのカ

強さとたくましさに「鳥も通わぬ島」と言われ、きびしい自然とたたかってきた八丈の長い苦し

い歴史を思わずにはいられませんでした。お蔭で日一日と平隠を取り戻しつつあります。暖か

い御支援をいただいた方々や早々と駆けつけてくださった方々に対し心から感謝いたします。

大自然の脅威

恨菊池 獣

最大瞬間67.8メートルの台風13号が八丈島を通過したのは、 10月5日午後4時ころから同6

時ころの約2時間だった。その 1時間前の3時ころは蛉空で時折薄陽も射して時々小雨がぱら

ついていた。 「小型台風で中心は40メートル前後、八丈島へ接近するのは午後5時から 6時こ

ろ」との台風情報だった。南風なので八頂根港の波の様子を電話で1itlいてみると「ベタ凪で台

風は来ないよ」との返事だった。

午後3時半ごろ、雨具に身を固め隣りの奥山さんに手伝ってもらい、雨戸に板を打ちつけた。

空を仰ぐと裳足が早い。 「奥山さん台風はまともに来そうだから、家族を避難させた方がよい

よ」とアドバイス。奥山さんは車で家族3人を実家へ移し、再ぴ帰って来た。風が徐々に強く

なり1/i/iltの支柱がもちをついている。隣家の沖山さんの窓に当れば大変なことになると考え奥

山さんと二人して5~60キロ位の石を 2個連び、ロープでしばって重しにし終ったのがちょうど

4時ころ。天気は急変し樹木は騒ぎはじめた。轟音と共に第 1回目の突風が襲った。車廊の横塀

と屋根は一たまりもなく吹き飛んだ。 「あぶない。逃げろ」と玄関へ跳び込んだ。

数分附きに突風がやってきた。そのたびごとに 1、タン板や板切れが飛んで来る、 「風は息を

する」と聞いているが、腐者の流息のようだ。

4時半ごろから南の風は無気味な音にかわり1iil断なく荒れ狂う。家全体がギシギシときしみ

玄関のガラス戸が吹っ飛んだ。牲がふわっと浮き上って来る。屋根のトタンがメリメリはがさ

れていく。そのとたんに道路をへだてた西さんの屋根が玄関前へそっくりドサリと落ちて来た。

あわてて裏手に馳けた。すると雨戸とガラス戸が音もなくもって行かれた。家は吹き抜けになっ

た。タンスの引出しが全｝祁引き抜かれ衣類が舞い部屋は足の踏み場もない。

トタン、板切れ、木の枝、角材までが濁流の様に目の前を流れてゆく、それがプロック塀に
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当っては天高く舞い上り、空全体を鳥の群れが飛んでいるようだ。沖山さんの屋根もはがされ

東隣りの胄木さんの2階が崩れ落ちる。川上さんの玄関も屋根も無残だ。 「この分だと島一円

大被害だな」との思いが頭をかすめる。家がいつ倒壊するか、不安が恐怖にかわった。物が飛

んで来るので外へは出られない。車は道をふさがれ使用不能、ダイヤルを回しても電話は不通、

スイッチをひねっても停電、蛇口をひねっても1栃水。身の危険を感じた。

「冷静に、冷静に」と自分に言いきかせる。押入れから軽い夏フトンを引っぱり出し頭から

かぶった。風呂の中が安全と思い風呂場へ入ったとたんに窓ガラスがガシャーンと割れ、ここ

も飛び出して狭い家の中を右往左往。容しゃなく荒れ狂う台風。夕間は迫って来る。風はいつ

やむとも知れない。夜にならないうちに逃げ出さねばと心はあせる。

ようやく風が静まった。空全体が茶がかったダイダイ色に染り無気昧だ。台風の目に入った

な。風はまだこれからだ、今のうちだと思いりJって家を出た。電線がズタズタになっている。

人っ子一人、人影はない、走っても足が進まない。電線で何回首つりしたことか、夕間の中に

報，訴局だけあかりが兄えた。歩中で飛び込んだ。

長い長い恐怖の2時間だった。精根尽き果てた。生きた心地はなかった。

台風 13号の恐怖
大賀郷村田百合江

lll月5日、八丈島を直撃した台風13号は、私達一家にとっても生涯忘れることのできない恐

怖の経験でした。 ミ長い人生色々経験してみよう：との主人の希望で念願がかない、ここ八丈

島へ移り住むようになって、生活もやっと軌道にのり、半年を経験したばかりの日でした。脱

部会組の一員ではありませんが、わずらわしい都会での生活を解放され、南国ムードの八丈島

での生活を満喫していたところでした。今回の台風で無惨に吹き飛んでしまった我が家は、皆

さんから白蟻城といわれているほど白蟻に巣食われたボロ家でしたが都会での生活環境と違い

比較的広い庭にはフェニックス、ハイビスカス等南国特有の植物が沢山あり、ポロ家とはいえ

汗主めば犀で落着いた環境の中での一紆家でした。今となっては、あの家も何んとなく愛着

を感じます。

今回の台風で一瞬にして全壊の目に逢いましたが、今では、壊れた家のあとかたづけも署員

皆様のお蔭ですっかり片づき、一段落し署長さん達の暖かいご配慮で格好の祈居に入り、以前

に増して出直さなければと、奪斗中です。被災直後はなす術もなくただ茫然とした毎日でした。

主人が替視庁にお世話になっていればこそと思われる組織をあげての物心両面の援助、わざ

わさ~東京から御見舞、激励に来ていただいた主人の上司達のご配慮で気分的にも救われ、本当

にありがたかったと痛惑している次第です。しかし、被災当時をふりかえってみますと、心細
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い限りでした。何しろ、我家が吹き飛びそうになったときには、肝心の主人は警察署の方へ行っ

ており、災害への普段の備えの悪さは、私自身の責任としても本当に心細かったし、恐しかっ

たの一言につきます。恐怖感は言葉では言い表わすことはできませんし、経験者でなければ理

解できないと思います。

今回の台風は、八丈島全土にくまなく被害を与えるほど猛威を振ったわりに、予報ではそん

なに大きな台風ではなかったし、太平洋上の孤島のため、善段風雨の激しいのに慣れているせ

いもあり、そう心配していなかったのも私のみではなかったようでした。それにしても、風が

強くなりはじめてからものの30分位で暴風となり、いきなり被雹が出はじめるほど急でしたの

で、避難の準備まで考えていなかったのが現実でした。避難しなければならないほど強い台風

になるとは思いもせず、あれよあれよと言ううちに身の危険を感じるようになり、雨戸のない、

玄関等に小学1年の長男と幼稚園の長女を動員し、洗濯椴に水を張ったり、机等でバリケード

を築き、ある程度の補強をしてみたものの大自然の前には無駄な抵抗でした。

八丈島は牲段から風雨が強く、また、そのため湿度もひどく梅雨期などは家中カピだらけに

なるといっても過言ではありません。我家は、この湿気除けのためか、下駄ばきの家で床下は

風通しのよいように建てられているため、床下を通過する風は仕をぼこぼこ音をたてて持ちあ

げるほどのすさまじさでした。そのため、家の中にいたたまれず、生きた心地はしませんでし

た。一刻も早く避難しなければと思い、とり急ぎ貴重品とff共達の行替えのみを、先般載いた

非常袋に詰込んだのですが、いざ避難しようと思ったときには、届外は隣家の崖根、瓦、 トタ

ン板窃が宙を飛び交い、届外に出るのもかえって危険が多く、出るに出られず躊躇していまし

た。そのときは既に自宅周辺のトタン塀は、跡形もなく、屋根も飛んでしまいそうな異様な音

がし始めたため、―ff共達と一紹に布団を頭からかぶり、おろおろしている所へ主人逹が迎えに

来てくれました。しかし、そのときは、倒壊ヽlム 1）f)だったのです。すぐ迎への車に夢中で乗込ん

だのですが、車までほんの1(）メートル位の距離も暴風雨で、また頭から布団をかぶっていたた

め立って歩けず、這って行った様な次第でした。車に乗込み避難IHI始というときに玄関がまず

最初に大きな音とともに吹き飛びましたが、その後は避難に精一杯で知るよしもありません。

＇ドで避＇誰途中も倒れてくる物で、いつ車ごとぺちゃんこになるか不安と恐 l伯で身も心も縮まり

どおしでした。避難先は取敢えず管察署までと向いましたが、車もとても走れる状況ではあり

ませんでした。しかし、止っても危険、何れにしても危険が一杯という状況でした。車の目の

前に這柱が倒れて道がふさがれ、また、一時は車が真後からの暴風を受け、車体が浮いたりし

て、今にも車ごと1次飛ばされんばかりでした。車には飛び交うものがごつんごつんと鈍い音を

たててあたり、最後にはとうとう大きな屋根みたいなものが車の後から飛び越え、フロントガ

ラスに命中、ガラスは粉々になってしまいましたが、それでも悪運が強いのか、特に傷らしい
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傷は負いませんでした。普段なら車で4~5分の距離も、当時は迂回したり、飛び交う物をさ

けながら替察署まで着くのに30~40分はかかったようでした。しかし、到杵するまでの時間は

数時間を要したほど長く感じました。やっとの思いで晋察署に到抒すると署貝の方々も大蒋斗

中で、たのもしい姿をみてやっとこれで、一安心し、胸をなでおろす余裕もでてきました。そ

の夜は台風通過後、其ll脊な街並みを車のライトを頼りに自宅に向いましたが、このライトの中

に入る被害状況を兄ただけで我家は当然なきものとは察せられましたが、我家の無事を祈りつ

つ自宅へ急ぎました。我家に帰ってみると家はすっかり姿を変え、無惨な姿になっており、手

の施しようもなく、立ちすくむ足から急に力が抜けるのが自分でもよくわかりました。柱と所々

に板がくつついているのみで、家の中を風が吹き荒し、洋服ダンスなどあちこち捜してみたも

ののどこへ飛んで行ってしまったのやら……。

しかし、不幸中の幸と今では思っています。まかりllil述えば生命をおとすような危険に何度

もあいながら、奇跡的にかすり偽一つなく、また島全体としても大きな台風の割には怪我人も

少なく、犠牲者が出なかったことを人ごとでなく本当に喜んでいるところです。二度とこのよ

うな災宮のないことを祈りつつ汽尺災は忘れたころにやってくる:の格誼どおりこれを機に大

自然のおそろしさをJIl汀こ銘じ、不断の備えを十分にしておきたいと反省しています。

八丈島13号台風記

叡 f．八丈高校定時：1,,1教頭浅沼良次

＝魔の日曜日＝

八丈島の10月5日の朝はいつもとあまり変らないものであった。 2, 3日前からテレビの天

気予報で台風がくるかもしれないという予備知識は持っていても、八丈の人たちはそれほど不

安感はもってなかった。朝からお昼ころまでは蝕天ではあったが台風の襲来する状態ではなかっ

た。私も日II祉日のことでもあり家にいて、 1週間前にまいた 5坪ばかりの家庭菜園の大根が、

3センチばかりのびているのを、多少とも台風の影響で根をやられてはと庭におりて土寄せを

したが、不息議なほど家屋のことは頭になかった。災害がおわってから被害者の知人、友人と

話しても、台風が直撃し島に大惨事をもたらすことを予想した人はほとんどなかった。それほ

ど5日の午前中は八丈は平穏に推移していた。

私はお昼の天気予報で、小型の台風13号が御前崎の南南西250キロの海上にあって、毎時55

キロの速度で北東に進行しており、中心気圧945ミリバール、中心付近の最大風速45メートル

であることをきいたが、すこしも心理的な動揺はなく、このときも八丈に台風が襲来するだろ

うという実惑は何故か起きなかった。あとできいたことであるが、台風で家屋全壊の被害を受

けた八丈町役場企業課に勤務している中之郷地区に居住する天野善平さん (46)は、 5日午前
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11時ころ非番となり自宅に帰る途中、横間道路から八重根港をみたら、海は静かで台風の余波

はなかったので安心していたという。島の人たちは台風の前ぶれとして、海の状況で予知する

慎習をもっている。

一見して平穏な気象状況の均衡がやぶれて雲行がおかしくなりだしたのは午後3時ころから

であった。私は八丈に台風がやってきてもせいぜい45メートルくらいだろうと楽観していた。

そのころ東京の干住から家内の姉が心配して電話があり、 「すこし風が強くなったようです」

と家内が出て話しをしているのを、私は居間でテレビを見ながらきいていた。風が次第に強く

なってきて30メートル程度の突風が吹き出し、家内はあわてて 2階の雨戸をしめに行った。

そのころから外が険悪な状況になってきた。無気味なごう音とともに南東方面から強烈な風

が襲ってきて、午後4時にはすでに台風の邸の手は八丈の上にのびてきていた。これは容易な

らない事態となったと私も直惑した。 4時半ごろ 2階の様子を見にあがった家内が「早くき

て…」と悲嗚をあげた。駆けあがって見ると、南側のしめた雨戸が強風で10センチばかり開き

そこから吹きこんだ風でアルミサソシが5センチほど弓なりとなりいまにもはずれそうな状態

であった。無我夢中で雨戸をしめなおし 2階にいるのは危険なので 1階に避難した。このころ

が島史上最高といわれる最大瞬間風速67.8メートルであったと思う。この瞬lii]に八丈では家屋

全壊数100件の惨事が起ったのである。もちろんそのころは電灯は消えテレピを兄ることはで

きなかったが、不思議なことに電話はまだ通じていて、今度は江戸川の妹の家から、いま八丈

で台風のため大被害が起きていることを報じていると、わざわざラジオを電話に近づけてきか

せてくれた。八丈島の警察署長の被害状況をつたえる談話が流されていた。窓から外をみると

隣地に建てられていた未完成の建物は、倒れてめちゃめちゃになり、倉庫の屋根が空中を飛ん

で行くのが兄えた。風がいくぶん弱まってから、 100メートルほどへだてた弟の家に行ったら

屋根は吹き飛び、雨戸は吹き飛ばされ兄る影もない惨状であった。人命に異常がないのをきい

てから、私は勤務校の高校へ雨にぬれながら走った。道路は吹き倒された家屋の一部や、 トタ

ン等で通行するのもやっとの有り様であった。ついこの前に建てたばかりのコンクリートの電

柱が2、3本倒れているのがわかった。すでに暗くなり八丈高校の被害はわからない。校舎の

中に入ったら隣の住宅から避難してきた人が数名、玄関のところに座りこんでいた。話をきく

と雨戸は飛ばされ、屋根は吹き飛ぴ家の中はめちゃめちゃで命からがら避難したと恐怖を語っ

ていた。

＝秋晴下の惨状＝

最大瞬間風速67.8メートル、島史上初の超強風が吹き荒れて、八丈島は廃きょと化し、町民

たちは電灯が消えた暗黒の中で恐怖の一夜を明かした。翌6日は早朝から天候だけは昨日と
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うって変って快晴であったが、暴風のツメ跡はあまりにも甚大であった。

私は台風で窓ガラスが破られた自家用車で大賀郷地区をまわってみた。屋根を完全に吹き飛

ばされた家が点々と並んでいる。道路は電線などがぶらさがって非常に危険な状態であり、八

丈銀座ともいうべきメーンストリートは、交通止めの立看板が、 300メートルばかりにわたっ

て北と南の入口に立ててあり、その付近の道路を虚脱した表情の町民たちが、フラフラと歩き

まわっていた。だれも散乱しているものを片着けようともしない。どこから手をつけてよいか

わからない状態である。通称曲町から八丈裁判所までが、とくにひどくやられていた。大賀郷

のメーンストリートの中央にある大賀郷小学校も大被害を受けていた。校舎の赤いトタン屋根

が吹き飛ばされ、天井が抜け落ち木造平屋建ての14教室のうち、 9教室が烈風でメチャメチャ

に破壊されていた。

私がとくに驚いたのは1カ月前に立てたばかりのコンクリートの電柱が、通称八高通りで3

本も根元付近からポッキリ折れているのを見たときである。暴風の強烈さをまざまざとみせつ

けられたのと同時に、木製電柱はほとんど折れてないところから、私たちが考えていた丈夫そ

うなコンクリートの電柱はもろいもののように思えた。その折れた電柱が家屋付近に立ってい

て、それがもろに家届に倒れたら、家ごとペチャンコになり、中の人たちもやられていたので

はないかと、りつぜんとするものがあった。

大賀郷地区で全壊家屋がもっとも多かったのは八直根港のある千恥部落であるが、この部落

は南の海岸に面した部落で、 13号台風の直撃をまともに受けたもので大被害を出した。私は生

徒の被害状況の調査のためこの部落をまわったが、屋根がなく床と柱だけになった無残な家屋

が多かった。新聞紙上にミ屋根なし八丈、とか、 古［取り図を兄るよう:と書かれて、写真の

モデルになったのはこの部落である。

また目立ったのは園芸用ビニールハウスの被害である。島全体のビニールハウスのほとんど

がこわされ、なかの観葉植物の被害は大きかった。また、露地ものもそうとうの被害を受けた。

町の対策本部の10月11日までの調査によると、ピニールハウス内のフェニックスロベレニー、

ケンチャヤシ、シンピジウム（洋ラン）の被害は2億4000万円。露地のストじチア、モンステ

ラなどの切り花、切り葉の被害額は4億5000万円。ピニールハウスの被害 1億円を加えると観

薬植物の総被害額は7億9000万円とある。

町の対策本部の10月24日現在の災害報告によると、全壊家屋275棟、半壊517棟、一部損壊

1,279棟、重傷3、軽1蒻82、総被害額55億という。八丈という小さな島（面積68.33平方キロ

人口約1万800人）には、致命的ともいうほどの大被害である。

これほどの惨害にもかかわらず人的被害が予想より少なく、、死者が出なかったことは不幸中

の幸であった。その理由としては次の諸点があげられる。第ーは今回の台風が吹いたのは午後
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3時から 5時30分ころまでの昼間だったこと。そのため避難する際、好判断で行動することが

できた。第二は八丈は地形の関係から、台風のもたらす繕中蒙雨によるガケ崩れで家屋がおし

つぶされるケースがないことと大きい川がないので洪水で人命をうばわれることがない。第三

としては八丈島の人たちは、幼少のころから台風の経験者で、台風の際に身を守る習慣が自然

と身についていて、家屋の中でも安全な場所に避難した点があげられる。

台風による負偏者の約30％がガラスの破片によるものであることは、近代建築のもたらす代

表的な災害として注目にあたいする。

＝石がき文化＝

八丈島はむかしから台風街道であって、島人は毎年のごとく悩まされ、そのため暴風対策に

苦心し、人家は石がきを用いて防ぎょの第一の囲いとした。八丈文化がミ石がき文化、と言っ

てよいほど、石がきにすぐれた美しさをもっているのは、伝統的に防風対策がよく守られて来

たことを示すものである。

石がきの高さは約2メートル、輻も同程度で石がきの上には、シイ、ツバキ、タミ、マダミ

など常緑樹を植えて防風林としている。石がきを、古くはオリと呼び、屋敷の周りの石がき上

の樹をカゼクネと呼んでいる。クネは防風林のことである。

島人の台風に対する恐怖は施政面によく反映し、植林による防御策が立てられた。寛政11年

の島の「定」のうちに、 1、台風のため防風林は地主といえども、みだりに伐りとってはなら

ないこと。 1、防風林のない場所には苗木を植付け成木になるよう努力すること。 1、地主は

わずかの利益に迷って防風林を伐取り、または怠けて植付けをおろそかにして損害を受けるこ

とは、ミノ作りを怠って雨にぬれる苦しみと同じであること。かんで含めるようなこの定の内

容は防風林の重要性を認める施政者の意図が十分にうかがわれる。

台風という自然の脅威から逃れることが、まず第一と地役人や、名主、取締役などが常にこ

の問題について十分な考慮を払い、暴風雨から八丈を守ることに努力したのである。

台風13号で話題の一つになったのは、台風に強い八丈古米の伝統的な建築物の再認識であっ

た。強烈な台風と多雨湿潤な風土条件から、八丈島の民家建築は強風から住居を守るために古

くから種々の工夫が行われた。

島の 100年以上になるポウエ（主家）は、島人の先祖が暴風対策を第一として建てたことが、

その構造などにうかがわれる。 16センチ角の太い柱が数多く使用され、その上にひとかかえも

する桁がどっしりと横にのっかっているボウエ（主家）の内部の縦横に緊結された黒ずんだ材

料をみると、どんな台風でも微動だにしない頑丈な鉄骨のような感じである。

民俗学者の大間知篤三氏は、八丈島の家屋について次のように述べている。 「小さな家屋に
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も柱は三重に立ち並んでいる。雨戸はそれぞれ両方に分けて、三尺間の夕Hflilに納められる。三

尺間の外方、すなわち家屋の四隅をさらにまた六尺のカゲ板で囲っている例が多い。これら三

重に並ぶ柱、筋違いを入れた三尺間、四隅のカゲ板などは、この島の風土的特色たる暴風と多

雨湿潤とに対して、家屋を守るために必要なのである」このようにむかしの島人は、風土にそ

くした島特有の家屋建築を考慮したのである。

台風13号の被害を分析するため、日本建築学会調益団13人が10月9日に八丈に到着した。亀

井勇団長（日大教授）は、 「新聞テレピなどで‘古い昔風の家が残り、近代的な住宅などが壊れ

た、と伝えられたので、なぜ古い家が無事だったのか、また台風に襲われながら、死者が出な

かった理由がどこにあるかといった点を調査するため」と語った。

八丈の古くからの家屋の間取りは漢字の「田」の字形で、四すみや其ん中に、 16センチ角の

太い柱が使われていた。周囲を廊下が囲み、雨戸があった。しかし最近の家屋は、都会的なモ

ダン建築に変わり、こうした柱が使われないばかりか、雨戸のない吹きさらしの窓ガラスやサッ

シ式窓に変わった。このため飛んだトタンや石が窓ガラスを割り、サッシ式窓を吹き飛ばし、

烈風が吹き込んで天井や屋根を吹きあげたという。

調在団がとくに注目したのは、防風林と石がき、どんな古い家でも、樹木や石がきが家の周

りにあったところでは、ほとんど被害を受けずにすんだ。新築でも防風林や石がきがないとこ

ろは被害が大きかった。

こうしたところから、調査団では「風土や気象条件、天災の歴史などを考慮せず、無批判に

都会風の建築を受け入れるのは危険」と結論づけ、 「台風銀座」の八丈では、とくに家届の建

築方法や防風林、石がきづくりを再検討すべきだと指摘している。

＝復興の島で＝

台風の災害で特記されるのは、八丈島の人たちの底力である。通り脱のような自然の脅威に

メチャメチャに破壊され、廃きょと化した死の島が、時間の経過とともにめざましい復旧ぶり

をみせている。屋根を吹き飛ばされた家屋や戸や窓のない家屋などが3日とたたないうちに一

部をのぞいて住居できるまでに修復された。島の主要道路も自衛隊の応援などもあったが、災

害を受けて 2日後には、すでに自動車による交通も可能となった。

私は八丈の人たちの災害に対するたくましさは、島的風土のなかで培われた伝統的なもので

あると思う。この島では昔から相互扶助の椴構として「コーチ」という協同の単位が存在して

いた。災害時には現在もコーチ制度はあって、今度の台風ですばらしい活躍ぶりを発揮してい

る。自宅が全壊の被害を受けた人が、自宅の処置をさておいて同地区内の他の被害者宅の手伝

いをコーチのメンバーとともにやっているのを私は目撃している。被害直後に、災害を受けた
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家屋の屋根の上で黒くかたまって修復作業に精出しているのは、コーチのメンバーが多かった。

コーチは島の災害時における復旧の原動力となっている。

島的風土のなかで培われた災害時における島人の底力は、私は自然の脅威にしいたげられた

苦難の歴史から体得したものであると思う。八丈島年代記その他の古記録によると暴風，大雨・

潮吹上げ・御神火・地裳・かんばつ，虫害など天災地変の種類が多く、そしてその度に諸作は

そこなわれ、数知れない凶作飢饉に襲われている。その間には多数の死者などを出しているが

島人の大半はその苦難に耐えぬいて、孤島のなかで生きつづけてきたのである。その血をうけ

ついだ現在の島人たちは、八丈島の台風史上最大の災害にくじけることなく雄々しく復典に汗

と血の努力をつづけている。

マスコミによる報道もあって、全国からよせられた見舞状、兄舞金、救援物資などの温かい

普意は、島人たちの復典への意欲をさらに駆りたてている。町の対策本部には新婚旅行中のカッ

プルや、幼稚園児までから見舞合：が送金されているとのことである。私の勤務する高校へも、

七島の高校や、その他の高校から生徒や教職員によるカンパの見舞金、見舞状が多くよせられ

た。温かい厚情に報いるためには、一日も早く島の復典をなしとげて期待にこたえたいもので

ある。次に水戸市の女生徒から送られた一文を載せて、全国からよせられた激励と援助に感謝

の意を表したいと思う。

八丈島の皆さん、このたびは台風のためいろいろな被害をうけられ、さぞ、大変だったこと

でしょう。私の住んでいる茨城県では、そのような台風による被害もおこらないので、あなた

方のことがあまりピンときません。でも新聞などを読んでいますと、そちらの様子がいろいろ

とわかり、台風というものの恐ろしさを感じます。私は、今皆さんに「大変でしたね」という

言策しか言えないと思います。皆さんの力になれないことが残念でなりません。復旧作業も進

んでいることと思います。 1日も早く、皆さんに心の休まる時がまいりますよう願っておりま

す。頑張って下さい。

この簡潔な一文を読んで、災害を受けた島人はどれほど力づけられ、復典への意欲を増加

させることであろうか。

11月7日の某新聞に掲載されていたように、まだこれから長期にわたって、八丈島には台風

後遺症はのこり、被災者たちは種々の困難に耐えて行かねばならない。住宅再建、農業経営資

金、店舗の補修などに必要な資金は地元の金融機関や都、国の補助、それに住宅金梱公庫など

の低利、長期返済の肱資によるものであり、どれも半年から一年の据え骰き期間後、返済が始

まるものであるが、やはり借金に変わりはなく、それを利用した島人たちには重い負担となる

ものである。

10月11日に災害視察に来島した美浪部都知事は、 「1日も早く島民が立ち直るよう規則の最
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大限で援護措慨をとり、それでなお足りない場合は可能な限りのことを致します」と語ったぐ9

この大災害に対しては復典のために行政面の援助はもちろん必嬰とするが、峯元町長、 1在本議

長連名で都知事、都議会議長に提出した要望；！｝のなかに、 「私達八丈町民は、かかる都当局の

御厚情に甘えることなく自力復旧を僻条として立ち上がり 1日も早く正常な生活にもどる決寇

でございますー。」と述べて自力復典の意欲を示している。この文面のとおり復典の主眼とな

るのは他力ではなく八丈島の歴史的に培われた自力更生の底力を括本とすべきではなかろうか。

＝台風の教訓＝

台風13号は八丈島に数々の教訓を残した。 1；91的風上の中でこれをいかに活用するかは今後の

課題であるが、その主な、9訳を次に述べてみたい。

台風13号は八丈島にとって忘れたころにやってきた災古であった。昭和になってから代表的

な八丈島の台風は、昭和13年9月に襲米した瞬間風速60メートルの台風でこのときの被害は家

届倒壊3[）［）棟農作物は全滅という惨状であった。台風13号はそれから37年ぶりである。最近の

台風としては昭和42年10月の34号で、この台風は31.5メートルで被害は約50万程度の軽少で

あった。

台風の米襲が八丈から遠ざかるにしたがって、島人たちは島的風土の恐しさを甘く兄る風潮

が生じた。その例としては今回の台風情報に対して、島人たちの関心度が薄かったことでもわ

かる。被災者たちに対するアンケートでも「45メートルだったらたいしたことはない」とほと

んどが考え、なんら台風に対して防ぎょの方法を講じてなかった。 「日ごろの備えこそ最大の

守り」という教訓が、物心両面にわたって、こんどの災害では確認された。

私が3回目のミ石がき文化：で述ぺたように、住居は島の風土的特色である台風と多雨湿潤

に対して、家屋を守るための配慇が必要であろう。島の先達は石がきを築いて台風の防ぎょ第

ーの囲いとしその上に防風林を植えている。最近になって島人の石がきに対する認識がうすれ、

先祖が生活の知恵で築いた石がきを崩したり、防風林を切ったりという軽卒さがみられ、その

ため台風13号の手きぴしい報酬となった。私たちは現存する歴史的文化遺産である石がきを保

存するとともに、新しい石がき造りにはげまねばならない。

古来から八丈島では建築物も強風に(i/iえて種々の工夫が行われた。こんどもマスコミでとり

あげられ、台風に強かった昔風の消田の字造りミの古い建築が注目されたが、私はいちがいに

近代建築が八丈島にむかないとは思わない。しかし基礎とか材料とか構造などを考慮すべきで

あろう。吹きさらしの窓ガラスやサッシ式窓は、 13号でわかるように、飛んできた木片や、石

などがガラス窓を破り、部屋に充満した風が屋根を吹き飛ばした。そこで最大の教訓は「ガラ

ス窓には必ず非常用雨戸を用意すぺきである」ということである。
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私たち島人は台風13号なみの強烈な台風が二度と襲来しないことを望むものであるが、それ

は不可能にちかい。いつかまたくる台風災害を予想して、私たち島に住む者としては自己の生

命と財産を守るために、常に備えを忘れてはならない。こんどの台風で死者がなかった点をふ

りかえって見ると、島人たちがミ台風には戸外へ出るな。風下のフロ場か便所に隠れろ、とい

う先祖の教えを忠実に守ったことがよかった。これは今後の台風時の避難方法として、ひとつ

の指標となるであろう。

私が言うまでもなく、今後は島の台風に対する防災対策は強化されるであろうが、この際あ

えて一言したい。災害対策の中心機関となるのは、八丈島測候所、八丈支庁、町役場、八丈警

察署であるが、 4者の緊密な横の連携と、広報車による迅速なる島人に対する PR、それに年

間を通して台風関係を所管する係の設限などを切望したい。

それから島的な防風林についてであるが、かつて八丈島の海岸線とか、台風の被害を受けや

すい地点には、松の大木が緊っていた。太平洋戦争のはじまる前ごろ、松くい虫の被害で島中

の松は枯れ、現在では品に大木はほとんどなく台風に対する島的な防風林としての効用の面か

らは、裸の島同然となっている。 「1本の大木は数軒の家を救う」という古老の話しを教訓と

したい。

台風の度に島人が迷惑をうけるのは、坂上、坂下をむすぶ島の動脈である横Il:1道路が不通に

なることである。私も高校教師として坂上の生徒がバスで往復する道路であるから、いつもそ

のことで悩まされている。こんどの台風でもガケ崩れで数日間の休校となった。復旧した現在

でも台風で、ガケの木が吹き倒されて根がゆるんでいるため、落石があり横1//1道路を通行する

人は、生命の危険さえともなっている。これはいつも台風のたびに島人がこうむる災害である。

島の動脈である横Il!l路線の重要性と、島人の生命の危険を守るためにも、この椴会に抜本的な

対策をのぞみたい。

台風13号は高価な代債として、八丈島に数々の教，］IIを残した。私たち島人は今後に備えて13

号台風の教訓を忘れてはならない。

（注 この論文は東京七島新聞に 5回にわたって掲さいしたものである。）

台風後の異変

三原中学校教諭長谷川 俊 夫

台風通過後、八丈島に、時ならず春の花が狂い咲いた。

14日後に桑。

25日後に桜と梅。

30日後に雪柳等である。
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内地でよく見られるいわゆる狂い咲きとは違って、台風の塩害によって、無理に落葉させら

れた木々が、温暖な気候のため再び芽を出し、春を待たずして花を咲かせたものと思われる。

12 全国からの善意に報いよう

台風13号の災害に際しては、 10月11日天皇陛下からの御下賜金をいただいたのをはじめ東京

都および全国各地から多額の義援金品が贈られました。

義援金の総額は98,973,975円、義援品は生活必需品55点(1品目 1点、以下同じ）食料品32点、

復旧資材10点の多きに達し、随時、被災住民に配付され感謝されております。

このような多くの方々の善意に報いるためには、この普意を永久に忘れることなく、今回の

災害を教訓に再びこのような災害を受けることがないよう、住民1人1人がお互いに注意し努

力することであると思います。町民各位の自覚と協力をお顧いするとともに、ご芳志をお寄せ

いただいた方々に対し、心から厚く御礼申し上げます。

なお、ご芳志をお寄せいただいた方々は次のとおりです。
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義援金をお寄せ頂いた方々

（敬称略・順不同）

氏 名 住

東京都議会議長醍醐安之助 東京都干代田区丸の内 3~5~1

民 社 党 都 議 団 仝 上

日 本 社 ム工: 党 都 議 団 仝 上

都 議 会 親 仁 ム工 仝 上

公 明 党 仝 上

日本共産党東京都議会議貝団 仝 上

東京都議会自由民主党 仝 上

東京都町村議会議長会 東京都立川市錦町 5~1 0~4 

窪士銀行頭取松 沢 卓 東京都干代田区大手町 !~5~5

所

（株）弘澗社石 井 泊 司 東京都新宿区西大久保3-2 6 （サマリヤピル）

創 価 学 会 本 部 東京都新布区信濃町32番

東 京 都 町 村 ＾ 工

東京都立川市錦町5~10~4

東京七島海巡（株） 藤 井 忠 東京都江東区盟洲 5~ 1 ~11 

大島町議会議長 山 本 正 睛 東京都大島町元町］ ～ 1 

東京都大島町長 鈴 木 郎 仝 上

東 京 郡 島 嶼 町 村 会 東京都港区悔岸 1~ 4 ~ 7 

東京都島嶼町村議会議長会 仝 上

三宅村議会議長浅沼義人他一同 東京都三宅島三宅村大字坪田

東 海 汽 船 株 式 会 社 東京都港区海岸 1-9-15

金川医院 金 川トヨ子 埼玉県川口市並木1~11~12
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氏 名 -・q 
、r
3 所

八丈島郷友会会長奥 山 善 雄 I東京都千代田区神田淡路町 I-I 9 メトロ地気内

新宿大通商店街搬典組合 I東京都新宿区新宿2~ 6 5 

東京日本橋ライオンズクラブ

ライオンズクラブ国際協会
3 0 2 E複合地区ガバナー協議会

302E -A地区第2リジョン第 1ゾーン

302E-A地区第2リジョン第 2ゾーン

ふりいじあ丸船長他乗組 ll- l司

自由民主党東京都支部連合会
会長浜野消吾

東京都中央区八丁堀 1~ 5 ~ 1 本八爪洲ビル4F

東京都千代Ill区内幸町!~!~ 1帝国ホテル本館!F

東京都中央区八丁堀 1~ 5 ~ 1本八重洲ビル4F 

仝

東京都職 il 労働組合 I東京都千代田区丸の内 3~ 5 ~ 1 

七島侶用組合理Iilと も内 彦1，-4翡11東京都大島町頑II4~ 1 

自衛隊東京地方連絡部長 II[久保太郎 I東京都新宿区市ケ谷本村町42 

日本医科大学第一崩院 内科l戻局一同 I東京都千代田区飯田橋3~ 5 ~ 5 

岡 村 千 織 I東京都太田区田園調布4-18-10

東京都港区海/.;!1~9~15

東京都千代田区永田町 I~I 9 

上

天
＝多lit地区公立刑院運営協議ム
ェ長東京都i't梅市長石川要二王 I東京都計梅市 4~ 1 6 ~ 5 

指 田 昂 背 I千朗県船橋市印内 l~ 9 ~ 3 9 本吉荘内

伊豆七島建設業協同組合 1東京都湛区芝大1'12~4 ~ 4 富士ピル内

参 議 院 自 由 民 主 党 I東京都干代田区永田町2~ 1 ~ 1参議院会館

元八丈署貝（竹田会）代表竹田 龍 東京都千代田区霞ケ1月2~1~1(腎視庁落管ら合部警ら光執行治課） 
東 京 都 東京都千代田区丸の内 3~5~1

埼 玉 県 知 事 埼玉県浦和市高砂3~15~1

広島県知事宮 沢 弘 広島県広島市基町 10番52号

大分県知事立 木 勝 大分県大分市大手町3~1~1

（合）丸幸商店代表社貝 中村 昇 三重県鳥羽市鳥羽 3~3~6

千策県知事川 上 ホ47L 干業県干薬市市場町 1番1号
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氏 名 住 所

東事京長都教佐職貝互助組合 東京都千代田区丸の内 3~8~1
理 藤文男

＊ Jヒ 田 彰 神奈川県横浜市南区永田町 10 3 4 

翡 橋 まつ子 東京都杉並区高円寺南5~21~14

風 間 顛 東京都練馬区純馬3~1~13 福田荘

海上自衛伊隊地東区病す院え子内 神奈川県横須賀市長瀬2~7-1

宅宅島 商村工役会青場年部内 東京都三宅島三宅村大字坪田

天 理 教 教 会 本 部 奈良県天理市三島町27 I番地

熊栄丸 Ill 口 熊太郎 東京都大島町波浮港］

社束東京団京都法都多人23摩区地東生区京活生都活学新学校生校連活述絡述絡協動協議協議会会会 東京都中央区八重洲 4の 7藷類会館内

飯田歯科診療所飯 田 ト ミ コ I東京都八丈島八丈町大字大賀郷無番地

印 廂 泊j 校 生 徒 会 I干艇県印廂郡印西町木下 14 9 3 

駒 木 正 義 I埼玉県東松山市松策町 2~5~37 

伊豆翡屈［保投所組合第 3班 I静岡県伊東iIii}直］Ii原

伊豆裔原保淀所組合第 3班長
磯辺惑―

A
.
 

/
9
 

」こ

靡贔晶団］建 1j}i|｛呆険甜l~I 静岡県伊東:::八幡罪i：中道
牧 野 泰 二怖岡県静岡市瀬名3498-11 S 5-406 

鵞； 山 純 一 11静岡県1'iI，1,ijiii馬場町95 

全国離／品振典協議会会長 山ロ一彦'|東点都中央区llli見4~1~1 日本離島センター

佐 々

9
9
/
 

~
 

J
 

．ヽオ

駒

剤 院 IT-策県旭市口～ 14 3 3 

協 I東京都目黒区八裳5~ 4 ~ 1 5 八雲荘 1~ 2 0 3 

中 山 純 一 I埼玉県窪士見市関沢3~ 6 ~ 1 8 

（株）エン ドレスエコー！東京都湛区西麻布3~2 0 ~ 1 4 梅田ピル3階

厚木基地第 14 航空豚 I神奈川県翡座郡綾瀬町

波崎水廂加工業協同組合 I茨城県鹿島郡波崎町
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氏 名 住 所

野 崎
陸 夫 兵庫県神戸市垂水区歌敷山 4丁目 11の22 
アキミ

大島交通安全協会役貝ー同 東京都大島町元町 1丁目 15番 6号大島替察署内

詩吟旭風流八丈支部三森旭風 東京都）＼丈島八丈町大字中之郷無番地

波 崎 町 茨城県鹿島郡波崎町65 3 0 

窪山県知 iji 中 田 幸 吉 貨山県腐山市新総Jill輪 1の7

代波表崎理樵事 業山 協本 同
組 合 茨城県鹿島郡波崎町94 7 3番地の 1
消

iliJ Iii 東洋男 滋賀県東浅井郡ぴわ町益田

神全 日 本 磯 釣 信 雙 神奈川県藤沢市片瀬4丁目 9の 12 奈川県支部植 田

名古屋市長本 山 政 雄 愛知県名古屋市中区三の丸3丁目

岡 本 吉之助 茨城県鹿島郡波崎町74 9 1 ~ 1 

東海汽船（株）大扁支店 I東京都大島町元町 1丁目 18番 3号

永井（株）代表取締役永井勝司 I東京都中央区築地5~2~ 1 

如直道徳昂揚会平 井 黎 三 I大阪府交野市星田 15 

箱根町長 亀 井 一 郎 I神奈川県箱根町湯本25 6 

新宿区長 山 本 克 忠 I東京都新宿区歌舞伎町4番地

大 阪 市 役 所 I大阪府大阪市北区中之島 1丁目 4番地

婦人民主クラプ再建連絡会 I東京都中野区東中野3~13~1

新日本婦人の会 東京都千代田支部 I東京都千代田区神田神保町 1~ 3 6黎明ビル

新日本婦人の会東京都太田支部

新日本婦人の会東京都中野支部

新日本婦人の会東京都中央支部

新日本婦人の会東京都束村山本部

新日本婦人の会束京都本部

新日本婦人の会束京都板橋支部

仝

仝

仝

仝

仝

仝

上

上

上

上

上

上
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氏 名 住 所

日

直士銀行浜松町支店
支店長大慈弥

7― 
本 共産党東京都委貝会 東京都渋谷区代々木1~ 3 5 

博
東京都港区浜松町 2丁目

I 

子 1干菓県成田市加良部4~5-2金 子 達

日本民主青年同盟東京都委貝会

ニッシンハウス工業（株）
代表取締役沖

湯河原南ロータリークラプ
会長脇山

鹿島水産（株） 碑

大

野

谷

哲

長 、’
9
9
 
．．
 
，
 男

幸太郎

武 文

九州松下堀器 1悧総務部ー同

山形県信用保証協会
有志代表渡 利

第二［国洋上大学11班代表

大

及

塚

Ill 

財団法人日本宝くじ協会
理事長細 郷 道

鴻 巣 1
J
 
廿 役 所 職 貝

強

東秩父村青少年相談貝協議会

与野 ilifi少年相談貝協議会

沖田政夫

みち子

インターナショナルスポーツ
（東京新聞経由）

束京都渋谷区代々木5~37~15

東京都千代田区神田錦町 I~8 I 0 

埼玉県与野市大字下落合145

東京都湛区港南 2~3~ 1 3 

Pピル5F 

神奈川県足柄下部湯河原町吉浜 16 1 7 

茨城県鹿島郡波崎町93 2 6 

埼玉県春日部市小渕 1054~3

福岡県福岡市縛多区美野J;,¥4~1~62

山形県山形市旅龍町2~2

帰郷内

埼玉県秩父郡東秩父村大字御雌634東秩父村役場住民課

埼玉県与野市大字下落合145与野市教育委貝会社会教宥諜

埼玉県蕨市錦町5~ 1 2 ~ 2 1 

埼玉県大宮市大門町3丁目 1番地大宮市役所

与野市役所

東京新聞気付

東京都干代田区平河町2~4 ~ 3辿町会館3F 

同 埼玉県鴻巣市本町3-1 2 

鴻巣 111'/4・ 少年相談且協議会 埼玉県鴻巣市本町3~ 1 2幅祉事務所背少年係気付

行田市青少年相談貝協議会 埼玉県行田市忍 12 4 8行田市役所青少年対策担当課気付

熊谷市行少年相談貝協議会 埼玉県熊谷市熊谷10 8 0熊谷市痴睛少年対策担当課気付

青少年相談貝協議会 1埼玉県戸田市戸田戸田市役所青少年対策担当課気付

行田市第1回埼玉県青少年洋上大学ー同 埼玉県行田市忍12 4 8行田市役所青少年対策担当課気付

行田市第2回埼玉県背少年洋上大学ー同 仝 上
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氏 名 住
ん

ri
 

秩父市第 1回埼玉県洋上大学ー同 I埼玉県秩父市熊木町8 秩父市役所青少年対策担当課気付

秩父市第 2回埼玉県洋上大学ー同

深谷市i'f年会議所水 村 洋 一I埼玉県深谷市深谷322深谷市役所青少年対策担当諜気付

森 本 淑 子 I埼玉県浦和市上木崎58 4 

大 野 洋 子 I埼玉県浦和市別所1~ 1 2 ~ 1 2 

藤 1!ll 妙 子 I埼玉県比企郡川1,9/；町三保谷宿31 9 

岩 沢 律 子 I埼玉県川越市小仙波町3~8~3

東 京 都 競 馬 （株） I東京都中央区日本橋3~3~9

田 保 会 I東点ti汗代田区丸の内3~8~1東京都民生局国保部内

日本福背宜教師団
（ジャパン・タイムズ経由）

新島本村長 1前田仁右衛 I"]I新島本村 1

若郷振典協議会 I仝上

冴：
t』 弥 生 I東京都中野区駕宮4~27~4

東海汽船大励支店
自動車交通労働組合ー同

I東京都大島町元町 1丁目 18番3号

服 部

A
~
 

ノユ 上

東京都港区芝浦4~5~4ジャパンタイムズ紺躯部気付

定 I東京都大島町元町野地

稲 城 市 役 所 I東京都稲城市百村 7

斉 藤 商 ー I神奈川県逗子市沼間 1~5~26

妙 普 寺 釈 日 学 I岡山県岡山市津島本町7~ 1 

大野城市長
職務代理者助役井 本 消 助

I福岡県大野城市曙町 2丁目 14番地

訓練所長馬 場 逍 雄 I東京都渋谷区西原2~51~1 

新和機械工業（術社長 児玉縛之 I神奈川県川崎市川崎区南町 16 -1朝日ピル内

大 阪 府 I大阪府大阪市東区大手前之町2~4

昧日本交通公社束京渋谷支店長 I東京都渋谷区桜ヶ丘町 2~9 カスヤピル内

三栄工材（附 羽 瀬 究一郎 I東京都世田谷区三宿 2-16-12
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氏 名 住 所

和光社コ長ン樫サル木タ ン一ト（夫粉 束京都豊島区南池袋3-13-13

及川接骨指圧総合療院及川正次 東京都足立区西新井6~18~2

ポーレイデスカウト神ト 奈川連盟 神奈川県大和市南林間 7~4~10
ゴー／ ンアックス レーニング

島嶼校長会長広 瀬 進 吾 I東京都三宅村大字阿古

三宅小中学校児甑生徒ー同 仝 上

東京都新島本村立新島中学校
教職貝ー同

I東京都新島本村 8番地

東京都新島本村立新島中学校
生徒会一同

仝

神律中学校生徒会渡 辺 律 雄 I東京都神津島

上

秋田県知事小 畑 勇二郎 I秋田県秋田市山王4~ 1 ~ 1 

井 上 徳 I神奈川県川崎市幸区小向西町4~ 9 5 

NH  K厚生文化事業団大阪支局 I大阪府大阪市東区馬場町6~4NH K大阪放送会館内

郡立昭和閥校 2年 D組一同 I東京都昭島市東町2~3~21

大川町婦人会富田支部代表樫原訓子 I香川県大川郡大川町霜田

兵 hl［県土地改良事業団体
連合会社支部長石 古 勲

I兵庫県加東郡社町社社土地改良事務所内

東京都島嶼町村一部ボ務組合 I東京都港区海岸 1~4~7

財団法人七 島 学 生 寮 東京都世田谷区代田 6~ 1 1 ~ 7 

東京都島嶼町村一部事務組合職li-riij 東京都港区海岸 1~4 ~7 

昭和建物管理（附社長森島武 男 東京都港区海岸 1~4~7 島嶼会館内

立正佼成会青年本部 東京都杉並区和田 2~II~ I 大型党内

棺原村役楊職貝 岡 東京都西多摩郡檜原村48 9 

篠崎第 4 小学校 同 束京都江戸川区鹿骨町 26 7 3番地

総評全国金屈労働組合地設機器支部 束京都稲城市束長沼 1~ 1 6 1 

利 ，＂ ，＇ 
村 役 場 I東京都利島村］ 3番地

名 古 屈 空 港協 議会 I愛知県名古屋市中区栄2-10~]9名古屋商工会議所内
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氏 名 住 所

東京学芸大学同窓会理事長藤井文夫 東京都文京区小石1114~ 1-1 6 

’”tl ; 森 良太郎 兵hl［県尼崎市南塚口町5~I~ 8 

多 限 市 長 東京都多摩市貝取 I7 2 4番

東京都立小笠原高等学校教職貝生徒ー同 東京都小笠原村父1品字奥村

山 梨 県 知 'ii 山梨県甲府市丸の内 1-6 ~ 1 

Ill 崎 市 長 神奈川県川崎市川崎区•1り本町 1

群 馬 県 知 事 群馬県ilii橋rli大和lf[l~ 1 ~ l 

全迎労組東京日逓支部目黒分会 ＃ぃ；（fl;H!!，¥1又1て11!!.¥5~19-10

芝 税 務 署 職 貝 Iii] 東京都池区芝5~ 8 ~ 1 

宅村長他職貝 同 東京都三宅島三宅村）＜字坪Ill

三宅村長 大 闘 良
仝 」':＝ 宅 村 同

西多摩地区教ff長会並木正雄 東京都西多1,t郡羽村町羽 28 2 8 

島 翡 訓 明
東J;（都千代田区）Lの内3~5~1都建設局／11地部竹理課徴収係天 裕 臣

宮 I l l 
権弥次太郎郎 I東京都新1;/，本村大字若郷奸郷小学校

森 田

御蔵島村長広 瀬 俊 彦 I東京都御蔵島村

東龍労組品川支部ー［司 I東京都品川区西五反田 5丁目 3番1号

伊豆諸／』開発1術従業貝乗組貝ー同 I東京都港区海岸3~6~45 

東海造機（樹従業貝乗組貝ー同

民社党東京第 2区連合会大田，品川地
区同盟大内啓伍の会品川区議木村純

仝 上

東京都大田区大森北 l~ 2 3 ~ 8号

横 浜 市 長 神奈川県横浜市中区港町 1~ 1 

神神渾津村長島松住 応 同
東京都神津島神津島村

神津島村役場職貝ー同 仝 上

消瀬市釣連盟会長 染 谷 博． 東京都消瀬市松山 3~3~ 2 

中 里 哲 夫 神奈川県相模原市上鶴間 39 8 6 
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氏 名 住 所

（株）横河鼈機製作所科学製造2課 1係 東京都武蔵野市中町2~9~32

大和ハ ウ ス工業（株） 東京都中央区日本橋1~ 3 ~ 1 3 （大和ピル）

東京都三浅宅島三宅村修立阿古小学校長 東京都三宅島三宅村大字阿古
沼 五

東京都式根島中学校生徒会 東京都式根島

狛 江 市 職 貝 互 助 ムz 東京都狛江市和泉15 8 5 

代太表田常任区理婦事人鏑団体木連絡究協議会f子l東京都大田区大森北5~5~1

代表常任理仝事 鈴
上
千恵子 I東京都大田区北傾町 I5 -1 6 木

代表常任理仝事 金
上 東京都大田区西蒲田 4~ 1 5 ~ 1 1 

子 輝 子

松 島 賢 治 東京都品川区北品川 5-13-21

力 1) 夕 ス ジ ヤ ,<ン 東京都千代田区六番町 1O~ 1 

全迎東京日逓支部中野分会武山 聡 東京都中野区弥生町 1~22~15

ビルメンテナンス土屋工業仰 東京都浩区芝西久保広町 29番地

中 山製菓従業貝ー同 東京都渋谷区俺塚3~43~11

代表 中 山 邦 也 仝 上 中山製菓（有）

青ケ島村長 奥 山 治 東京都八丈l;1，1fケ島村

符
ケ 島 村 役 闘I 仝 上
ケ 島 村 民

伊 豆 七 小島観光連 盟 東京都湛区海岸 1~4~7 ／品嶼会館内
会長 田原与 六

社団法人東京都自動車整備振典会 東京都品川区北品川 1~20~8

長 野 県 知 ボ 長野県長野市大字南長野字輻下69 2 ~ 2 

附 宮 敏 雄 東京都足立区江北3~7~12 邸IE2号

青ケ 島村議会議長 I東京都八丈島青ケ島村

羽 村町役場
西多摩郡町村会職貝ー同

西多靡郡町村会
会長並木周一

ーF̀̂ 
村 町 1

東京都西多摩郡羽村町羽 28 2 8番地

仝

仝

上

上 西多1年郡町村会内
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氏 名 住 所

瑞

五

"5 屯
町 I東京都西多1梵郡羽村町羽 28 2 8番地西多序郡町村会内

日

H
 

の

t

l

,

＇ 

)

9

9

9

 

檜

奥

原

多 靡

町

町

町

町

全国花見！煎餅灯．共屋連盟
会長小呂浮宏

永 Ji'（株）杜具有志ー同

仝

仝

仝

仝

上

上

上

上

千棄県船橋市西船4~23~6持丸徳行様方

東京都中央区築地5~2~1中央卸売市場内東海汽り：｝
永井扱所

坂
上

i

-
鉛 I束9;（都小金井rIilll|：北町 3~ 3 ~ 3 4 ~ 2 6 

東北学院大学釣友会― |;ijI宮城県仙台市土樋 I~3 ~ 1 

（株）奥山商店取締役社長奥山喬ー I東京都中央区八丁堀 I~I I~ 5 オクヤマピル

,
9
 

＇ 

Sr 

,1~99 

，
 

_~I 
岡

知

＇
し
ヽ
ー
‘

~’~’ 

"＂’ 
知

知

l)¥ I'静岡県静岡市追手町 9~ 6 

事 I/，＇9知県1'，'Ji知市）Lの内 1~2~20

東京都漁港協会会長多 Ill 

説売ダイパーズクラフ.I東京都沿l又赤坂7-5-34 リキアパートメント203号

子

gm

1

t

 

羊

岡

幼

,L‘ ＂＂ 

椎

知

稔 I東京都湛区芝 1~ 1 0 ~ 1 2 漁連内

園 I愛知県隈刷Ii岩Ill町影岩7~ 4 

！！t |福岡県幅岡市中央区天神 l~ 1 ~ 1 

全日本空輸（株）社長若狭得；｛'I東京都千代田区iri.ケ1具13~2~5

小 屋 光 世 1,'i肺岡県榛原町細江9I 6 

協栄溶剤（株）社貝ー同 I埼玉県八ii,Il市木曽根 12 5 3 

大宮中学校生徒会 I千菓県千疵市大宮町20 7 7 

船橋市立三田中学校生徒会 I干策県船橋市田寝野井町 16 4 ~ 1 

三和小学校 1~ 2組一同 I福岡県大牟田市新町

グランドロッジオプジャパン I東京都港区芝公園4~ 1 ~ 3 マソニックビル内

大島屋取締役社長釜 口 昌 人 1東京都目黙区自由ケ丘2~1 2~ 1 8 
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佐 野 俊雄 石4~ 3 2 ~ 8 

玉 沿し 信 -f• 石 3-20-6

ずIヽ9fj 橋

/JII 藤 栄太郎 駄谷2~29~8

東京都職貝労働組合経済支部 I東京都干代田区丸の内 3-8-1

宗教法人 世界救世教 I1静岡県熱海市桃山町 26 ~ 1 

秩父市青少年相談貝
井上普太郎

I埼玉県秩父市上町2丁目 17 ~ 3 8 

東軍労組北地力所支部
執行委 liiく西 村 I,, 紀 1東京都批川区東尾久5~31~11

， 
東京都指定店連絡協議会 1 東京都中央区銀座3~5~6松島眼鏡店気付

松 1沿Illし鏡店中 村

t‘

じ

,~4 
i

i

 

I

h

 

9
.
 
1
,
'
‘
,
 

県

'・''・・ Jl! 

紅

例

腎

ilt I兵191t県神戸市生田区下山手通り

1t | 4ti帥道札悦市中央区北三条西6

セプンスデーアドペンチスト教団

影 山 延 賀 ilr:liリ，tiIIifrI iIiiiji少3-1 5 J奇3iリ，tli21序lIオ，］琴

久 保 千代 f 埼1魂灼llifllrIi高砂3~ 1 5埼玉県庁薬務諜

尾 HI 敏 fペ 埼玉県浦和rI1仲町2~ 5 iili和市役所教行委貝会

H 1,,1 好 f• 埼玉県本庄ili東窪III2 2 3 

落 A 9 9 hlf 文 1埼玉県浦和市上木崎30 9 ~ 3 

明治学院大学ペルシパ兵党
社長宮下 ii'i + 

¥
t
 

•IJ 
安

仝

東京都渋谷区神宮Jjij!~II~ 5 

上

束点都池区白金台 1~ 2明治学院大学

llll I埼玉県本庄市中央l~ 8 ~ 2 6すし屈みさご

大 '1；i 国際 ク ッ キ ン グ I埼玉県大宮市吉敷町4~18埼玉ウエストキノク、 ，船田周平様気付

大野志 麻 三 I東京都板橋区大谷口 1~ 7~ 9 

廂経新/ltl立川武蔵野支局（寄託金） I東京都立川市柴崎町2~9 ~2 6 

水元青年の家若者交流船会実行委J1会 I東京都認飾区水元小合町 28 6 0 
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港区立神明小学校児童会 東京都港区新橋3-25-13

早稲田中・翡等学校生徒会 東京都新宿区馬場下町 24 4 

社団法人日本バーテンダー協会秋田支部 秋田県秋田市大町5~1~1 7 （株）第一会館内

財団法人読売光と愛の事業団（寄，lt金） 東京都千代fll区大手町］ ～ 7 ~ I 

江長戸 川 区小儀岩 5 北会貝町一会
会中川郎 同

東京都江戸川区北小岩5-34-10

池 fll 直 巫ヽ99. 神奈川県大和iIik箪柳 2l l ~ 7 

寺 沢 享 東京都江東区平野4~6~16

平 野 初 東京都国分寺市南町3~ 1 ~ 1 1 

上 松 金一郎 東京都世田谷区代田 3-25-15

筑 波 良 埼玉県」こ福岡市北野 1~ 1 9 ~ 1 7 

寺 沢 政 司 千薬県千策市猫張町4~22~6 

田 中 実 男 神奈川県横浜市神奈川区高品台 2

森 久 男 東京都台東区滝泉1~1 9~6 

寺 沢 立 夫 埼玉県所沢市糀谷上号876~44

池 田 良 平 東京都杉並区上井草3~1 3~2 4 

坂 田 郎 東京都足立区伊典本町3751-10

浅 沼 栄 東京都杉並区和田 3~13~1 3 

田 中 平 東京都世田谷区給田 5~7~9 新和荘3号室内

池 田 勝 男 東京都杉並区浜田山4~31-19

佐久間 隆 明 東京都渋谷区束2~22~11

加 藤 光 久 東京都板橋区徳丸2~11~1 1 

伊 ケ 谷 ム工: 東京都板橋区徳丸2~11 ~ 11黙潮郷友連合会気付

野 坂 ← ’‘ 美 束京都足立区綾瀬4-2414

妙法寺住職小 林 教 明 東京都杉並区堀の内 3~48~8
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氏 名 住 所

宮 田 前i 良 神奈川県川崎市中原区井田 12 6 2 

佐久間 宗 東京都練馬区中村南3~2~1 9 

宮 沢 佐智男 神奈川県横浜市中区本牧三之谷 10 ~ 4 

沖 山 r旦f 生 神奈川県横浜市中区豆口台 13 

千凸,• 下 敢 為 東京都杉並区永福3~20~1 1 

山 本 喜久治 神奈川県大和市飢間 1~13~4

佐々木 登 束京都干代田区岩本町2~3~3

佐々木 省 東京都練馬区窪士見台 2~40~15

広 江 貞 東京都渋谷区千駄谷 1-2 3 

山 尾 喜三郎 東京都武蔵村山市中藤70 

広 江 栄一郎 東京都中野区上高田 4~24-51

西 村 利 勝 東京都中央区入／iJ・2~2~6

前 田 正 昭 神奈川県川崎市幸区小倉53 2 

前 田 俊 東京都世田谷区上馬5~ 2 3 ~ 8 

梅 田 政 雄 東京都大田区蒲田本町 2~9-5

梅 田 窟久男 東京都江束区l"llil/仲町2~ 1 1 ~ 4 

代八 表丈者 塩 郷 魯 畠東京都豊島区南長崎3~1 0~ 1 9 山

御代表者蔵 広 l韮‘:j 隆 ＾ 奢 東京都杉並区高円寺南2~7~2
式代 表根者 塩 郷 羹 靡 東京都新宿区西五'lif町 52 田

神 津
け＇｝ 畠神奈川県横浜市西区平沼 1~5~15山 為

八王子市長後 藤 聡 東京都八王子市本町24番1号

立川市長岸 中 土 良 東京都立川市錦町3~2~26号

武蔵野市長後 藤 喜八郎 束京都武蔵野市中町3~9~ 1 1号

三鷹市長坂 本 貞 雄 東京都三陽市野崎3番1号
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青梅市長石 Ill 要 東京都青梅市東青梅1~11~1

府中市長矢 部 隆 治 東京都府中市宮西町2~2 4 

昭島市長新 藤 元 義 東京都昭島市昭和町4~7~ 2 1号

調布市長本 多 縣一郎 東京都調布市小島町2~35~1

町田市長大 下 勝 正 東京都町田市中町 1-20~23号

小金井市長永 利 友 喜 東京都小金井市本町6-6 ~ 3号

小平市長大 島 字 東京都小平市小川町2~1325

日野市長森 田 喜美男 東京都日野市大字日野29 0 0 

東村山市長熊 本 令 次 東京都東村山市本昭 1~ 2~3 

国分寺市長塩 谷 信 雄 東京都国分寺市戸倉1~6~1

国立市長石 塚 男 東京都国立市貨士見台 2-48

田無市長木 部 正 雄 東京都田無市本町 3~8~9

保谷市長内 藤 利 紀 東京都保谷市中町 1~5~1

福生市長石 Ill 常太郎 東京都福生市本町5

狛江市長吉 岡 金四郎 東京都狛江市和泉 l5 8 5 

東大和市長尾 崎 消太郎 東京都東大和市大字奈良橋60 0 

消瀬市長渋 谷 邦 蔵 東京都消瀬市中里 5-8 4 2 

東久留米市長石 塚 政 寿 東京都東久留米市中央町6~1~1

武蔵村山市長荒 田 重 之 東京都武蔵村山市大字中藤43 0 5 

多摩市長窟 沢 政 翌 東京都多摩市貝取 17 2 4 

稲城市長森 直 兄 束京都稲城市百村7

秋川市長近 藤 秀 雄 東京都秋川市二宮35 0 

天理教東京教区長宮 内 満 磨 東京都豊島区駒込7~1~4天理教東京教務支庁

東京会杉並長束ラ西イオ尾ンズ慎クラプ＝ 束京都杉並区本天沼 2~28~21
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金 Ill 昇 神奈川県足柄下郡其鶴町魚市場通り

i中 山 栄 東京都晃田区晃田 4-61-13

速 瀬 義 孝 愛媛県伊予市下吾川浜田 14 6 2 

代束表京議都長 稲川 城崎市盛議 食 東京都稲城市百村7

稲 城 市会立田病 星 喜 東京都稲城市大丸11 7 1番地
八光龍機製作所野球部ー同 長野県埴科郡戸介町磯部

進 藤 力 東京都板橋区舟渡4~7~3戸田橋荘8-507

束京都土地改良団体連合会 東京都千代田区丸の内 3~ 8番東3号館5F 

東京都地藉調在推進協議会 東京都千代田区丸の内 3~8~ 1 

林 省 子 静岡県三励市長伏 57 (NHK社会部経由）

神津高校教職貝 同 I東京都神ilt島神iltl品村

栃 木 県 知 ,ii I栃木県宇都宮市塙田町 50 4 

山 ロ 県 知 事 I山口県山口市滝町 l~l

代東表取京締役い社長す ず 橋自 動 車 仰
大 英男

日本生命保険相互会社平塚支社

東京都財務内局経堀理部検収課繋

野々上 紋 平

松中団地婦本人部代表
寺 フジ江

小 笠 原 小 学 校

東京都悶島区立仰高小学校長
白井辰雄

東京都千代田区永田町2~4~12

神奈川県平塚市明石町 25番 10号

東京都千代田区丸の内 3~ 5 ~ 1 

大阪府大阪市西淀川区姫島 6丁目 8~ 2 0 

東京都立川市砂川町］866~2松中団地2~204

東京都小笠原村父i/；字宮之浜逍

東京都豊島区駒込5~1~19

小笠原総合事務所 I東京都小笠原村

東京都教職貝組合小笠原支部 I仝 上

天沼中学校生徒会一同 I東京都杉並区本天沼 3~10~20
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花 柳 秀 拓 秀 拓 ＾ z 東京都三宅島坪田
伊豆七島物産あしたば本舗 東京都豊島区南大塚3-6 ~ 6 

みちの〈民謡連盟浜田喜扶滋理事長 東京都墨田区石原 [~9~6

柏 郎 東京都立川市砂川町423~52

浅 沼 栄 進 東京都小金井市本町2~ 1 0 ~ 2 0 

ど＇ 関 孝 康 神奈川県川崎市川崎区宮本町8~ 1 6 

i II’ 山 治 信 東京都三鷹市上連雀9~ 4 ~ 1 1 

奥 山 隼 人 栃木県安蘇郡葛生町中央東 1-1 2 -1 6 

奥 山 直 道 東京都港区芝浦3-I I~ 6 （株）和平党

あしたば 神 賀 令 子 東京都三鷹市下連雀21 3 

浅 沼 屯 身 東京都杉並区罪円寺北3~1 0~ 1 

浅 沼 舌＇ 東京都台東区台東4~ 2 9~ 1 4 

i il’ 山 尚 義 東京都中野区南台4~29~8

大 沢 郎 東京都大田区大森西2-18-13

菊 池 定 東京都江東区牡丹 1-14~4

村 ロ 雄 東京都文京区向ケ丘1~3~1 宇都部様方

; 91’ 山 浩 東京都中野区中央 1~ 2 5 ~ 2 

i ij9 山 啓太郎 東京都大田区干鳥 1~ 1 6 ~ 1 4 

菊 池 文一郎 東京都中野区江古田 1-27-10

佐々木 敦 夫 千紫県旭市口の 13 3 7 

沖 山 光 東京都世田谷区等々力 5~15~16

沖 山 かつ子 仝 上

浅 沼 證 次 東京都中央区銀座6~ 8~ 7交詢ピル604号

浅 沼 美智雄 束京都中野区中野 1-41-47
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浅 沼 松 行 束京都目黒区本町5~7~5

小 沢 美 東京都三鷹市深大寺37 7 6 

i中 山 純 夫 東京都三鷹市牟礼4~ 1 4 ~ 1 1 

i巾 山 泰 彦 東京都新宿区百人町2~27~3

沖 山 斡 夫 埼玉県越谷市大林26 8 

i [！’ 山 規 ili太 東京都大田区東舌谷3~ 1 1 ~ 5 

i中 山 利 道 東京都棟馬区氷川台4-47~22

奥 山 四 郎 干策県船橋市飯山満町3~ I 5 2 I 

菊 池 輝 雄 束京都新宿区西新宿 1~13-6

菊 池 秀 仁 干策県船橋市習志野台 2-27-24

佐々木 1；［美男 東京都中央区日本橋蛎殻町4~4

佐々木 通 弘 東京都杉並区西萩北3~30~9和合マンション2F

佐々木 i,’i 光 千策県市川市曽谷5-9-13

佐 藤 洋 普 東京都棟馬区西大Jill430

笹 本 功 東京都世田谷区桜1~24-12

白 石 祐 栃木県宇都宮市今泉町 27 6 0 

西 浜 男 東京都目黒区下目黒 2~ 2 3 ~ 1 2 

浜 谷 杉 雄 東求都葛飾区東金町 1~36~1~1027

藤 巻 i:1 : 英 東京都新宿区戸塚3~ 3 0 6 

浅 沼 定 則 東京都中野区若宮3-25~9

浅 沼 格 東京都小平市上水本町 1303~20

i巾 山 立 材 東京都中野区野方2-38-11

沖 山 茂 光 束京都大田区西六郷4~ 2 4 ~ 1 0 

奥 山 達次郎 東京都千代田区外神田 1~ 1 8~ 2 2 
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拠 山 ふきか 東京都目黒区自由ケfi:1~22~7

大 沢 久 信 東京都杉並区梅里 2-1-17

小 沢 民 雄 東京都立川市砂川町 13 0 7 

小野沢 松 神奈川県i'.lt久井郡ilt久）1：町大井 12 3 ~ 1 

金 Ill ,,~ •,, , 
彦 東京都棟馬区田柄3~18~4

菊 池 義 郎 東駅都大田区南千束3~1 4~ 1 9 

菊 池 半三郎 千艇県東葛飾郡鎌ケ谷ili鎌ケ谷517-67

栗 原 Ill] f~ n［京行I；墨IJI区（船I⑪「I3 ~ 2 5 ~ 5 

小 林 み の 東求tlliJ：戸川区北小府7~18-2

西 )/' 芳太郎 東）；（都湛［メ：芝kl"ll -2 -2 2 島の新llll社

柏 朋i・ if（ ヤ→ 東京都町lll[|i成瀬3707~11

山 LI 邦 !，： 東求都江戸川区西瑞江3-1 0 

弘 報 tl. 々 l i l 99] 東京都千代田区神Ill神保IIII]～ 34(hiH新聞社広告代且lu,li)

磯 崎 乙 彦 東京都杉並区和泉2-13-13

It! 山 功 神奈川県横浜市緑区長津田町3016~1~6~621

佐 伯 鉄 也 i[）只r.1;日野市日野28 0 8 

笹 本 弥太郎 東京都中野区野方6-35-17

浅 沼 千代杯 東京都総飾区翡砂3~1 0~ 5 

伊勢崎 貞 冶 茨城県猿島郡総和町路生 26 I 2 -I 

'｛‘f’I ‘ 取 良 5 12 !![5｛行I;八王子rli元：横山町3~5~18

i'I' 山 多け Jり 東京都世田谷区若林2~ 1 ~ 9 

松 野 まきチ 千策県印稲郡窪里村町料92 7 

; ［！’ 山 東一郎 東京都目里区目黒本町6~19-26

i'I' 山 煎 信 東京都練馬区早宮 1~ 2 9 ~ 7 
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奥 山 虎 男 東京都日野市百卒団地2-64-103

関東東急フレックスホーム 1附 神奈川県川崎市川崎区渡田 1~16~2

渋谷区役所職貝ー同 束京都渋谷区宇田川町1番1号

闊菊池工業所菊 池 巌 神奈川県川崎市桜本町2-3 2 

敦幹賀レオクラフ事＇イ小 1条9・ 原 京 福井県敦賀市消水町2~10~14

星 /ヽ,l 雄 山形県山形市長町720-10

全逓東京日迎支部工場分会 東京都千代田区三崎町3~ 3 ~ 1 0 

沿jt寸0汀，；IH足 i度
他 辺議 貝時ー~ 二同 Ili9t‘ , ←凩i¥郡西多摩郡羽村町28 2 8 沿1村町役楊

瑞穂町議長石 川 正 ；~ム，ヽ'|東京都西多摩郡瑞穂町大字箱根ケ崎2335瑞穂役場他議 J1 一屈J

Hの出町議長宮他 林議 k • ‘9•J→、:ー 一岡 I東京都西多摩li|；日の出町大字大久野2208日の出町役場
.：li．日市町議長 玉． J 井． 広 ・ 筏 |東京都i)り多摩間は国市町五日市411他議 li —岡 ji. H市町役場

村iり；it,I,；茂，長計'
他 議岸 H fりf.- — 1~'て，] 1 東京都西多lftil|；檜／j］村48 9棺l原町役場

拠多1代町議長 1J孔 議島 爪 朗 東京郡西多摩郡奥多1,t町永川 I7 I 奥多摩町役場他 li - r,i] 

松 井 薬 品 商 会 東）沢都大田区Illlり］調布5~ 5 6 ~ 1 

大！沿南翡校岡 [Il 恭 東京都大仙町差木地下原

大代島町表 商工会行年部
原田国男

東京都大島町元町4~I~ I 4 

元町i'i年会植 松 骰 仝 上 4~10ジャパンスポーツ内

北の山灯年会北 原 七 男 東京都大島町元III寸：野地

岡 III訂年会藤 井 重 光 ,L , 上 1-1-14大島町役場内

泉津婦人会有志坂 下 弥 生 東京都大島町泉津15 

野増青年会山 田 修 作 東京都大島町元町 1~ 1 ~ 1 4 大島町役場内

間伏行年会山 田 修 作 仝 上

差木地青年会寺 本 雄 仝 上

クダッチ青年会藤 沢 夫 東京都大島町差木地字クダッチ
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波浮港背年会平 博． 芙 東京都大島町波浮港 11

元 町 小 学 校 仝 上元町家ノ上

北 ノ 山 小 学 校 仝 上元町左吾エ/"I野地

岡 田 小 学 校 仝 上岡田長坂 11 3 

泉 ilt 小 学 校 仝 上泉津20 5 

野 削 小 学 校 仝 上野増大宮

2勺工'L 木 地 小 学 校 仝 上差木）也

波 浮 湛 小 学 校 ＾ _L 

上波浮港山口

大 1:,i 第 中 学 校 仝 上元町小消水

大 島 第 中 学 校 -ヘL 上 ）ililt不重

大 島 第 中 学 校 仝 上差木地沖ノ恨

大 島 第 五 中 学 校 仝 上岡田長坂11 3 

大 島 町 消 防 団 東京都大1:｝町元町 1~1 大／』町役場

大島町役場職貝ー同 仝 上

菊 池 義 浩 東京都杉並区上井雌 l~27~7 

関 勝 芙 東京都立川市翡松町1~8~14 

中 央 区 長 東京都中央区築地1~ 1 ~ 1 

片山龍二 rおはよう片山iIll二」 東京都港区赤坂東京放送ラジオ製作

岡 山 県 知 事 岡山県岡山市内山下 2~4~6 

岐 阜 県 知 事 岐阜県岐阜市薮田

永 井 勝 雄 1073S0 NORTON AVE LOSANGELSCHLIF90019 

しずく会会長 木 部 文 子 東京都田無市南町2-1 1 -1 0 

職イルドトウキョウ支配人醍醐行雄
貝 ー同

東京都港区海岸 1-4-7 島嶼会館内

代表者当 馬 竹治郎 東京都大島町元町4~I~ I大島飲食店元友会
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福 原 健 垣‘'i- 埼玉県春日部市大場下谷中 38 5 

柳 沢 利 子 東京都江戸川区西一之江 1~ 1 0 8 3 

1t少年相談貝 池 田 悦 夫 埼玉鼎入I!1]郡坂戸町大字赤尾 14 0 4 

中央観光社長 小 峯 f義三郎 埼玉県上福岡市上神岡 2~6~10 

花見川第一小学校 PTAー同 干策県千葉市花見川 4~ I 

t999、9,J• 橋 五 郎 埼玉県岩槻市宮町2~9~1 8 

平 石 敏 東京都板橋区加賀 2~ 1 4 ~ 9 

真 野 径 太 埼玉県蕨市錦町2~!~29

小 Ill 四 郎 仝 上

悶 田 多 東京都北区赤羽南 2~23~24稲田4哨財交内

中 山 幸 東京都東久留米市幸町5~6~5

桜 井 千栄子 埼玉県南埼玉郡白岡町小久喜 1475~5

武 勺OE← えい子 群馬県藤岡市藤/~j I O O 3 

荒 井 き よ 東京都北区赤羽西4~ 2~3 

-"l-' 沢 煎 東京都豊島区駒込 1~ 4 1 -1 0 

浅 見 粁．代子 埼玉県川口市上青木町5~ 8 1 5 

大 木 都 子 埼玉県大宮市上小町38 2 

佐 藤 敦 子 東京都北区上十条 1-28~11 保刈荘内

津 端 敦 子 埼玉県川口市本町 2~3~1 3 

大 竹 幸 子 埼玉県浦和市元町］ ～ 15~9 

浜 野 肇 埼玉県上尾市小越谷84 5 ~ 1 1 ~ 3 ~ 3 0 6 

野 村 泰 夫 埼玉県北本市下石戸下70 3 -3 

安 西 敦 子 東京都北区束十条 1~ 1 ~ 1 4 

八丈島替察署署貝ー同 東京都八丈島八丈町大字三根
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氏 名

t
 

9

江．．
 j
 

絡

藤．． 
~.‘ 
材
~
~
 

I. ＂（ lll lfi. f• 1 東京都中央区II券ドキ 4~ 5 ~ 1 6 

H 

賜

理

支

t‘ 

,．＂
5
バ

浪

JI

9̀9,
．-

¥

ゃ

：

’1
,
9
 

令ぃ
u

‘,' i
 
.,＇ 
ー9,‘ J

 

ーヽ

r-1!lijkfl1中野区祈!1'5~7~4 水沢）i

I 恵． 1東ふ（都i'り多限郡；］；］村町；J;J2722Iii, fl fJrll!]経由

部 Il/1'島県1iij橋市）注町 1~ 1 ~ 1 

東求 fl;i升兒I,；JOtI又 Sl: ．，界~Hi 打l; II説ll-|,i]［東求打1;F1tIIIl又）Lび）内 3~ 5 ~ 1 

じ
T

、9

＂ふ↑h
u
 

Ill エ

住 所

代 東京都板橋区翡1，↓平 3~10~16~306

業 神奈川県川崎市中原区木月住吉町 18 8 7 

見 ，、 ッ 14(）れ郡紬馬区純島 l~ 5 7 (H,A、棟！り地区経1il)

厭 昭 光 I1,1,奈川県横浜I|i西l叉西直112~202

大森二丁目西町会婦人部 I1ぃ；（都大田区大森西 1-8 ~ 8(［I心kill地区経由）

区立全迎小学校 J R C I束成都台東区西iしが 3~ 2 5 ~ 1 5 

都立第三商業翡校定llか：!ill2年 1象！lI 東9;（hl;；1東区越中島 3~ 3 ~ l 

奥 山 軍兵衛 Il}f島県）こ111市l:4ヽi4、25 6 

島 Ill i1i! -J~“I !I(｝i< hI社］．,.11111メ：Iii小岩7~ 3 3 ~ l 6 

ポーイス
コ

u、1
4
 

日全

柑

．

広瀬式 夫 I茨城県1:iIlft|i小松74 8 ~ 4 

カウト神奈川連盟
・ソンョナー

企 神奈川県大相iliつきみ野3~29~12

本 磯 釣 連 盟 東京都千代田区鍛治町］ ～ 8 ~ 2 7、7、'I、ミビル7F

川 県 知 'I¥ 1 N冷川県横浜Ili中区日本大通 1番地
I 

J;r li県，『年洋」：大学布志一届］ ！ j，:t l:．1}，しd1ifIl[[ii[9i砂3「[I1 5番 1号， l,'，tl,．県 1•『 I1、JI

安方中学校生徒ー同東取部）くHI区東矢LI2 ~ 1 ~ l 

祈宿区立牛込第一中学校 生徒会一届］ 東麟諏宿悩北山伏町 38 

国分寺市立第二小学校 1
P T A会長吉村粋恵 1

東成那1,1 分も•IIi光町3~ 1 ~ 1 

東京向島ロータリークラプ 如；（都墨Ill［和．1東橋4~2-1~8 SKピIし5F 

浅 野 三 義 I千艇県市川市東行野 1-I 3 -3 
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氏 名
＾

鼻

q

、
1
~
 所

「点字あゆみの会」4f志洒井栄蔵 I東京都中野区新井5~21~4

}li梅市立第三中学校生徒会ーfillI東京都i'i梅市大l"I3 o 1番地

練馬区立 UI 柄中学ド
生徒会担当白 ：l: 須尖 r，9 /t |東京都練馬区田柄3~3~1

IL; ／;!； iIi i[ 1こ HI 4ヽ浮： f交
児窮会代表沿 Il1 よし彦 広島県広島市牛田旭町

岡崎市立六ツ災北小学校児窟会 愛知県岡崎市土井町

町田市立鶴川第二中学佼生徒会 I東京都町田市鶴1116~ 4 

港区立三河台中学校生徒ー同
代表菊池祉七美

神奈川県美術家協会
委貝長松 田 ヨシオ

窪七コカコーラポトリング
横浜工場製造諜

f.li立三宅必校 1 年 2 糸fl
代｝ミ h|I }j 紀明

東京都港区六本木4丁目 7冊11号

神奈川県横浜市港南区旅下町47 1 3 

江 ［こ［ 松 ｝，J, I神奈川県横浜市中区輻窪町西通 35/j伶II：大同1札I

神奈川県横浜iii戸塚区平戸町 12 8 

川崎，Ii水追局配水竹理，界一柘JI/i'，i奈川県川崎市川崎区宮本町 l爵地

菊 池 ツルエ I神奈川県横浜市金沢区和月IIIJ5 -I 4 

東i;（都三‘も1,'』三宅村坪Iil

叶~9 [fl i＇↓ — I 東京都品 Ill 区 Wi 品 Ill 4 -2 -1 2 

神ilt 1,.9,j会長山 内 為 義 I神奈川県横浜市西区平沼 1-5 -1 5 

松 岡 躯 雄 I岡山県久米lili久米南町南庄 5I 2 

輝 本 康 広 I東京都八 I:［・1|ild房町］ 90 1 

はまゆう保行 !Iii
会 1と ili 水

日野第一小
佼 1心~溝呂水札

I}）の合
災竹'-J”

学校
次他

!'[ i; (h1; f1| I i 1 t 1,9], t,l l (I 

りo;(,¥liFI閉fIIi 11阻j-2 8 0 0 

後 藤 k - 1 !lぃ；（都杉，II;[K荻打'.1~45~20

板橋区立中台中学校 I り［取都板橋区中台 1~56~23

L

t

 

城

知
炭

受

．． 
~
~
ヽ
．
·fヽ

i

 

9

9

 

肌

,,I l 
9ヽ

よ

文

名［； ！茨城県水戸市千波町字後川 74 5 

部 i愛知県名占尻市中区三の丸3~ 2 ~ 2 

鈎 飢， I9: ，]: t妥 i立中 ‘¥i冒： f文 1i！［取｛il；葛iiliIXぢビ又、I~3 ~ 1 
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日

日

氏

赤

赤

千 策

煎

県

県

名

支

支

住

部 I千葉県干策市千策港4~ 1 

部 I三重県津市栄町 I-I 7 I 

所

野 口 信 洋 I東京都武蔵野市中町3~24~15 守木荘

日 赤 埼 玉 県 支 部 I埼玉県浦和市仲町3~ 5 ~ 2 

日赤東京都支部調布地区 I東京都調布市小島町35 0 （調布市役所内）

日 赤和 歌山県支部 和歌山県和歌山市小松原il!il~ I 県庁内

全法務労働組合東京支部
支部長寺田迎也

東京都千代田区大手町］～3～3大手町合同庁舎第3号
館内

理）I>長長戸路 政 司 千煎県千策市穴川1-5-21号学校法人干朔敬愛学園

j!f 年 洋 上 大 学 イf 、"'I埼玉県浦和市高砂3~15~1号埼玉県生活福祉部行少年諜

日 赤 兵 19It 県 支 部 I兵／jliリ，［神戸市生田区下山手通5~1 7 ~ 1 

調布第三中学校生徒会 I東京都調布市染地 3~ 2 ~ 7 

中央第四中学校 J R C I東京都中央区東日本橋 1-10-1

向 lf．翡等学校 J R C I東京都文京区向Ji:2~ 1 1 ~ 1 8 

H 赤 大 阪 府 支 部 I大阪府大阪市東区大手ijij元町 1

昭島市役所内日赤昭島地区 I東京都昭島市昭和町4-7-21

武 谷病 院有志ー同 I東京都消瀬市元町2~ 2 2 （毎日新聞経由）

国分寺第二中学校生徒会 JRC I東京都国分寺市本多 l~ 2 ~ 1 7 

東京龍力労佛組合五井火力支部青年部 I干艇県千狼市五井海岸 1 （毎日新聞経由）

木 村 ll11埼玉県三郷市彦成3~11-5-106

小平高等学校 J R C I東京都小平市仲町 11 2 

は こ ぶ ね 幼 稚 園 I東京都大田区久ケ原6~27~8

石 上 キ 大阪府大阪市北区茶屋町 18 （毎日新聞経由）

調布第二小学校 J R C I東京都調布市国領4~19~1

日 赤 岐 阜 県 支 部 I岐阜県岐阜市茜部中島 2~9
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氏 名 ．．． ・1,1
~
~
 所

青梅第八小学校 J R C I東京都宥梅市成木3~423~1

日赤東京都支部港区地区 I束京都港区芝公園］ ～ 5 -2 5 

月 1ll み ち I埼玉県浦和市木太3~ 3 3 ~ 9 

安 田 学 園 学 友 会 I東京都墨田区横網2~2~25 

東京ガス世田谷通サービス店従業貝ー同

ダスキンミサト工場すずらん
K 1 3 S ホープス

東京都世田谷区世田谷 1~ 1 4 ~ 1 9 

埼玉県三郷市上彦川戸 44 

紺日新聞大阪社会事業団 I大阪府大阪市北区党島 2~ 3 6 

吉祥女子翡等学校 J R C I東京都武蔵野市吉祥寺東町4-12-20

日 赤 ）n, 岡 県 支 部 I神奈川県1憧岡市追手町44 ~ 5 

日本赤十字社（本 社） 1東京都港区芝5~ 2 9 ~ 1 2 

江戸川区役所内日赤江戸 JI[地区 I東京都江戸川区中央 I~4 ~ I 

日 赤神 奈川県 支部 I神奈川県横洪市中区山下町 70 ~ 7 

H 赤 i'i 森 県 支 部 I訂森県行森市新町2~4~25

黒川 中学校生徒会 I佐賀県伊万里市黒川町

荒川区立第一中学校 I東京都鋭川区荒llll~30~ 1 

村長職務執行者佐々木 鉄 弥 I東京都小笠原島父1:1;

村政審議会会長山 崎 れ 夫

小笠原村民有志ー同

小笠原村大神山神社

仝

仝

仝

k-~L 

t

J

i

 

西 井 オ 次 I東京都大島町差木地上ハll

浮 田 強 I大阪府大阪市鶴見区今津北4丁目 8-38

浮 田 逍 摂lI神奈川県翡座郡綾瀬町吉岡 1824-144

飛島中学校生徒会 I東京都北区西ケ原3~5~12
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氏 名 住 所

新布大通商店街販典糸II合
理 ij(長梅田／if - I東京都新術区新宿2~ 1 1 ~ 6 

樅 山 存
．．
 
，
 

9
,
 東京都調布市深大寺町］ 2I 5 

日本放本送朝はおまかせアンコーです係部 I東京都千代田区有楽町
I] 放送制作

東東京都京農都棠会 I議：ど役職業 貝
委

一且
東 京 都 股 業 会 議 東京都渋谷区代々木2-10-12 南新宿ビル

忠，J,.第六小学校児 ii［会 東京都町lllili山崎町 I3 4 0番地

東）；く都労 1動糾l｛ト連合会 東j;（hl;T・代田区）Lの内 3-6-2

鹿 1:!； ［11 1!1 行 I東点都1[，r919,li本町 1~ l l ~ 5 

都教職）i組合執行委員長培 III 年雄 I 東）；（ t|環 1,.！瓜IijKIi;12~13~6 山 T•ハイツ内

都教職ll組合八丈支部支部長川 iiiifll札I:I!l(9;（都Iは 1,'↓八丈111]大字三根

都公立小学校長会長 東東））；；（情都II湛公[立,{芝小学I9月校久保長桜会！川li町務局2 6 

都公立中学校長会長 束J東多;（／都JれK▼品t郡I;川区｛L／中東炉hli1115~21 ~ !Sflri也lll!l!M307 

都僻地教研協議会長 西 公奥多 学19II校氷l11t11会7’1lけ判月多1、JJ炉Ill)教fi委ll会気付

中 山 賂 東京都千代田区神Ill三綺町2~ 8 ~ 6 

i I I I 山 俊 雄 千艇県柏市崩尾2078~39

第 旗 工 東京都千代田区岩本町 1-2 -6 宮本ピル 1F 

タケウチシズ

東秩父村高野 勉

東秩父村相談貝関 根 功

幸手町洋上大学参加者一同代表金子

大宮オートレンタカー

羽田

束山晴利

財団法人日本公衆龍話会

大 内 啓 fli I東京都大田区大森北1丁目23番8号'’マゥT＝下川ピルディ／ク 20 1号室
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氏 名 住

創価学会束京第 4本部法華経本部

古 / 1 | 良 啓 東京都板橋区大谷口上町81~6

松 岡 ひろ子 束京都北区豊島 7-8~10~40 2号

林 美恵子 埼玉県浦和市下木崎40 6 -2 

ほか匿名の方2名

義援品をお寄せ頂いた方々

（敬称略順不同）

氏 名 i i 9 

東 京 郡 東京都千代田区丸の内 3~5~1

H 本赤十字社：東京都支部 ノ-I‘ ^ 上

東京地力株式会社社長水野久男 東京都千代田区内幸町 1-1~3

宇都宮 徳 馬 東京都品川区東五反III3 ~ 1 6 ~ 1 

日本iり（売公社関東支社長水谷保和 東京都渋谷区南平台町5番の 1号

東京航空局八丈島空港出張所 東京都八丈島八丈町大字大賀郷

松下龍気産業株式会社 東京都港区芝4~8~2
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氏 名 住 .r 
i
 

l 

ヤンマージーゼル株式会社東）K支店＇東 J;（都f代田区丸の内 1~II~ I号

山 田 昇~即；（都八丈 1:!，八丈町大't：大買郷

饂コカコーラポトリングKK；麟業所 東J伐hi；湛区芝illi2~15~6

I 
康求都学校給食会 I！如i(都湛区新橋3-16-3

東 ii，i 汽船株式会社 1東）；（都中央区銀座ilりsTl'I 1 o 1'fi'地先

．＇ ， りt八
~
~
/
~
 

§ | J将］社＇，し It4<ililll'191 8 5 0) 1灯iIIJIflllWi’li

ミ＋rワホームエンジニアリングKK I 東）代都湛 l~99 ，/位）j_ 2「t14滸5IJ・ 

N H K東京営業局立川、i佑業所 I束）；（tl凶lillrli曙Ill)2 ~ 6 ~ 1 立Ill中央ピル内

東山釣具センター長 井 秀 多 I 愛知県名占h!iliT•種 lズ．東山通り 2 -2 6 

サンヨー兵品株式会社 i群馬県i]ij橋市西ItItlIII癖 ,Ji3 2 7番地

東洋水産株式会社 I東)j(都池I'：池南 2-13-40

八丈島北設センター I東9;（都八丈島八丈町大字三恨

ちくま味噌販、＇［株式会社 I東京都江東1又福住2~ 4 ~ 3 

奥 山 次 男 東）i(都八丈島八丈町大＇ t：三根

大 塚 製 薬 K K 東京都中央区IIli見

キッ コーマン東京支店 東京都中央区小糾町 3~ I I 

マルマ連輸株式会社 I東京都港区束新橋 2~ 8 ~ 4 

東京新日本薬品株式会社 1東京都中央区八丁堀 3~28-10

ェースコック株式会社東京支店 I埼玉県川越市今福46 I番地

、 ッカンス東京支店 I東京都新宿区中落合 l~ 2 ~ 1 8 

菊 屋 商 店 I東京都八丈島八丈町大字大質郷

豊 年 製 油株式会社 I東京都干代田区大手町 1~ 2~ 3号三井生命ピル

宝 酒 造 株 式 会 社 I東京都中央区日本橋2丁目 15 ~ 1 0 

プロクターアンドギャンプルサンホーム I東京都文京区本郷2丁目 10番貨士ピル
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氏 名 住 所

キッコーマンショーユ株式会社 1東京都中央区日本橋茅場町］丁目 3番地

-
9
 

ゴ
に 村 啓 I大阪府塊市寺地町東 1~1~20 

‘̂ ＂バ
~A, 

界 新 Ii 1) 社 I東京都港区港南2丁目 3~13

埼玉県ポランティア団体 I埼玉県浦和市高砂3丁目15番1号埼玉県庁気付

中央労災東京支所所長大森 実 I東京都新宿区西新宿7~ 2 0~ 8 

川崎 孝 I東京都目黒区青策台 3~8~8

沢生党測子工業株式会社 1大阪府大阪市東成区東小橋2~ 1 1 ~ 1 0 

亜細亜典業株式会社 1東京都千代田区内神田 2~ 1 ~ 1 4 東長崎典業ピル

[fl 島ルーフィング株式会社 I東京都足立区小台 I-3 ~ I 

海も原 コ トI東京都葛飾区東金町］ ～ I 7 ~ I I 

七 I，.'， 1,i )Il 脊ll 合 I東京都八丈／沿八丈町大字大賀郷

榎 本 武 司 I東京都渋谷区本町5~43-4

H 本赤十字社群馬県支部 I群馬県1iij橋市大手町 I~I~ I 

石 II;［ 1ii 太郎）Ji 務所 l東京都大Ill区山:El~3!~13

真家大谷派宗務所宗務総長 f./iIi秦 硲 I京都府京都市下京区，烏丸七条上ル

松 I.：ll I専 子 I東京都渋谷区渋谷 1-19-15-1206

カネポー紅品東京販売株式会社 1 東京都板橋区板橋2-1 ~ 1 

K K 教 ,,! l , 文 化 社 東京都渋谷区千駄谷5~15~7

小 松 と 神奈川県横浜市鶴見区下末吉 6~25 ~ 1 6旭月荘

財熊沢団脊英法会理人事長ケ熊ネ テ沢ィ貞9記 吉念 神奈川県横浜市西区高島 2~1 2~ 1 2 

外 岡 憲 治 東京都翌島区南大塚2~42~6 信友大塚ピル601

登粁和会上 野 和 子 東京都渋谷区桜ケ丘2~ 3箱士商事ピル

新島本村立若郷小学校 東京都新1;/；本村若郷

取締役社長相 佐 舟 静岡県冊岡市1111金3~2~ 1理研軽金属工業株式会社
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氏 名 住 所

ハウス食品株式会社東京営業所 I東京都大田区平和島 6~ 1 ~ 1 

丸 田 社 長 I東京都中央区日本橋茅場町］ ～ 1 花王石険株式会社

日本建築板金工業株式会社 I東京郡新宿区西新宿7~1 0~3 第二雨宮ピル

甲 野 普． OO |東京都多摩市巡光寺 27 9 

岡 田 定 治 I東京都大田区大森北6丁目 14の8

長瀬ゴム工業株式会社 I東京都掲田区墨田 2丁目 35の6

港区立神明小学校児童会 I東京都港区新橋3丁目 25のI3 

関 東 地 区 本 部 I東京都台東区橋場2~2~2;;：教法人世界教世教

福知山市役所職貝ー同 I京都府福知山市字内記13番地の 1

世田谷区立太子堂中学校生徒会 I東京都世田谷区太千堂町3丁目 27番I7号

日本教図株式会社
取締役社長登 山 俊 文

東京都台東区東上野4~25~18

積水化学工業株式会社東京第一営業所 東京都新宿区西新宿 2~I~ I新宿三井ピル

岡 本 芳 子 I東京都翌島区駒込 2-14-14 青朔荘 11 0 

浜松市立竜禅寺小学校 3年 1組 静岡県浜松市砲禅寺町84 4 

豊島区立仰翡小学校校長白井辰雄
翌島区立仰翡小学校児童会

東京都豊島区駒込5丁目 1番19号

ザ・フアッショングループ東京支部 I東京都港区六本木3~4~25 メゾン六本木20 3 

ハト印

4 こ 田

松井薬品商会 I東京都大田区田園調布5~5 6~ 1 

大甚中学校生徒会 J R C I東京都干代田区3番地 12 

盟島区立池袋第三小学校
校長石田

岬 1東京都豊島区西池袋3丁目 14番3号

小 学 校 I広島県広島市牛田旭町

昭島市立富士見丘小学校児童会I東京都昭島市福／品町90 2 

足立区立舎人小学校 I東京都足立区舎人町22 4番地

立川市立第七小学校児童会 I立川市錦町5~6~43

自 衛 隊 I東京都新宿区市ケ谷本村町42 
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姉妹島からも御見舞

台風13号による災害に対し、姉妹島であるハワイ州マウイ島の市長並びにマウイ郡議会から

丁重な御見舞状が峯元町長あて、次のとおり寄せられました。

]975,1:10月8日

八丈町長

峯元消次殿

マウイ市長 エルマー，カバリヨ

謹啓 秋冷の候既台には益々御健勝にて御活趾のことと存じます。

さて、新Iltl、ラジオの報道によりますと、台風13灼が翡島を直撃し甚大な損991:を与えた

とのこと、 i't台の御心痛は如fiijばかりかと推家fjlし1：げます。

幸に死者はなかったとのことですが、全壊家柑、平壊家／冦、道路の損壊、屯線の切断な

どで、島民の方々は不自由、困惑の II々をお送りのことと存じ上げます。

八丈Ill”.「災害対策本部が設骰せられ、復旧作業に導念しておられる由拝承しておりますが

t't島および東崩都の懸命な御努力によって復旧の一IIも吊からんことを、遥かマウイより

お祈り致しております。

まことに略像ながら取りあえず，Itl(iiをもって御兄舞の辞に代えさせていただきます。

末策ながらrt品の町職員各位および，島民各位に、よろしく御伝言下さい。

台風13号災害に対し心からの

御見舞についての決議書

敬↓し

11本気象庁発表によると、台風13,,｝は東崩都の南部に位ii梵する姉妹島八丈島を襲い、大

きなすJl古を与えました。

晋察庁は、八丈品のほとんど全ての建物が何らかの被‘,t:を受けたと報告しております。

台風13号は、八丈，島に居住する全ての住民に、不幸な影府を及ぼしました。

このため、マウイ郡議会は次のことを決議しました。

マウイ郡議会は、ここに、峯元八丈町長を通じすべての住民の皆様に対し、心から御兄

舞申し上げるとともに、大きな災害から速かに復典することを[fiiっております。

そして、この決議内の写しを峯元町長に送付することを、重ねて決議いたします。

1975/jS!O月17日

マウイ郡議長 ラニー• H・モリサキ
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八丈町台風及び地震等の災害予防に関する

条例並びに建築物その他工作物等の災害及び

災害拡大の予防計画指導基準（案）
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八丈町台風及び地震等の災害予防に関する条例

八丈町は、昭和47年2月29日八丈島近海地裳、昭和47年12月4日八丈島東方沖地裳及び昭和

50年10月5日突如として襲来した台風13号により、それぞれ甚大な被害を受けた。

近年、八丈町の建築物は、台風及び地裳等による被害を被らなかったことと、観光開発及び

建築様式の近代化等により多層化又は開放的な構造となり、過去における歴史的な教訓を軽視

する傾向を生じ、台風及び地震等の災害に対する防備が十分でなかったことが指摘できる。

ここに町民と町は一体となって、その英知と努力により、台風及び地裳等による災害を未然

に防止し、被寄を最小限にくいとめることを期するものである。

（八丈町の括本的責務）

第1条 八丈町は、あらゆる施策を通じて、町民の生命、身体及び財性を台風及び地裳布によ

る災雹（以下「災古」という。）から1呆設し、その安全を確保するため、最大の努力を払わな

ければならない。

2 町長は、 ilif項の目的を達成するため、災寓の予防に関する計画（以下「防災，汁准IIl」という。）

を作成し、その推進を図らなければならない。

3 町長は、 1lff項の防災計画の作成及びその実施にあたっては、町民の怠兄を1iflくことに努め、

これを施策に反映するようにしなければならない。

（調森、研究及び技術の間発）

第2条 町長は、災布の発生））；［I：Kl、発生状況その他災古に関する’lt項について、調森及び研究

を行なうとともに、防災技術の間発に努めなければならない。

2 町長は、前項の，；／1,/代、研究及び技術の間発の成果に），しづき、災'9i::r防のための指祁枯準（以
下「指導枯準」という。）を定めなければならない。

3 町長は、第 1項の，；1，i/ft及び研究容を行なうため必要があると認めるときは、 ì1，[l'’j姿員を委

晰することができる。

4 '，','/''J委員は、当該柑l'りのiji項に1}llする』）1査及び研究が終了したときは、解任されるものと

する。

（都市施設布の整備）

第3条 町長は、災',1;:を予防し、その拡大を防止するため、都市施設〔都市，it画法（昭和43年

法律第100号）第11条に定めるものをいう』の耐裳性、耐火性及び耐風圧性の保持、避難場

所の確保布施設の整備に努めなければならない。

（火災の防止）

第4条 町長は、災古による火災の発生及びその拡大を防止するため必要な施策を禎極的に推

- 95 -



進しなければならない。

（町民に対する指導及び助は）

第5条 町長は、災害の防止に関する事業（以下「防災ylt業」という。）の実施にあたっては、

町民の協力を求めるとともに、町民が行なう災古防止のための自主的活動に対し、積極的に

指導及び助けを行なわなければならない。

（他の地方公共団体守との協力）

第6条 町長は、防災計画及びその実施にあたり、他の地｝j公共団体その他の公共的I―,tli．『の

協力が必要であると認めるときは、当該団体窟に対して協力を要，iliし、又は他の地方公共団

体から協力の要納があったときは、これに応じなければならない。

(Ill「民の拮本的責務）

第7条 町民は、災布を防止するため、相互に協力するとともに、町が行なう防災’li業に協力

し、町民全体の生命、身体及び財産の安全の確保に努めなければならない。

（耐裳性、耐火性及び耐風圧性布の配慮）

第8条 町民は、建築物その他の工作物を建設するときは、災害を防止するため、関係法規の

遥守はもとより、指導枯準を守る布耐裳性、耐火•i'l：及び耐風Ii:性窟について配慮しなければ

ならない。

('I>業者の責務）

第9条 1i業者は、町長その他の行政機関が実施する防災’li業に協力するとともに、 ilt業活動

にあたっては、その社会的責任を自詑し、災古を防止するため最大の努力を払わなければな

らない。

（設計者等の貨務）

第10条 設計者又は工事施工者は、建築物その他の工作物を設計し、又は施工するにあたって

は、災害を防止するため、耐虞性、耐火性及び耐風圧性窃について十分配慮しなければなら

ない。

（防災措説の勧告）

第11条 町長は、台風又は地震害の発生により建築物その他の工作物の倒壊、飛散等災害が生

じ、又は災害の拡大のおそれがあると認めるときは、当該建築物その他の工作物、土地又は

土石、竹木その他の物件の所有者、管理者又は占有者に対して、防災措匹をとることを勧告す

することができる。

（町民等による監視）

第12条 町民は、地域の安全性について常に監視し、台風又は地裳等に対して危険性のあるも

のについて町長に意見を述べることができる。
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（委任）

第13条 この条例の施行について必要な事項は、町長が定める。

附月1J

この条例は、公布の日から施行する。
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建築物その他工作物等の災害及び

災害拡大の予防計画指導基準（案）

建築物等に関する指導基準

ー、目的

この指導基準は、「八丈町台風及び地裳容の災害予防に関する条例」第2条第2項の規定に

枯づき定めるものであるが、昭和50年10月5日来襲した13号台風（最大瞬間風速67.8~ん）被

災状況から兄て、その二次的災害咋を考慮した場合、木造建築物穿において、構造上、施工

上または、使用材質窃における対策のみで解決しょうとすることは、その経済性居住性等か

ら勘案し、極めて困難であり、防風林（防風垣窃を含む。）対策との相乗効果に期待せざるを

得ない。

しかしながら、八丈町の区城内において、災古を未然に防止し最少限にとどめるために、

建築物その他工作物の建築施工が関係法令に遵拠して行なわれるぺきことはもとより、特に

留絃すべきこととして、 J店本的1i項を示し、台風官災害に対する安全性を図ることを、期す

るものである。

なお、この枯準は将来調査研究に拮づき必要と認める場合は、随時改，iT補足を行なうもの

とする。

二、建築物のあり方

建築物の設計施工にあっては、地域の特殊性にかんがみ、下記市項について十分な配慮を

行なわなければならない。

但し、別途の調査、研究により設計施工する場合は、この非礁によらないことができる。

l．適用範囲

この指針は、階数2以上又は、延面積50面をこえる木造建築物、町長が必要と認める建

築物及び一部の工作物に適用する。

2. 敷地の選定及び敷地内建築物等の配罰

敷地の選定にあたっては、台風襲来時の対応性を第一義的に考慮し決定することに努め

なければならない。

また、当該敷地における暴風の主風向を認識し、建築物等の配匹を決定するとともに、

防風林関係指導碁準を迎守できるよう、敷地内に必ずそのための空地を確保しなければな

らない。

3.建築物の配骰、形状

11) 暴風主風向に対し、風をはらむ構造、配骰は避ける。

- 98 -



121 棟が平行して並ぶ場合、最も風上、最も風下の建物が特に大きな風力を受けることに

注意する。

13) 紆先、庇、けらば等は特に出の深い、風のはらみ易い型を避ける。

4、建築物設計上の留意事項

強風時の風圧力に耐えるよう次の事項に特に留意して設計する。

Ill 屋根荘材、外装材等が飛散しないよう、金物等で充分緊結する。

121 窓等IJH口部がJI欠抜けないよう充分防設措骰を考える。

13) 建築物の倒壊防止のため壁面には筋述を釣合よく配附すると共に、床面等にはゆがみ

防止のため火打材を設ける。

141 テラス等風をはらみ易い部分については、特に吹上による破壊防止に注泡する。

5，各部構造

Ill 枯礎

桔礎は上部構造が地盤に対して沈下、浮き上り、横移動を生じないよう、これを地盤

に安全に支持しうる構造とする。

特に八丈晶は湿度が高く、温暖な自然条件のため、白アリで作の被古が多い。このこと

は台風容の被災のKで大きな要索となるため床面を椋準より高く、換気口も大きくとる

ことがある。従って），騒礎工 ’J; については、 1•分留邸しなければならない。

ア、地業は即11）として店Il栗地業とし、突き固めは目つぶし砂利を敷いたうえで十分突き

固める。ただし良質地般においては、この地業を施すことにより、地盤を乱し耐力を

滅ずることがあるのを注郊すること。

ィ．桔礎型式は1原則として布拮礎とする。但し、平家建50面以下で独立枯礎型式とする

場合は、各枯礎間は足固め、根がらみ窃を設ける。

ウ．桔礎は総i:'li60cm以 I：とし、埋込み部分はその％以上且つ25cm以上とする。

但し、枯礎のたけか90cm以上のものは9mm以上の複配筋とし、あばら筋は、はりの

たけの％以下且つ30cm[）、ドの間隔で配附する。

工．テラス布については、柱を拮礎に緊結する。）店礎及び1ザの出が長い場合には特に風

圧力について考他し、各種継手部分は金物を十分使用する。また邸礎についても十分

留懃する。

121 木工1t

ァ． 一般1i項

（ア） 材料については、八丈の風土に兄合うものとし、土台等には白アリ等に対する防

虫材を使用するとともに、防虫駆除も施行すること。
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（イ）構造耐力上必要な部分に使用する木材は、節、腐れ、丸身害による耐力上欠点の

ないものを使用する。

（ウ） 木材は十分乾燥したものを使用する。

イ，軸組エijt

壁体（耐力壁）は可能な限り多くかつ釣合よく配i筐する。特に八丈における建築物

は生活慣習上、 2部屋を通し部屋とする傾向があるので、平面計画に十分配慮し、筋

違を押人れ部分罪を含め、可能な限り多く人れ耐力壁として有効性をはかる。

また、小屋梁面2階床面、土台面には火打梁窃を設け水平岡1j性を高める。

（ア） 土台

0土台は所定の位説でアンカーボルトにより枯礎に緊結し、防虫及び防腐措置を構

ずる。

0土台の継手は、柱、 1iil柱及びアンカーポルト位限を避ける。

0土台構面には、火打土台を少なくとも隅角部に設ける。

0土台は、 100mm角以上、火打土台は90mm角の2つ'lill以上とし、ポルト（経13f,)締

め、または、カスガイ（経6¢以上）打ち、釘 (N115) 2本打以上とする。

（イ）柱

0柱はlOcmXlOcm角以上とする。

02階建の隅柱または、これに準ずる柱は必ず通し柱とする。

0柱は土台より設四し、柱と土台及ぴ横架材は金物類〔羽子板ポルト（経13f,)ま

たは、カスガイ（経gf,)両面打ち〕で補弛する。

0柱の欠き込みは、なるべく材の中央部付近を避け、かつ断面積の％以上を欠き取

ってはならない。

0地面から1000mm以内の柱脚及び柱と窓台との取合部等腐朽のおそれある部分には

防腐剤を塗布する。

（ウ）梁及び胴差

柱との取合は、短冊金物又はかね折金物ポルト（経13f,)締めとする。

（エ） 筋速

筋違は、できる限り左右対称に釣合いよく配四し、建物にねじれを生じないよう

にし、間柱と筋違の取合部は筋違を優先し、I閉柱は筋述の厚さだけ欠きとって筋速を

通し両端部は金物類を使用するなど十分な緊結固定を行なう。

また、建築物の壁又は筋述を入れた軸組（以下耐力壁という）は建築括準法施行

令第46条の規定を満足する外筑定された耐力壁の30％位に構造用合板を付加するこ
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とが望ましいo構造用合板は日本混林規格による厚さ7.5mm以上の合板でその取り付

けは下地に対して長さ50mmのくぎを150mm以内の間隔に打ちつける。ただし下側横架

材に対しては50mm以内の間隔に打ちつける。

ウ，和式小屋組

小屋組については、台風被災状況から見て、その原因が金物類の使用不足または不

遥切な使用が大きな要因と認められるので、その対策として下記事項について必ず施

行する。

（ア） 小屋梁

原則として丸太を使用し、はり 1iill.8mは末口105mm,2.7mは末口120mm,3.6 m 

は末口150mm以上のものを使用し、仕口は羽子板ボルト（経l3¢ ）により緊結する。

（イ）小屋束

カスガイ（経9¢)両面打ちとする。

（ウ） 小阻筋述

105mmX15mm材以上とし釘 (N45) 2本打ちとする。

（エ）振れ止め

105mmX15mm材以上とし釘 (N45) 2本打ちとする。

（オ） けた行筋述

105mmX30mm材を振れ止めと併／llして釘 (N75) 2本打ちとする。

（力） 棟木、もや

継手は、束の位；府を避け、 II災掛けあり継ぎとする。丁字取合いは大人れあり掛け、

カスガイ（経9¢）打ちとする。

（キ）垂木

45mmX55mm以上の材料を使用し、釘（材厚2.5倍） 2本打ちとする。ただし施工上

2本打ちが不可能な場合は補助金物を必ず使用する。

（ク） 小1:i採llみにおいて、もやと束、梁と束窃はカスガイ（経9j,)の両面打ちを必ず

実施する。けたと垂木には、手逃い短11恥金物邪を使用する。

工，展根野地

八丈島における在米工法による建築は野地板を施行していないのが多く兄られるが、

耐風圧性からまたは、その居住性布の利点を者慇して下記により施行するものとする。

なお、既存住宅等で野地板未施工のものについては、届恨張り替え時において施工

するものとする。

（ア） 野地板は厚さ12mm以上のものを使用し、垂木心で突付け釘打ちとする。
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（イ） 合板を使用する場合は厚さ 9mm以上の品を使用し、釘Ili]かくは表材当り 100mmと

し、釘の長さは板厚の4倍以上とする。

（ウ） 而戸板は必ず設け、垂木llllにはめ込み、釘 (N45) 2本打ちとする。

図鼻阻し板、破風板の厚さは20mm以上とし、各表材当り釘 (N65) 3本打ち以上と

する。

ォ．床組

（ア） 大引類の継手部分は両面添板当ボルト（経13t,)締め、または、補強金物ボルト

（経13f,)締めとする。束と大引きは、カスガイ（経9¢)両面打ちとする。

（イ） 2階床梁と柱との取り合せは、羽子板ポルト（経13j6)締め、箱金物取付ボルト

（経13t,)締めとする。

131 ／冦根荘工’Ji

ァ．紆先の長さは最小限にとどめる。

ィ． 切其！冦根における、鉄板の両端部は、シナ板（ケラパ巻）を必ず施工する。

ゥ．鉄板の張り方については、当該敷地における台風のじ風向を考慇して施工する。

(41 建具工•Ji

外まわり建具については、耐風／」ザ性と飛散物による被古を防ぐため、下記について特

に留邸すること。

ァ． アルミ製建具の使用に当っては、強度120kg／而以 Kのものを使用する。

ィ．雨戸は必ず設骰するものとする。ただし、雨9ゴ取付が適しない間口部については、

防護板（コンクリートパネル布）の設；；りを行うものとする。

ゥ． コンクリート造りの建築物については、その強度に過度のIIく存をし、開口部に雨戸

等の設骰されていないものが多く兄かけられるが、雨戸または、防渡板布の設骰を行

うことが望ましい。

工．雨戸については、その補強としてカンヌキ等の準備をする。
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(5) 雑工事

補強コンクリートプロック造のへいは下記のとおり施工する。

項目
補強コンクリートプロック造（高さ1.2m

以下のものは控壁、基礎の項を除く）

高さ 3 m 以下

訳 15cm以上（高さ 2m以下のものは10cm)

間 隔 3.2m以下ごと

控壁 ワ＊ 出 高さの士以上

鉄 筋 9 mm以上

根入れ 30 cm以上

基礎

た け 35 cm以上

璧頂端、基、礎隅（横）） 9 mm以上
壁の （縦

壁内（縦、横） 9mm以上liil隔80cm以下

末端、定着 末端は、か筋ぎ状はに曲げ、縦筋は
横筋に、横 縦筋にかぎかけ

口60
下

[
 

n
 
口
150

6. 一般木造建築物以外の建築物

鉄骨造り、プレハプ等のものについては、特に耐風圧力性のある規格のものを使用する。

倉肌、工場等については、台風被災状況から兄てその程度が極めて大きく、当該建築物

の被害だけにとどまらず二次的災害として他の建築物に与える影欝が頗る大きい。このこ

とに十分配慮して施行する。

三、未利用建築物、その他の工作物、土地造成、竹木その他物件管理の在り方

台風等の災害は、当該建築物の災害にとどまることなく、飛散することによって、他の建

築物等に被害を与えるなど、災害を拡大する傾向が強い。災害を未然に防止しまたは災害を

最少限にくいとめることは、住民相互が協力し対応することによって、はじめて可能である

と認められる。

従って建築物その他の工作物、土地または土石、竹木その他物件の所有者、管理者または

占有者は、防災措附をとらなければならない。
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あ と が き

昭和50年10月5日、八丈島を襲った台風13号により本島史上かつてない大災害を受け、

町独自の力では応急対策すらも倒底でき得なかったと思われますが‘東京都をはじめ各

関係機関の惜しみないご協力と、全国からの暖かいご援助、更には町民各位の懸命な努

力によって、復旧作業も順調に進んでおります。

この小冊子は、 13号台風災害の救助対策あるいは復旧対策等当時の状況をつぶさに記

録し、今後における防災対策の参考に資することを目的に刊行するものであります。

編巣に際しては、災害規模等あまりにも広範囲で粗湖の面も多々あろうかと思います

がお許しいただきたいと存じます

おわりに、戦菫な資料を提供していただいた各関係機関並ぴにご協力下さった方々に

対し、心から厚く御礼申し上げます。
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〈表紙題字は峯元町長自箪〉
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